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　その日のフィンスタニスは、朝からうららかな上天気だった。

　集落の見回りから戻もどった領りよう主しゆ代理のルノアリア・ストライサは、領主館の自室で日課を終えたばかりだ。部屋を出ると、階下から甘くて香ばしい匂においがただよってくる。

　金きん髪ぱつに飾かざったリボンを揺ゆらして階段を下り、厨ちゆう房ぼうを覗のぞき込む。そこではお菓か子し作りの上手じようずな従者が作業台に向かっていた。

「今日はなにを作っているの？」

　声をかけると、彼は仕事の手を止めて、傍かたわらに立ったルノアリアを振り返る。

「ハチミツと砕くだいたナッツを挟はさんだ、ビスキュイですよ」

　淡あわい金髪に、金色の瞳ひとみ。端たん正せいな顔立ちに、すらりとした立ち姿──目の覚さめるような美青年の名は、クレイル。彼が従者になってから、もう一カ月が経たとうとしているのに、ルノアリアは一向にその姿に飽あくことはない。

　ぽーっと見とれていると、口の中に予告なく焼き菓子を入れられた。

　できたてであたたかな焼き菓子は、さくさくだけれど生き地じが柔やわらかだ。ナッツは香ばしく、たっぷりと使われたハチミツはとろけるように甘い。

　あまりのおいしさに感動しているルノアリアに、にっこりほほえんだクレイルが訊きいた。

「ルノアリア、お仕事はもう済んだのですか？」

「仕事っていっても、日誌をつけただけよ。昨日とおんなじことを書いたんだから──『フィンスタニスは、本日も平和なり』、『魔物の出現、目もく撃げき情報なし』ってね」

　フィンスタニスの森には、とある事情により魔物が生まれる場所がある。

「ルノアリアが赴ふ任にんしてきてくださったおかげですよ。集落から魔物が減って、以前よりもずっと平和になりましたからね」

　クレイルの言うとおり、確かに魔物はフィンスタニスから減りつつあるが、それはルノアリアの働きによるものではない。それでも、フィンスタニスの領民たちが安全に暮らせるようになることは、すばらしいことだ。

「完全に魔物が姿を現さなくなれば、わたしの外出に、クレイルが護ご衛えいとしてついてくる必要もなくなるわね」

　従者のクレイルは、館やかたの仕事やルノアリアの世話でいつも忙いそがしく働いてくれている。ただでさえ多た忙ぼうな彼を、外出のたび連れ回すのは、気が咎とがめていたのだ。

　クレイルも、負担が減ってさぞかし喜んでくれるだろう。そう思ったのだが、どういうわけか彼の表情はくもっていた。

「クレイル？　自由な時間が増えるのに──嬉うれしくないの？」

「ええ……あなたとお出かけする機会が減るのは、とても寂さびしいです」

「え──？」

　せつない表情で見つめられ、胸がコトリと音を立てるが──。

　──そうだわ、亜あ精せい霊れいのクレイルにとって、わたしは『ごはん』だものね。

　この世界には、ひとを食らう『魔物』がいる。

　さらに、ひとの喜びの心を糧かてとする『精霊』というものも存在する。

　この人間離れして美しいクレイルは、なんと、その精霊の血を四分の一引く、『亜精霊』と呼ばれる存在なのだ。

　精霊は、人間の『嬉しい』、『楽しい』と感じる心を好み、クレイルの内にある精霊の血もまた、好みを同じくする。

　とりわけ、ルノアリアの『喜びの心』はクレイルの好みに合うらしく、彼はその『おいしい心』を糧として得るために、ルノアリアに仕つかえているのだ。

　──一緒に過ごす時間が減ったら、わたしの『心』を食べる時間も減るものね……。

　うっかりトキメキかけてしまった自分が恥はずかしくて赤面していると、ふいにクレイルの手が伸びてきた。

　彼の綺き麗れいな指先が頰ほおに触ふれて、驚いたルノアリアは顔を上げる。

「ど、どうしたの？　クレイル」

「お菓子のカケラがついています。そのまま、動かないで」

　自分で取れるわ、と言おうとしたルノアリアの唇くちびるを、クレイルの親指が優しくなぞった。

　──お菓子の食べこぼしを取ってもらうなんて、子供みたいだわ。

　ルノアリアは、照れに身じろごうとして、ふと気づく。こうして間近に触れられてみれば、クレイルの手は存外に骨ばっているのだと。

　物もの腰ごしが柔らかで、おだやかな性格のクレイルは、容姿も繊せん細さいで中性的である。けれども──。

　このひとは、男のひと。

　意識した途と端たん、胸の奥深くから不可解な熱が湧わき上がった。

　あまりに突然のことに、混乱したルノアリアは、思わずクレイルの手を払いのけていた。

　動転するルノアリアの様子を、クレイルは金色のまなざしで見つめている。

　その視線すらも、ルノアリアの頭を真っ白にさせ、しどろもどろになっているうち、気づけば壁かべに追い詰つめられていた。

　長身のクレイルに立ちふさがられ、威い圧あつ感かんにルノアリアはたじろいだ。

　──手を叩たたかれて、クレイル、怒っているんだわ！

「ご、ごめんなさい。悪気はないの。ほんとよ？　わたし、どうしてあんなことをしたのか、わからなくて──」

「僕は知っていますよ」

「え……？」

「この一カ月で、あなたのことをいろいろ知りましたから。ハーブのお茶はカモミールがお好きで、ミントは苦手。お魚は川のものより海のものがお好き──」

　クレイルは主人の好物を把は握あくして、食事やお茶の準備をしてくれる。彼は美しいだけでなく、優秀な従者なのだ。

「すごいわ。クレイルは、なんでも知っているのね」

「いいえ、まだまだですよ。僕はあなたのことを、もっと知りたいんです」

　熱っぽいまなざしのクレイルを見上げて、ルノアリアは感動していた。向上心に溢あふれているのね、と改あらためて尊敬の念を抱いだく。

「教えてください、ルノアリア。さっきのお菓子の感想は？」

「もちろん、おいしかったわ。えっと……あたたかくて、とっても甘くて」

「それはよかった。いつも僕がいただいている、あなたの心くらい、とびきり甘くしたかったのですが──」

　耳元に寄せられたクレイルの唇が、ハチミツみたいに甘く囁ささやいた。

「──あなたのほうが、きっと甘くておいしいでしょうね」

　ただでさえ熱が上のぼっていた頭が、さらに正体不明のめまいに襲おそわれた。

　ふらふらになってしまったルノアリアの腕うでを支えていたクレイルが、ふいに距きよ離りをとった。一いつ拍ぱくの後のちに、厨房にひとつの人影が現れる。

「おお、ふたりとも戻ってたのか」

　頑がん健けんな体たい軀くに精せい悍かんな顔立ちの騎き士し、オルキアであった。顔に大きく走る傷が印象的な彼は見た目こそ怖こわいものの、頼りになる従者のひとりだ。

　オルキアはルノアリアを見て、不思議そうにまばたいた。

「どうした？　なんか顔が赤いけど」

「えっ？　あの……クレイルに、お菓子をもらって──」

　狼ろう狽ばいして挙きよ動どう不ふ審しんなルノアリアに対し、クレイルは平然としている。

　さっきまでの艶つやっぽい表情は綺き麗れいにぬぐい去られ、人じん畜ちく無む害がいのほほえみを浮かべたクレイルは、申し訳なさそうに説明した。

「お菓子の味見をお願いしたのですが……できたてで、少し熱かったのかもしれませんね」







　このような調子で、ここ一カ月、美青年の従者による猛もう攻こう撃げきがあるじに向かって繰くり返されている。

　砲ほう撃げき主しゆにはいっさいの手抜かりはないにもかかわらず、ターゲットは爆ばく風ふうによろめきこそすれ、決定的な被ひ弾だんは一度もない。

　この奇き跡せきのような防ぼう御ぎよを可能にしたのは、「自分はクレイルの食しよく糧りようなのだ」というルノアリアの卑ひ屈くつな認識、さらに「この美青年が、自分のような地味な娘むすめを相手にするはずがない」という思い込み。

　もっとも強固なのは、ルノアリア自身の『天然』という名の分ぶ厚あつい壁である。

　ともあれ、こうしてフィンスタニスのご領主様の平和は、本人の意識していないところで日々保たもたれているのである。
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「そうだ、オルキアさん、お手紙が届いていますよ」

「ん、ありがと」

　手紙、というよりも書類の束くらいの分ぶ厚あつい包みをオルキアに手渡すと、クレイルはポットに湯通ししながら言った。

「ルノアリア、オルキアさん、この十日間はお疲つかれさまでした。『おかげで今年のブドウの収しゆう穫かくは、驚おどろくほど早く終わった』と《蔵くら元もと》さんが喜んでいましたよ」

《蔵元》とは、フィンスタニスでブドウ畑を持ち、ワインをはじめとする酒類を造っている老人のことだ。フィンスタニスにおいてワイン造りは、一大事業である。

　ブドウの収穫作業を高齢の《蔵元》が指揮していると知ったルノアリアは、収穫のための人集めや、スケジュール調整などに手を貸したのだ。

　気難しい《蔵元》は、当初「ワイン造りはお嬢じよう様さまの遊びではない」と突っぱねたものの、心から助けになりたいのだというルノアリアの熱意に、次第に態度を軟なん化かさせた。

　実際、収穫に醸じよう造ぞう作業と、その指示だけで手いっぱいだったようで、助けはありがたかったらしい。

　収穫は無事終了。今頃は、ブドウの実を絞しぼる工程に移っているはずだ。

　地道な手伝いが実を結び、ルノアリアは今回醸造されるワインの一部を、地代としてもらいうけることが決定している。

「できあがりが楽しみね。わたしには、ワインの味はあまりよくわからないけど、フィンスタニスのワインはおいしいんでしょう？　オルキアさん」

　読んでいた手紙の紙面から視線を上げ、オルキアがうなずいた。

「うん。おれはエンデ国中廻まわって、いろんな酒を飲んできたつもりだけど、ここのワインは上質だと言われているし、実際に味もいい」

　にもかかわらず、ワインはおろか、フィンスタニスの農作物という農作物は、外の街に買い取ってはもらえないのだ。

『魔物がばっこし、凶きよう暴ぼうな三人の魔法使いがいがみ合い、住みつくのは狂きよう人じんばかり』

　そんなふうに囁ささやかれる悪名高い地、フィンスタニスで作られた農作物は、『魔物が舐なめている。食べたら呪のろわれる』などと噂うわさされている。

　ルノアリアは、今回もらいうけるワインを市場に売り込み、悪評の払ふつ拭しよくをはかろうとしていた。ぜひとも取引を成功させ、現金収入を得たいのだ。

　ただでさえルノアリアには、領主としての活動資金が不足している。

　優秀な三人の従者のおかげで、みじめな暮らしこそしていないものの、それだけに雇やとい主ぬしとして彼らに対してお給料が払えないことに、日々焦しよう燥そうが募つのるばかりだった。

　そもそも伯はく爵しやく令れい嬢じようであるにもかかわらず、ルノアリアがこんなにも妙みような領りよう地ちで領主を務つとめるようになったのは、彼女の父伯爵がうっかり国王陛へい下かよりフィンスタニスを拝はい領りようしてしまったことから始まる。

　自領を治おさめるよりも、遊ぶことが大好きな洒落しやれ者ものの父は、悪名高いフィンスタニスを訪れることすら嫌いやがった。

　それでも、国王陛下から直じき々じきに拝領したからには、その領地をないがしろにはできない。そこで、代わりにルノアリアを赴ふ任にんさせようと提案したのが、これまた仕事よりも遊ぶことが大好きな放ほう蕩とう者ものの兄リュシアンである。

　リュシアンはルノアリアに、ひとつの賭かけを持ちかけた。

　それは、『国王陛下の定められた一年間、フィンスタニスで領主としてしのいでみろ』というものだった。もしも、ルノアリアの仕事が成功すれば、遊び人のリュシアンは心を入れ替えて自領のために働くと約束したのだ。

　この条件に、ルノアリアの心はおおいに動いた。

　さらに、そのとき彼女には望まざる婚こん約やく者しやがいた。

　父の決めたその婚約者は野心家であり、ルノアリアの故郷、ロワの獲かく得とくを目論もくろんでいたのだ。なんとしてでも婚約を解消したかったルノアリアは、兄の提案した賭けに飛びついた。

　フィンスタニスへとやって来たルノアリアは、クレイルや様々な領民と出会い、彼らの力も借りて婚約は見事に解消された。それで一番の目的は果たせたが、このまま一年間を領主として乗りきれば、兄が伯爵家の嫡ちやく男なんとして腹をくくるというのだ。

　婚約解消のため、助けになってくれたフィンスタニスの領民たちに、自分が領主として助けになれればすばらしいことだとも考えた。

　だから、ルノアリアはまだまだ故郷のロワに戻もどるつもりはない。……日頃から彼女を「口うるさい」と煙けむたがっていた実家の父と兄は、今頃さぞかしのびのび遊び回っているだろう。

　ちなみに、ストライサ家にフィンスタニスを与えた国王陛下はといえば、小こ娘むすめであるルノアリアが代理とはいえ、領主として赴任することを、反対どころか、むしろ大だい歓かん迎げいした。

　享きよう楽らくと放ほう埓らつに明け暮れる王宮の貴族たちにとって、このフィンスタニスは格好の面おも白しろネタなのである。伯爵令嬢が赴任したとなれば、面白さ倍増というわけだ。

　地じ獄ごくのように恐おそろしい地と噂されていたフィンスタニスだったが、実際に訪れてみれば奇妙ではあっても、ひどい場所ではないと、今のルノアリアは知っている。

　魔物は現れるものの、三人の魔法使いは決してただの乱暴者ではない。

　住民たちは、みなおだやかでのんきであるし──たまに、のんきすぎて心配になることこそあるものの──大きなケンカや犯罪が起こる様子もない。まさに、ルノアリアの日誌のとおり、『フィンスタニスは今日も平和なり』という日々だ。

　現実はともあれ、王宮の貴族はいまだに音ねを上げずにいるルノアリアの奮ふん闘とうぶりを興味深く見守っている……らしい。当のルノアリアには、もはや自や棄けを通り越して「お好きにしてください」という呆あきれの気持ちしかない。

　ため息をつくルノアリアに、オルキアはのんびりと言った。

「ま、そう焦あせらなくてもいいんじゃねえの？」

「え？」

「現物徴ちよう収しゆうの地代が換かん金きんできないって、悩なやんでるんだろ？　だけどフィンスタニスで現金持ったって、使うとこないし。おれは、うまいワインなら現物支給のほうがありがたいし」

　オルキアのこういう前向きさに、慣れぬ領主という仕事で戸と惑まどうルノアリアは何度も助けられている。

「そうよね──ワインだったら『賦ふ役えき』や『精せい霊れい祭さい』に来てくれるひとたちにふるまうことだってできるものね。ライアへのお礼にもできるし」

　ライアは、フィンスタニスにまで押しかけてきたルノアリアの婚約者を追い返す助けになってくれた恩人である。彼女は、《酔よっ払い魔女》と呼ばれているくらいなのだから、ワインは最高の贈おくり物になるはずだ。

　手紙に視線を戻しながら、オルキアが言った。

「おお、その元婚約者のバリエ卿きような、来月結婚するってさ。男だん爵しやく家けのご婦人と」

　ルノアリアは目を丸くする。

「男爵家のって、バリエ様が二十年来お付き合いしてた方よね？　って、そのお手紙って、もしかして──」

「ご想像のとおり、リュシアン兄ちゃんからだよ。内容、聞きたい？」

「……やめておくわ」

　──どうせ、厭いや味みばかりだもの。

　げんなりするルノアリアの目の前に、クレイルがお茶を出してくれた。

　大好きなカモミールの甘い香りが、湯気と一緒にたちのぼる。

「ルノアリア、精霊祭までの間、今のうちにゆっくり休んでいてくださいね」

「ありがとう、クレイル」

　ブドウの収穫もそうだが、このところ領主としてのルノアリアは忙しい。

　来月の『精霊祭』からは、領主であるルノアリアが取り仕切ることになったのだ。

　精霊は、その地を気に入れば災さい害がいや干ばつから護まもってくれるという。だから、精霊のご機き嫌げんをとるためのお祭り『精霊祭』を行うことは、領地を守護する領主の仕事としてふさわしい。

　この一年は、誰だれよりも精霊に詳くわしいクレイルが、精霊祭の準備の中心に立っていた。そのためルノアリアは、『精霊祭』に向けてクレイルの指導を仰あおいでいる。

　領主館は──というよりルノアリア自身が、いまや彼なしでは立ちいかないほど、クレイルの存在は大きいものとなっていた。

　改あらためてクレイルに感謝をすると同時に、なにかお返しがしたいと考える。

　──だけど、クレイルが喜ぶことって、なにかしら？

　それが知りたくて質問をぶつけてみても、どういうわけか、いつもやんわりと受け流されてしまう。

　いっそ直球で『クレイル、なにか欲しいものがある？』と訊きけば、彼はいつものおだやかなほほえみで、こう答えた。

「欲しいものならば、あなたから、いつもおいしい心をいただいていますよ」

　──クレイルにとって、わたしはいつまでも『ごはん』でしかいられないの？

　そう思うと、せつなく感じるルノアリアなのである。







　クレイルの淹いれてくれたお茶を飲みながら、オルキアと午後の予定を相談していると、勝手口から女の子がひとり飛び込んできた。

　彼女の名前はフィー。十四歳さいという歳としの割に小こ柄がらな、ルノアリアの侍じ女じよである。

　今、彼女の身につけている服は、侍女というより小こ姓しようのような動きやすい平服だ。

　ルノアリアの友人でもあるフィーは、興奮に頰ほおを紅こう潮ちようさせていた。

「ルノアリア、見てください！　お昼ごはんを獲とってきましたよ」

　差し出された手に摑つかまれている生き物を見て、ルノアリアは息を吞のんだ。

「お昼……ごはん？」

「へえ！　こりゃでかいなぁ」

　隣となりから覗のぞき込んできたオルキアが感かん嘆たんの声をあげたソレは──人間の頭ほどある大きなカエルだった。鮮あざやかな緑色の肌はだはしっとり濡ぬれて艶つややかだ。

　震ふるえながら絶句しているルノアリアを横目に、オルキアはフィーに確認をとる。

「このカエル、食うつもりかい？」

　父親が猟りよう師しを生なり業わいとするフィーは、黒目がちの瞳ひとみを輝かがやかせ、誇ほこらしげにうなずいた。

「新しん鮮せんなので、おいしいです」

　ルノアリアはカエルが特別に苦手なわけではないが、これは規格外に大きい。

　忠義者のフィーに、悪意がほんのひとカケラもないことはわかっている。

　水かき付きの太い足がいごいごと動いているさまが怖こわかったが、ルノアリアは顔がひきつりそうになるのを気合いでとどめた。

　青ざめるルノアリアの背に、クレイルの手が置かれた。見上げると、彼が励はげますように金色の視線を返してくれる。

「フィーちゃん、食材ならば住民のみなさんからいただいているものが、たくさんありますから……ね？」

　果か敢かんに説得をこころみるクレイルに、フィーは冷ややかなまなざしで返した。

「……わたしは猟師の娘なのです。獲え物ものを捕ることが本分なのです。フィーが獲ったごはんを、あるじに差しあげて、なにがいけないのですか」

　従者歴の順位によるのだろうか、フィーの中のヒエラルキーにおいて、どうやらクレイルは、オルキアよりもずいぶん低い位置にあるらしい。

　ルノアリアに触ふれるクレイルの手を暗い瞳で睨にらみつけていたフィーは、カエルを作業台に乗せ、無造作に愛用の短剣を振り上げる。

　厨ちゆう房ぼう内ないに戦せん慄りつが走った。

「早まらないで、フィーちゃん！」

「せっかく生きてるんだから、もう少し取っておこうぜ」

「そもそも、それはカエルではありませんから……！」
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　同時にあがった、三人の制止の声を無視して、フィーは光る刃やいばを振り下おろし──。

「やめぬかーっ！」

　聞き覚えのない、よく通る声が響ひびき渡った。

　フィーを含ふくめ、全員が凍こおりつくように動きを止めた。

「こらあっ、凶暴なちんちくりん娘！　その手をどけぬかっ」

　フィーの手の下、押さえつけられたカエルが大きな口を開け、なんと人間の言葉で怒ど鳴なっているではないか！

「カカカ、カエルがっ、カエルがしゃべったわ……！」

　悲鳴をあげるルノアリアに、まんまるの瞳を向けて、ふたたびカエルが怒鳴った。

「無ぶ礼れい者もの！　わたしはカエルではないっ！　こらっ、クレイル！」

　名指しされた彼は、「は、はい」と弱よわ腰ごしに返事をする。

「わたしとおぬしは、知らぬ顔ではなかろう。どうしてすぐに助けぬのだっ！」

「す、すみません、これでも全力で止めたつもりなんですが──」

「なんとも意い気く地じのない！　それが、誇り高き精霊の血を引く者の言うことかっ」

　じたばたと騒さわぐカエルから視線をそらしつつ、ルノアリアは小声で尋たずねる。

「ねえ、クレイル。あのカエルさんとは、お知り合い？」

「ええ。彼は、フィンスタニスに住まう水の精霊なんですよ」

「精霊……？　まあ、そうだったの──」

　ルノアリアはその『水の精霊』を改めてまじまじ観察してみるが、やはりどこからどう見ても、ただの大きなカエルにしか見えなかった。

「……フィンスタニスにいる『精霊』って、蛍ほたるみたいな光だけじゃないのね」

　複雑な気分でつぶやくと、苦笑したクレイルが説明してくれた。

「精霊は力を蓄たくわえるほどに、位くらいが上がっていくのですよ。蛍のように飛び交かう光は低位の精霊で、高位になればなるほど、はっきりとした形を持つことができます」

「それなら、このカエルさんは、はっきり形を持っているから高位の精霊というわけね」

　合が点てんしたルノアリアに、カエルの姿をした『水の精霊』が口を挟はさむ。

「いや、わたしは高位精霊ではない。せいぜい中位であるよ」

　権けん高だかであったカエルが、謙けん虚きよになった……と思ったのも束つかの間ま、

「もっとも、この魔力に溢あふれるフィンスタニスで、あと百年もじっくり力を蓄えれば、クレイルよりもさらに美しいひとの姿をとれるようになるがなぁ！」

　押さえつけられた格好のまま、得意げな様子でケロケロと笑うカエルの脇わきに、ドスッと短剣が突き刺ささった。

「……辞じ世せいは、済みましたか」

　銀色に輝く切っ先を向けたまま、敵に最さい期ごの情けをかける武人のごとく、フィーは『水の精霊』を見下ろす。

「ぬぅ!?　ちんちくりん、まだわたしを食らうと申すかっ！　愚おろか者め！　精霊を食らっても、永遠の命なぞ得られぬというに！」

「『永遠の命』──って、なんの話ですか？　オルキアさん」

　殺気立つフィーの質問に、オルキアはおだやかに答えた。

「『精霊を食ったら永遠の命が与えられる』云うん々ぬんって、アレのことかな？　昔から、そういう、うさんくさーい話、よく聞くねぇ。今でも信じているひとがいるみたいだけど……そんなもんデマだよな、クレイルくん？」

　話を振られ、精霊の血を引く青年は、神しん妙みようにうなずいた。

「そのとおりです。魔力さえ足りていれば、精霊自身は人間の何倍も長命ですが、その精霊を食べたことにより人間の寿じゆ命みようが延のびるなんて、ありえません」

　カエルは足をぱたぱたして怒いかりを表した。

「人間どもめ！　ろくでもない迷信を広めおって、おかげでこっちはいい迷めい惑わくだ。そもそも、わたしは誇り高き水の精霊であるぞ。時代が時代であれば、神として崇あがめられていてもおかしくはないのだぞ。もっと尊たつとばぬかっ！　──ぅぐぇぇ」

　フィーに握にぎられ、本物のカエルのような声を漏もらした精霊は、高こう慢まんな態度を一変させて「ごめんなさい、やめてください」と懇こん願がんする。

　とても見ていられなくて、ルノアリアは、とうとう従者を止めた。

「ねえ、フィーちゃん？　カエルさん、かわいそうだわ。離してあげて」

「……ルノアリアが、そうおっしゃるならば──」

　この娘は、時として驚くほど凶暴になるが、ルノアリアの言葉には必ず耳を貸してくれる。

　フィーが渋しぶ々しぶ手を離すと、カエルはぴょんと跳とび上がって距離をとる。

　逃のがれゆく獲物を不満げに見つめながら、フィーはつぶやいた。

「カエルごときを食べたくらいで長生きできるなんて、フィーは思いません」

「『ごとき』とはなんだ、『ごとき』とは！　それは迷信であるし、わたしはカエルではなく精霊だ。何度も言わせるな、ノーミソまでちんちくりんの小娘め！」

　フィーの投げた短剣が、カエルの脇にドスリと突き刺さった。

　ひぃ、と震えあがったカエルは、開きっぱなしの勝手口から外へ逃にげ出した。

「……お昼ごはんにするのはやめました。干して保存食にします」

　獲物を狙う猫ねこのように、フィーは、ひたひたとカエルの後を追う。

「ああっ、待って、フィーちゃん！」

「いいよ、ルノアリア。おれが止めてくる」

　頷うなずき合ったルノアリアとオルキアは、言外に語り合う。

　──オルキアさん、わたし、おしゃべりカエルを食べるのは無理だわ！

　──わかってる。おれも無理だぜ、ルノアリア。

「おーい、フィーちゃん。カエルのことは放っておいて、クマ狩がりの稽けい古こしようぜ！」

　以前から、熱ねつ烈れつに乞こわれていた修しゆ業ぎようの相手を、オルキアはのらりくらりと断り続けていた。……望まれているのは彼女に『クマっぽく襲おそいかかる』役。

　オルキアは、大きな体たい軀くと顔に走る傷のせいか、初対面の人間に「山さん賊ぞくに間違われる」という密ひそかな悩みを持つ。

　女の子にクマっぽく襲いかかる、山賊顔の大男──それがどんなに絵的に危険で気が進まなかろうと、このままフィーを野放しにするほうがよほど危険だ。

　ルノアリア、そしてクレイルも拳こぶしを握って、自らを犠ぎ牲せいにするのをいとわないオルキアの姿に感動する。

　フィンスタニス領主館の面々は、日々このようにして結束を深めているのだった。







　さて、（社会的に）殉じゆん職しよくする覚かく悟ごで挑いどむ騎き士しを見送りながら、感動の一方でルノアリアは悔くいていた。

　一般的な女の子に比べれば変わったところはあるものの、しっかり者のフィーが、ここまで獲物に執しゆう念ねんを燃やすとは──。

　数が減っているとはいえ、フィンスタニスには、いまだ魔物がうろついている。

　以前、魔物の牙きばに倒れたことのあるフィーを二度と危険な目に遭あわせたくなくて、ルノアリアは彼女がひとりで外へ出ることを禁止した。

　これまで、フィーはのびのびと森で生きてきたのだ。しかしフィンスタニスに来てからは、ルノアリアの言葉を守って魔物除よけの結けつ界かいが張られている領主館の敷しき地ち内ないだけで、ひと月も生活している。

　あるじの心配ばかりしている忠義者のフィーは、彼女自身の悩みや不平を口に出そうとはしない。その結果、着実にストレスをため続け、限界を振りきるところまできていたようだ。

　食しよく糧りようが足りているのに、わざわざカエルを捕とらえたことも、その兆候であろう。とりわけ魔物が多く潜ひそむ森に入ることを固く禁じているので、彼女は大好きな森で狩りができない代わりに獲物を井い戸ど端ばたで捕ほ獲かくしたらしい。

　慣れぬ侍女生活にフィーが苛いら立だちつつあることは、前々から気づいていた。それでも問題を保留にしていたルノアリアは、クレイルに懺ざん悔げする。

「フィーちゃん、お菓か子しが大好きだから……わたし、クレイルが作るおいしいお菓子を食べて、フィーちゃんは元気を取り戻してくれてるって安あん易いに考えていたんだわ」

　主従である以前に、フィーはルノアリアの大切な友人なのに──。

　まさか、お菓子を用意するクレイル自体が、フィーの苛立ちの大きな要因のひとつであるとは、ルノアリアは夢にも思わない。

「わたし、フィーちゃんにも、クレイルにも甘えているのね……」

　肩かたを落としたルノアリアに、クレイルはいたわるように言った。

「ご自分を責めないで。あなたまで元気をなくしてしまえば余計にフィーちゃんは悲しみます」

「……そうね。しょげていたってなんの解決にもならないわ」

　ルノアリアは、心に決める。オルキアが戻ってきたら、フィーを連れて、森に遊びに行く計画を立てよう。

「僕には遠えん慮りよはいりませんよ、ルノアリア。むしろ、もっとわがままになっていただかないと、お仕つかえのしがいがありません」

　冗じよう談だんめかした言葉は、優しいクレイルの励ましだ。

「ありがとう……クレイル。だけど、わたし思ったのよ。クレイルにとって、わたしの『喜びの心』は、フィーちゃんにとってのお菓子と同じなんだわって」

　亜精霊にとって、『喜びの心』とは、いわば『食糧』だ。

　けれど、今回のことで痛感した。ひとの心は、『食糧』だけでは満たされない。

「ねえ、クレイル、教えてちょうだい。あなたの望みって、なんなのかしら？」

「僕の望み──？」

　つぶやいたクレイルから、いつものおだやかなほほえみがゆるゆると抜け落ちた。

　その顔は、まるで精せい巧こうに作られた人形──初めて王宮で出会ったときの彼の姿を彷ほう彿ふつさせる温度のない表情に、ルノアリアは背筋にひやりと冷たいものを感じた。

「……クレイル？」

　名を呼んだときには、もう彼はいつものほほえみを取り戻していた。

「それでは望みをひとつ。あなたの手に、キスすることをお許しくださいますか？」

「え……？」

　返事も待たず、クレイルはルノアリアの手をとっていた。

　間近に迫せまった、美しい顔──通った鼻筋、象ぞう牙げのようにすべらかな肌。

　光に透すかした琥こ珀はくのような金色の瞳。

　それを縁ふち取どる長いまつげも、金糸のように輝いている。

　見れば見るほど、作り物みたいに綺き麗れいなひとだ。

　しかし、あたたかな手は、確かにクレイルが生きている人間なのだと証明する。

　宝物を扱あつかうように大切に触れられ、鼓こ動どうが速くなる。

　ほっそりとした指先が、ルノアリアの指の腹や手のひらを優しく撫なでる。

　じらして、もてあそぶような感かん触しよくに、胸がざわめいた。

　金色のまなざしが蠱こ惑わく的てきにほほえんで、ルノアリアの頭に血が上のぼる。

　めまいを起こしかけていると、指の背に彼の唇くちびるが寄せられて──そのとき、館の正面玄関の扉とびらがカツカツと音を立てた。

「……お客様でしょうか」

　普ふ段だん、おだやかすぎるほどにおだやかなクレイルの声に、わずかな苛立ちが混じっていたのは気のせいか。

　名残なごり惜おしげにルノアリアの指を解放し、クレイルは応対に向かう。

　その背中を見送りながら、ルノアリアは熱くなった頰を両手で押さえ、自みずからを叱しつ咤たしていた。

　──わたしの、馬ば鹿かっ！

　キス、と聞いて、否定のしようがない期待の気持ちに「そんなのクレイルの『望み』じゃないわ！」という反論が引っ込んだ。

　優しく扱われて、領主がいつまでも浮かれた調子だから、慎つつしみ深いクレイルは真の望みを明かしてくれないのだろう。

　クレイルの従者としての優秀さをしみじみと感じながら、先ほどまで握られていた手に視線を落とす。

　手のひらを撫でた、クレイルの長い指。その感覚が蘇よみがえり、ルノアリアがふたたび頭に熱を上らせていると、広間のほうが、なにやら騒がしいことに気づく。

　争うような声は、クレイルと……聞き覚えのない女性の声──？

「クレイル……どなたがいらしたの？」

　心配になって広間を覗き込んだルノアリアに、クレイルが警告を放った。

「い、いけないっ！　ルノアリア、今はこっちに来ないでください！」

　いつになく切せつ羽ぱ詰つまった様子に、ルノアリアが首をかしげた、次の瞬間。轟ごう音おんを鳴らして両開きの扉が開き、猛もう烈れつな突とつ風ぷうが室内に吹き込んだ。

　風にあおられる洗せん濯たく物のごとく、バタバタとはためいていた扉──衝しよう撃げきに耐たえきれずにバキンと音を立てて蝶ちようつがいが外はずれ、左側の扉が吹き飛ばされた。

　扉はそのまま壁かべにドッカンと激げき突とつし、ずるずるすべって床ゆかに落ちる。

「ル、ルノアリア！　お怪け我がはありませんか!?」

　真まっ青さおになって振り返るクレイルに、ルノアリアは手を振って無事を知らせる。

「え、ええ、大丈夫よ──」

　驚きすぎて、ばくばくと心臓が早鐘を打っているけれど。

　扉の吹き飛んだショックも冷さめやらぬうち、ひとりの女性が館の中に飛び込んできた。ルノアリアがぽかんとしている目の前で、その女性はクレイルに抱きついた。

「クレーイル！　あんた、炎ほのおの亜あ精せい霊れいのくせに、冷たいわねぇ！」

「ベルティナ！　あなた、なにをしてくれるんですかっ！　僕の主人になにかあったら、どうしてくれるんですっ」

「あら、どうしましょ。フィンスタニスの風の精霊って、暴れんぼさんなのね」

「あなたの魔法が暴れさせたんでしょう!?　修しゆう繕ぜん費ひは、協会に請せい求きゆうしますからね」

　クレイルは『ベルティナ』と呼んだ女性を身体からだから引き剝はがし、外へ押し出そうとする。

「定期報告書は、近日中に本部に送付します。だから、今日は引き取ってください」

　ベルティナは必死で踏ふみとどまって食い下がる。

「いやよぉ、冗談じゃないわ！　せっかく仕事にかこつけて、サボれるってのに！」

「ベルティナ、あなたの頭の中には、サボることしかないんですかっ！」

　大だい胆たんなベルティナの行動に目を丸くするルノアリアだが、クレイルの態度にも驚いていた。

　言葉遣づかいこそ丁てい寧ねいなものの、ベルティナを叱しかるクレイルの声は、ルノアリアが初めて聞くような、遠慮のないものだからだ。

「クレイルぅ、知ってるでしょ？　あたし普段、協会には散々こき使われてるのよ？　ここはあたしのオアシスなの！　お願い、たまのお休み取り上げないでぇ」

「いけません！　ここを魔法使いの保養所代わりに使うのは、おしまい──って、うわっ、やめて！　首はやめてくださいっ」

「ふふーん、あんたの弱いトコなんてお見通しよーん」

　ベルティナに首根っこをくすぐられ、クレイルは身もだえしている。

「やっ、こ、困ります！　今は、この館にも、僕にも正式な主人がいるのですから！」

「そうよ、それそれ。今日はあんたの新しいご主人様にご挨あい拶さつに来たんだからぁ」

　そう言ったベルティナは、くすぐり攻こう撃げきにクレイルがひるんでいる隙すきをついて、ルノアリアのほうに向き直る。

　はっとするような美しい女性だった。

　健康的な小麦色の肌に、栗くり色いろの長い髪かみがゆるやかにウェーブしている。

　身につけているのはローブ風のドレスで、エンデ国では見慣れぬ着こなし──スカートには深くスリットが入り、長く美しい脚あしが見え隠かくれしていて、どきりとするほど扇せん情じよう的てきだ。同性であるルノアリアでさえ目のやり場に困ってしまう。

　ベルティナの、ルノアリアを見つめるはしばみ色の瞳が好奇を宿して輝いた。

「ふーん。あなたがフィンスタニスに赴任してきたっていう『お嬢様ご領主様』なの？　やだぁ、噂に聞いてたとおりだわ。ほんとにフツーじゃない！」

『フツー』評価を下され、ルノアリアは呆あつ気けにとられた。

　他人から陰かげで『凡ぼん庸ような娘』だと囁かれていることは知っているが、面と向かって『フツー』だなんて言われるのは、身内以外では初めてだ。

　その無遠慮ぶりに、クレイルが慌あわてて弁解する。

「申し訳ありません、ルノアリア。ベルティナは特とく殊しゆな職業についているものですから、常識知らずなところがあって……」

「特殊な職業？」

「はぁい、ちょっと変わったお仕事してまーす、ベルティナよん。よろしくね？」

　なんだか、ずいぶんとノリが軽い。──ベルティナは、ルノアリアが今まで、あまり接したことのないタイプのようだ。

　ひるみつつも、ルノアリアは領主として、館のあるじとして、毅き然ぜんとふるまうべく背筋を伸ばす。

「はじめまして。わたしは先月から、このフィンスタニスに赴任している領主代理のルノアリアです。ベルティナさんは、どちらからいらした方ですか？」

　ベルティナが口を開くよりも早く、クレイルが説明した。

「ベルティナは、『魔法使い協会』から派は遣けんされてきた魔女なのですよ」

「魔法使い、協会？」

　質問しつつも、実は、それよりもずっと気になることがある──ベルティナの腕うでが、先ほどからずっとクレイルの腕に絡からみついたままなのだ。

　ベルティナを振り払うのを諦あきらめたクレイルは、ぐったりした表情で説明を続ける。

「『魔法使い協会』というのは、大陸中に散らばる魔法使いを束ねる団体なんです。この大陸で魔法使いを名乗る者には、入会が義務付けられているんですよ」

　協会員として登録された魔法使いは、みだりに魔法を行使することを禁じられているのだという。それにより、魔法の悪用、濫らん用ようを防ぐのだと。

「世のバランスを保たもつため、魔法の行使は基本的に等価交換によります。たとえば自分の欲得のため金品を盗ぬすんだり、ひとを呪い殺したり──自分の好き勝手に魔法を使うのを、協会は厳しく禁じているということです」

「そうなのよぉ、『清く正しい』がモットーの魔法使い協会！　万年資金不足で火の車！　おまけに年々魔法使いは高こう齢れい化かが進む一方。おかげで、若いあたしはジジババたちに馬車馬のように働かされてるってわけ」

　ベルティナは、ふっとため息をつく。

　ようやくクレイルから離れた彼女は、はしばみの瞳を潤うるませて、ルノアリアににじり寄った。

「ご領主お嬢様。あたしを、しばらくフィンスタニスに置いてくれないかしら。ほんの数日でいいのよ？　魔力不足の現世界の中で、フィンスタニスは奇き跡せきみたいに魔力に満ち溢れてる。魔法使いにとっては、ほんとーに天国みたいな場所なのよ。ここにいるだけで、最高の静養になるの。だから協会の魔法使いたちは、こっちに仕事があるたびに、このお館にしばらく泊とまらせてもらってるのよ」

　そういえば、領主館を訪れた初日にクレイルが口ごもりつつ言っていた。

　館に役人のいないときは、『よそからいらっしゃるお客様をおもてなしするために、使わせていただいてまして』と。なるほど、『お客様』というのは『フィンスタニスの魔力が目当ての魔法使い』だったというわけか。

　──魔法使い協会も、『資金不足』なのね……。

　地代もまともに徴収できないルノアリアには、お金のないつらさはよくわかる。

「わかりました、ベルティナさん。お好きなだけ、この館にいらしてください」

「いけませんよ、ルノアリア。ベルティナは本当に遠慮を知らないひとなんです！　あなたにご迷惑をおかけするに決まって──」

　反論するクレイルを突き飛ばして、ベルティナがルノアリアに抱きついた。

「きゃー、ありがとー！　そうだわ。はいこれ、お土産みやげよん」

　ひるむルノアリアが、ベルティナから手渡されたものは麻あさの袋だった。ずしりと重たい。

「これは……？」

「南方産のお砂さ糖とう。カタマリで悪いんだけど、粉こなにすると高くなるじゃない？」

　砂糖をはじめハチミツなど、甘かん味みいっさいはエンデ国では贅ぜい沢たく品ひんだ。

　粉砂糖は確かに大変高価であるが、塊かたまりでも、じゅうぶんに貴き重ちようなもの──。

「こんなにたくさん……ねえ、クレイル？　もしかして」

　クレイルは、甘くておいしいお菓子を、材料を惜しまず作ってくれる。しかし、いつもどこで高価な砂糖を手に入れているのか、気になっていた。

　ちなみに、今け朝さ彼が作ってくれた焼き菓子に挟まれたハチミツは、フィンスタニス産のものである。《蜂はち飼かい》と呼ばれる住民に分けてもらっているのだ。

　砂糖に関しては『知り合いに譲ゆずってもらっている』と聞いていたが──。

「ええ、ベルティナは南方出身で、お砂糖や香こう辛しん料りようをエンデ国での末端価格よりはるかに安く手に入れるすべを持っているんです」

「お砂糖って、下へ手たに大たい枚まい積むよりもずっと喜ばれるのよね。ご領主様──あ、やだ、わたし領民じゃないからそんなふうに呼ぶ必要ないじゃなーい。『ルノアちゃん』でいいかしらぁ？」

　あまり慣れない砕くだけた呼び名に気き後おくれしつつも、ルノアリアは首しゆ肯こうする。

「ど、どうぞ」

「いやーん！　ルノアちゃんって、偉えらぶらないし、フツーだし、いいご主人じゃないのよぉ」

　はたして『フツー』というのはいいあるじの評価に繫つながるのだろうか。

「ねえね、クレイル、茶碗蒸しフラン作ってよ、チーズがたっぷり入ったのが食べたーい」

　ベルティナは、クレイルに甘えるようにしなだれかかり、クレイルはぐったりしながら言い含める。

「……わかりました。わかりましたから、くれぐれもルノアリアにこれ以上の無礼を働かないでくださいね」

「もちろんよぅ、あたし、ここにはお仕事で来てるんだし？」

　クレイルに対しては無む邪じや気きで、子供のようなふるまいをするベルティナに、ルノアリアはいぶかる。

　──もしかして……クレイル、ベルティナさんとお付き合いしているのかしら？

　ふたりは親密そうだし、なにより身み目め麗うるわしいふたりが並んでいると、絵になっている。

　たとえば、街中をこの美しいふたりが歩いていれば、おおいに人目を引くだろう。行き交かう人びとの多くが、ふたりを振り返るに違いない。

　クレイルの隣に、地味で『フツー』のルノアリアが立っているよりもずっと──。

　──やだ……わたし、ひがんでる？

　腹の底にこごる感情に気がついて、ルノアリアは自らを恥じる。
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　ロワ伯爵ストライサ家に生まれたルノアリアは、なんでもそつなくこなす見目よい兄と、常に比ひ較かくされて育ってきた。

『残念な妹』として扱われ続け、『伯爵家令嬢』という肩書き以外、なにも持たない娘だという事実を、嫌というほど思い知らされてきたのだ。

　どうして今さら、ベルティナのような綺麗な女ひ性とと自分とを比較して、落ち込む必要があるのか？

　首を振ったルノアリアは、領主代理として頭を切り替える。

「ベルティナさんの、ここでの『お仕事』というのは？」

「亜精霊の定期点呼よん」

「点呼って……名前を呼ぶってことですか？」

「そ。四人全員揃そろってるか、確認するの。それが大事なお仕事なのよ」

　得意げなベルティナに、クレイルが補足を加える。

「以前にもお話ししましたね、ルノアリア。このフィンスタニスには、僕の他にも亜精霊が住んでいるんですよ。今現在、僕を含めて四人」

「噓うそ、やだぁ。もしかしてルノアちゃん、ご領主様なのに、まだフィンスタニスに住んでる亜精霊たちに会ってないのぉ？」

　──ご領主様なのに。

「ベルティナ、言ったそばから、無礼なことをっ！　ルノアリア、気にしないでくださいね。あなたはずっとお忙しかったんですし、僕がお連れしなかったのがいけなかったんです」

　懸けん命めいにフォローしてくれるクレイルであるが、ベルティナの言うとおりだった。

　忙しさにかまけて、まだ領内の各所に住まうという亜精霊を訪問していないのだ。

　彼らへの視察にしても、そしてフィーのストレス問題にしても、『ご領主様なのに』おろそかになっていた。

　しゅんとするルノアリアへと、ベルティナは気安く提案した。

「それならルノアちゃん、あたしのお仕事ついでに、亜精霊たちに会いに行くっていうのはどうかしら？　一緒に連れて行ってあげるわよ」

　ベルティナの言葉は純じゆん粋すいな親切心のようだった。悪意は感じられず、どうやら思ったことがすぐ口に出るのは、彼女の性格によるものらしい。

　偏へん屈くつなロゼといい、酒飲みで怠なまけ者のライアといい──魔法使いというのは、少し変わったひとが多いのだろうか。

「魔力たっぷりのフィンスタニスなら、空間転移の魔法も好きなだけ使えちゃうんだもの。あたし、嬉うれしくて嬉しくて」

「……あまりはしゃがないでくださいよ、ベルティナ。この間、調子に乗って転移に失敗して、川に落ちたばかりでしょう」

「やだぁ、そんなことバラすならあたしだって、あんたの新しいご主人様に昔のこと、いろいろバラしちゃおうかしら？　クレイル、どうせいつもみたいに気取って、カッコつけてるんでしょ？」

「……人聞きの悪いことを言わないでください」

「あらぁ、人聞き悪いこと言わないでって言いたいのはこっちだわよ」

　ふたりの打ち解けた様子を目まの当たりにして、疎そ外がい感かんにルノアリアの心は悶もん々もんとする。

　ルノアリアとクレイルが出会ってから、まだひと月程度である。

　知らないことが多くて当然であるが、それにしてもクレイルはかたくななまでに、自分の身の上に触れようとしないのに──。

『昔のこと、いろいろバラしちゃおうかしら』

　──クレイルは、わたしには教えないことも、ベルティナさんには教えているってことかしら……。

　ルノアリアの知らないクレイルを、この綺麗な女ひ性とは知っている──。

「ルノアリア、お客様をお部屋にご案内してきますね」

「え!?　え、ええ、お願いします」

「もう、クレイルったら、お客様だなんて他人行ぎよう儀ぎなんだからぁ」

「あなたはもっと、遠慮とお行儀を覚えるべきですよ」

　ベルティナと軽口を叩たたき合うクレイルの笑顔は、いつものおだやかな笑みよりも、もっと砕けたものだった。

　あんな笑い方、見たことがない──。

　胸の奥が鋭するどい針に刺されたように、ちくちく痛みはじめる。ふたりの背中を見送っている間も、みぞおちのあたりがどんどん重苦しくなっていく。

　ようやく、クレイルとベルティナの賑にぎやかな言い合いが聞こえなくなった頃、

「──おい、貴族娘」

「きゃあああっ!?」

　突然声をかけられて、驚いたルノアリアは悲鳴をあげた。

　慌てて振り返ると、そこには銀ぎん髪ぱつに銀色の瞳、漆しつ黒こくのマントを身につけた──。

「ロゼ!?　やだ、幽ゆう霊れいかと思うじゃない！」

　まさに幽霊のごとく陰いん気きな雰ふん囲い気きを纏まとう彼は、フィンスタニスの森に住まう魔法使いである。ロゼは、眉まゆをひそめてため息交まじりに言った。

「……開けっぱなしの勝手口から声をかけたが、返事がないので入ってきた。あんたは、ぼーっと突っ立ったまま動かぬし──」

「そ、そう……ごめんなさいね。先客がいらしてて──魔法使い協会のベルティナさんって方なの。ロゼも魔法使いだから、知っているかしら」

「ああ、知っている。執しつ行こう部ぶの魔女だろう」

　眉み間けんに深い皺しわを寄せたロゼは、忌いま々いましげに吐はき捨てる。

「ふん。クレイルは、よくもあんな連中と慣れ合えるものだな。気が知れぬ」

　その反応に、ルノアリアは首をかしげた。

「同じ魔法使い同士で仲良くするのに、おかしいことなんてないじゃない」

　眉間の皺をそのままに、ロゼはルノアリアに複雑な視線を送った。

「……クレイルは、魔法使いではないぞ」

　ルノアリアは驚いて訊き返した。

「どういうこと？　クレイルは魔法が使えるわよ。それに、クレイルを含めて『三人の凶暴な魔法使い』だって──そう王宮に噂を広めたのは、あなたでしょう？」

「ああ、そうだ。正体のない、ただの『噂』をな」

　ロゼは皮肉げな笑みを見せて続けた。

「言い直そう。クレイルは、正式には魔法使いを名乗ってはならぬ身だ。まあ、魔法に関わることのないあんたら一般人には、どうでもいい話だが──」

「ど、どうでもよくなんてないわ。きちんと教えてちょうだい」

「クレイル本人に訊けばよかろう。なにが嬉しくて、このおれが貴族娘に教きよう鞭べんふるうマネごとをせねばならぬのだ」

「クレイルはわたしに、自分のことをあまり話してくれないの。彼のことが知りたいのよ」

　ルノアリアに真剣なまなざしを向けられ、ロゼはふん、と鼻を鳴らして続けた。

「魔法使い協会の、あの女。ここになにをしに来たと思う？」

「ベルティナさん？　『亜精霊たちを点呼する』って言っていたけど」

「あの女が協会で司つかさどっているのは、亜精霊を監かん視しする仕事だ」

「監視……？」

「危険な犯罪者予備軍に目を光らせるようなものだ」

「犯罪って──なんてことを言うの！　クレイルは、罪なんか犯おかさないわよ」

　ルノアリアの抗こう議ぎに、ロゼは冷ややかに返す。

「『炎の精霊』が表に出てきたクレイルを見ていても、同じことが言えるか」

　亜精霊であるクレイルの内には精霊が潜んでおり、それが表に出てくると、彼は別人のように短絡的で暴力的な性格になってしまうのだ。

「い、言えるわ！　わたしは、クレイルを信じているし、もしも赤い髪のクレイルが悪事を働こうというのなら、領主であるこのわたしが止めてみせるわ！」

　ルノアリアは拳を握りしめる。呆れたように首を小さく振ったロゼは続ける。

「『犯罪者』云々は極論だ。ひととは違う力を持つ連中を、協会は警戒している、ということだ。……そもそも、あんたの言う『赤い髪のクレイル』は、普通なら魔力の薄い現世界では表に出ることすらできぬからな」

「じゃあ、赤い髪のクレイルが出てくるのは、魔力に溢れるっていう、このフィンスタニスの中でだけなのね」

　それを聞いて、ルノアリアは少しほっとする。

　クレイルは、かつて滞たい在ざいしていた王宮や街中などで、炎の精霊と化して暴れ回っていたわけではない、ということだ。

「クレイルが魔法使いと認められない理由は、至し極ごく単純だ。『ひとの編み出した魔の法を、ひとではない亜精霊は使ってはならぬ』と、協会法により定められている。魔法を使えない者──その者はつまり、『魔法使い』とは言わない」

「でも、わたしはクレイルが魔法で炎を操っているところを何度も見ているわよ？」

　魔法の炎を操って、魔物を倒したり、ロゼと壮そう絶ぜつな魔法戦を繰くり広げたりしたではないか。

「クレイルが炎を操るのは、厳密に言えば魔法によるものではない。精霊に対して直じかに命令を下しているだけなのだが──あんな芸当、純粋な人間にはどんな修業を重ねても絶対にできはせん。亜精霊が先天的に持つ能力だからな」

　魔法使いではないルノアリアには、いまいちぴんとこない。

「人間には絶対にできないってことは、つまり……亜精霊は、すごいっていうこと？」

　無理やり結論づけてみると、意外にもロゼは素す直なおにうなずく。

「ああ、すごいことだ。奴やつらは理り屈くつ抜きで低位の精霊と疎そ通つうし、配下にすることができる。おれたちにとってはとんでもない、脅きよう威い的てきな力だ。魔法使い協会の定める魔法の定義は、呪じゆ文もんや魔ま法ほう陣じん、魔法道具などを使い、精霊を行使することだ。ただでさえ、精霊を扱う強大な力を持つ亜精霊が、さらに魔法によって、それを増ぞう幅ふくさせたらどうなる？　さらなる脅威となるだろう。協会の連中は、人間ではないもの──亜精霊に人間の魔法使いよりも優すぐれた技わざを持たれると、困るというわけだ」

「困るって……だから『犯罪者予備軍』なの？　そんなのっておかしいわ」

「もっと平たく言わねばわからぬのか？　──つまりはただの差別だ」

　ロゼは忌々しそうに眉をひそめて続けた。

「協会の連中は、ひとではないものが自分たちよりも力を得るのが面白くないだけだ。亜精霊は、ものによっては人間よりも何倍も長命だしな。難なん癖くせつけて権限を与えないのは、人間でないものに、魔法使い協会を牛ぎゆう耳じられたくないだけだ」

　ロゼの言葉には、端はし々ばしから嫌けん悪おがにじみでている。

　どうにもロゼは、魔法使い協会にいい感情を抱いだいていないようだ。フィンスタニスでは《偏屈》と名高いロゼのことだ。少なからず偏かたよりのある説明なのだろうけれど──。

「ロゼも、その魔法使い協会に入っているの？」

「まあな。くだらぬ協会でも、所属していなければ不ふ都つ合ごうが多い。名ばかりの会員だが……あいつら、会費の徴収だけは怠おこたりやがらない」

「今日は、ベルティナさんに挨拶に来たのよね？　呼んできましょうか」

「……貴族娘。あんた、今までなにを聞いていた？　どうしておれが、あんな連中の機嫌をうかがわねばならぬのだ。クレイルに顔を見せに来ただけだ」

「それなら、クレイルを呼んでくるわね」

　踵きびすを返したルノアリアを、ロゼは「必要ない」と引き止めた。

「伝言でいい。急ぎで出かけなければならぬ。クレイルには『一週間ほど、フィンスタニスを離れる』とだけ伝えろ」

「わかったわ。クレイルに『留る守すの間、フィンスタニスを頼む』ってことよね？」

　ロゼはわずかに眉間の皺を深くするだけで、それに答えなかった。

　肯こう定ていと受け止めたルノアリアの胸には、「クレイルはロゼに頼りにされているんだわ」と、改めてクレイルに対して尊敬の気持ちが湧わき上がる。

「ロゼは、『商売』に出かけるのよね？」

　ロゼの眉がぴくりと跳はねた。

「……どうしてそう思う」

「クレイルが教えてくれたの。ロゼは《門》を維い持じするために、いくつかお仕事を持っているんでしょう？」

　フィンスタニスに魔物が出る理由──それは魔力を『魔界』という世界から引き込む《門》が、森の奥深くに設置されているからなのだ。

　魔力と同時に魔界から引き込まれる魔物をフィンスタニスから出さないために、ロゼは貴き石せきと呼ばれる魔力の圧縮された石を使い、結界を張っている。

　その結界を維持するためには、莫ばく大だいな資金が必要なのだとクレイルが言っていた。

「フィンスタニスの問題だから、領主であるわたしも資金を出せればと思うんだけど……あなたにばかり負担させてごめんなさい。年末には収支を申告してちょうだい。差し引きであなたの地代を免除するから」

　しばし言葉を失っていたロゼは、やがて唸うなるように言った。

「……《門》については、貴様が口出しする問題ではない」

「でも、フィンスタニスのことだもの。領主のわたしにできることがあるなら──」

「ない。あるとすればその軽い口を閉じていることだけだ。いいか、《門》のことはなにがあろうと決して口外するな。絶対に、だ。余計なマネをすれば、からっぽの頭を魔物の口に突っ込むぞ」

　殺気立つロゼの銀色の瞳が底光りしている。

　魔力を引き込む《門》のおかげで、フィンスタニスは魔力に溢れている。

　世界中の魔力が枯こ渇かつしつつある今、フィンスタニスは、魔力がなければ存ながらえることのできない精霊や亜精霊が暮らせる唯ゆい一いつの場所であるという。

　その一方で、《門》には魔物を生みだすという危険な副作用もあるが故ゆえ、フィンスタニスへ赴任してきた貴族やその配下たちによって《門》が取り壊こわされるのを、ロゼはなによりも懸け念ねんしている。だからこそフィンスタニスを守るため、魔物をうろつかせたり、『凶暴な魔法使い』となって暴れたりして悪名を広めていた。

　領主代理として赴任してきたルノアリアのことも、当初ロゼは追い出そうとした。

　紆う余よ曲きよく折せつを経て、任期の一年間、ロゼはルノアリアのフィンスタニス滞在を認めるとし、そのかわり『他の貴族がフィンスタニスに踏み入るのを許さない』こと、そして『《門》についてのいっさいを口外厳禁』と固く約束させられている。

　約束の厳守を条件に、ロゼは魔物を森から出さぬよう、結界を張り直してくれた。

　おかげで領民たちの住む集落からは魔物が減りつつある、というわけだ。

「おのれ、クレイル。自分のことはしゃべらず、おれのことはべらべらと……あんな馬鹿、あのまま下品な貴族ババアに競せり落とされてしまえばよかったんだ」

　忌々しげなロゼのつぶやきに、ルノアリアは首をかしげた。

「クレイルが、競り落とされるって……なんの話？」

　ルノアリアを鋭く睨みつけながらも、ロゼはだいたい以下のように説明をくれた。

　一年前、王宮にとどまっていたクレイルは、仕えていた王女の裏切りにより牢ろうに入れられてしまった。その折、クレイルを引きとりたいと申し出る貴族夫人たちが多数現れたのだという。

　クレイルの元雇い主ぬしであった王女は、爵しやく位いを持たぬ彼を身近に置いておきたいばかりに、彼が『人間ではない』亜精霊であることを周囲におおいに吹ふい聴ちようしていた。

　極きよつ刑けいを言い渡されていたにもかかわらず、金銭を対価として、釈しやく放ほうを願い出た貴族夫人たちの言い分は、それを逆手に取ったものだった。

『人間ではないクレイルを、ひとの法により裁くことはおかしい。殺してしまうくらいならば、買い取りたい』と。

　王宮内で、人間離れした美び貌ぼうを持つクレイルを独どく占せんしたがっていたのは、王女だけではなかったのだ。

「若く高慢な王女は、王宮の貴族夫人どもには、すこぶる評判が悪い。いけすかない小娘が散々クレイルを我がもの顔で引っ張り回したあげく、投とう獄ごくさせちまったんだ。ここぞとばかりにクレイルを欲しがる連中が殺さつ到とうし、ヤツを引きとる権利をかけた競りが始まった、というわけだ」

　亜精霊のクレイルは、魔法使いとして認められないばかりか、王宮の貴族たちからそんな扱いを受けていたなんて──。

　ルノアリアは、改めて彼の置かれた立場が特とく殊しゆであると思い知らされる。

　美しい外見だけではなく、クレイルはひとにあらざる者が放つ不思議な魅み力りよくを持っている。彼の中に秘められた炎の精霊──心をとらえて、惹ひきつけるあの輝きに魅み入いられれば……？　彼をどうあっても欲しいと望んでもおかしくはない。

「そう考えれば、あんたはいい拾いものをしたもんだ。貴族どもの欲しがる人形が、金を払うこともなく手の内に転がり込んできたのだから」

　皮肉に笑うロゼを、ルノアリアは叱りつけた。

「ロゼ。彼を『人形』だなんて言うことは許さないわ」

「ああ、そのとおり、許されないことだ。だが、王女はクレイルを人形扱いした末に、放り捨てたんだぜ。貴族夫人どもは、クレイルを競りにかけた。……忘れるなよ、ロワのルノアリア・ストライサ。あんたも連中と同じ身分にいるということを」

「なんとでもお言いなさい。わたしは、わたしのできる方法でクレイルを護る。彼は大切な領民だもの。それを、クレイルを助けたあなたまで『人形』だなんて──」

　ルノアリアは「まさか！」と口元に手を当てる。

「ロゼ……？　あなたもクレイルをお人形扱いしたいというの？　じゃあ、ロゼも彼を手に入れるために競りに参加していたということ──？」

　ロゼはぎょっとして顔色を変えた。その反応に、ルノアリアも青ざめる。

「やっぱり、クレイルのことをひとりじめしたくて……ダメよ、あなたにはライアという大切な女ひ性とがいるんでしょう？　そんなのって、不誠実だわ」

「またそのようなくだらぬ妄もう言げんを……！　どうして、このおれが、貴族夫人どもとあの馬鹿を競り合わねばならぬのだっ」

「え……それなら、どうやってクレイルを牢から出したというの？」

「しかるべき地位の男に頼んだのだ。その男が、国王を説とき伏ふせた」

　そういえば、ロゼには宮きゆう廷てい内ないに貴族の『顧こ客きやく』がいるとクレイルが教えてくれた。それも、かなりの大物であると。

「それはいったい……どんなお方なの？」

　ロゼは、険けわしく瞳を細めて、心底嫌いやそうに吐き捨てる。

「あんたには関係のない話だろう」

　彼は貴族嫌ぎらいの《偏屈魔法使い》──きっとおおいにプライドを曲げ、その『大物』貴族に依い頼らいしたに違いない。だからこそ、それ以上は話したくないのだろう。それにしても、そこまでしてクレイルを助け出すとは──。

「愛の力って、偉い大だいなのね……」

「その口を閉じろ、馬鹿娘。おれはただ、精霊の扱いに長たける協力者がフィンスタニスにいてもいいと思っただけで──」

「本でしか読んだことはないけど、恋愛って、いろんな形があるらしいものね」

「ひとの話を聞けと言っているだろう。貴様、耳が腐くさっているのか……？」

「不誠実なのはどうかと思うけど、どんな動機であれ、あなたがいなければ、クレイルは今頃どんな目に遭っていたのかわからないものね」

「おい、待たぬか、勘かん違ちがいしたまま完結するなっ！」

「ロゼ、本当にありがとう。クレイルを牢から救い出してくれて」

　心からの感謝をこめて、ルノアリアはほほえんだ。

　終始怒りに震えていたロゼであるが、やがて諦めたように深々とため息をつく。

「……礼を言われる筋合いはない。貴様のためにやったわけではない」

「わかっているわ。でも、言いたいのよ。ありがとう」

　おかげで、ルノアリアはクレイルと奇跡のような再会を果たすことができた。そしてフィンスタニスの領主として、この地にとどまることができたのだ。

　ルノアリアのまなざしから、ロゼは居い心地ごこち悪げに視線をそらす。

「とんだ時間の無む駄だ遣づかいだ。……忘れたとは言わせんぞ。貴様は、フィンスタニスの平へい穏おんをおれたちに約束した。なにか問題を起こせば、役立たずのお嬢様領主など、すぐに叩き出してやるからな」

　言葉こそ脅おどしのようであるが、ぐったり疲れたロゼの口く調ちようには、もはや怖さの欠片かけらもない。

　ルノアリアは、守護者たるロゼに、フィンスタニスを託たくされたのだと受け取った。

「任まかせてちょうだい！　あなたの大切なフィンスタニスは、このわたしが護ってみせるから！」

　ふんぞり返るルノアリアを呆れたように横目で見ていたロゼは、やがて鼻を鳴らして踵を返した。

　あ、と思い至ったルノアリアは、彼の後ろ姿に声をかける。

「ロゼ！　しばらくあなたがいないんだったら、ライアは寂さびしがるわね」

　漆黒のマントの背中が、ぐらりとよろめいた。しかし、なんとか踏みとどまったロゼは、「くだらんっ」と吐き捨て、領主館を後にした。

　あれだけルノアリアを拒きよ絶ぜつしていたロゼが、クレイルに会うためとはいえ領主館まで足を運んでくれている。

　──これって、わたしが領主として前進しているってことかしら？

　そう考えると嬉しくて、思わず頰がゆるんでしまう。

　ルノアリアが感かん慨がいに浸ひたっていると、

「どうかしましたか、ルノアリア。ずいぶん楽しそうですね」

　広間に戻ってきたクレイルが、ほほえみながら尋ねてくる。

　ロゼの伝言を教えると、彼は不思議そうにまばたいた。

「ルノアリアは──ロゼが来たから、楽しそうにしていらしたのですか？」

「ええ、そうよ。いつも怒っているし、『呪われろ』なんて怖いことや、皮肉ばかり言うひとだけれど……ロゼって、実はとっても照れ屋さんなのね」

　フィンスタニスを訪れたばかりの頃、ロゼはなんて凶暴で恐ろしい男なのだと、怖かった。

　和解は不可能かと、絶望すらしていたが──ロゼのライアに対する深い想いを垣かい間ま見たルノアリアは、今では彼に対して親しみすら覚えていた。

　──護りたいひとがいるのは、みんな同じなのね。

　ほほえましくて、にこにこしているルノアリアに、クレイルが問う。

「……ルノアリアは、ロゼのことが気になるのですか？」

「もちろん、気になるわ。フィンスタニスで一番ね」

「一番、ですか」

　つぶやいたクレイルの瞳がわずかな憂うれいを帯びたことに、ルノアリアは気づかなかった。

「ロゼは、《門》の維持のためにお金を稼かせいだり、無実のあなたを牢から救い出したり、フィンスタニスに一番貢こう献けんしてくれているわ。今はまだ、『おままごと統とう治ち』だなんて言われているけど、もっとロゼに信頼されて、本当の意味でフィンスタニスの領主として認められるように、わたしがんばるわね」

　──そして、クレイルを護り抜いてみせるのよ……！

　その相手が、たとえ彼を競り落とそうとした貴族夫人たちだろうと、もっと困難なものであったとしてもだ。

　拳を握りしめ、ルノアリアが決意をみなぎらせていた、そのときである。

「きゃああああー!?」

　絹を裂さくような悲鳴が、館の外から聞こえてくるではないか。

「あの声は、ベルティナ……？」

「庭のほうから聞こえたけど……まさか、敷地内に魔物が出たのかしら！」

「そんな、そう簡単に結界が崩くずれるなんてことは……」

　顔を見合わせ、緊きん迫ぱくするふたりの耳に、ふたたびベルティナの絶ぜつ叫きようが飛び込んでくる。

「大変!!　大変よぉー！　庭で女の子が、山賊に襲われているわー！」

「………………」

「………………」
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　ベルティナの誤解を解いたオルキアとフィーも揃そろい、みんなで甘いお菓か子しとお茶を囲んだ。

　皿に盛られたおいしい焼き菓子をフィーと奪い合いつつ、ベルティナはルノアリアに言った。

「今日のうちに、三人とも捕つかまればいいけどね。亜あ精せい霊れいって、人間とはちょっと違ちがうもんだから常識知らずで、変わりものが多いのよぅ」

　当の亜精霊であるクレイルは苦笑している。おだやかな様子の彼を横目で見ながら、ルノアリアはこっそり心の中で同意していた。

　普ふ段だんのクレイルからはとても考えられないことだが、炎の精霊が表に出てきたときの彼は大変な乱暴者で、確かに『常識知らず』かもしれない。

「とりあえず、一番腰が重くて森から滅めつ多たに出ることもない《森番》からいってみましょうか」

《森番》と聞いたルノアリアは思わずつぶやいていた。

「《森番》さんって、亜精霊だったのね……」

　以前に起こった事件──森の中に逃にげ込んだヤギやヒツジの回収騒そう動どうで活かつ躍やくしてくれたという人物である。

　そして、ふと友人のお菓子を持つ手が止まっていることに気がつく。

「フィーちゃん？」

「ルノアリアは……森に行くのですね」

　ぽつりとしたフィーのつぶやきに、はっとしたルノアリアは、ベルティナに願い出る。

「ベルティナさん。お仕事の邪じや魔まはしませんから、わたしだけじゃなくて……供の者も──このフィーちゃんも一緒に、森に連れて行ってほしいんです」

「いいわよいいわよ、おちびちゃんも、そっちの山さん賊ぞく──じゃなくて、大きいお兄さんも行きましょう！　大勢のほうが楽しいわぁ。クレイル、あんたも来るわよね？」

　はしゃいだ様子で腕うでに飛びついてきたベルティナを、クレイルはたしなめる。

「こら、遊びに行くわけではないでしょう」

「いいじゃなーい。なにごとも楽しまなきゃ」

「わかりましたから、ほら、お行ぎよう儀ぎが悪い。立ったままお菓子を食べないで」

　寄り添そってくすくすと笑い合う、親しげなふたりの姿に、ルノアリアの胸がちくりと痛む。

　どうしてだろう、大好きなカモミールのお茶が、今はちっともおいしく感じない。

　この一カ月、クレイルはルノアリアが外出するときには、当たり前のように同行してくれていた。けれど、今はベルティナに誘さそわれ、それについて行くのだという。

　いつでも自分を見ていてくれた金色の瞳ひとみは、今はベルティナに注そそがれている。フツーのルノアリアではなく、あの美しい女ひ性とに──。

「ルノアリア、ルノアリア」

　呼び声に気づいて、カップに落としていた視線を慌あわてて上げる。

「どうしたの、フィーちゃん？」

「出かける準備をしてきてもいいですか？　木の実を採る袋を用意したいのです」

「ええ、待っているわ。ねえ、フィーちゃん。わたし、勝手に森に行くことを決めてしまったけど、嫌いやじゃなかったかしら？」

「もちろんです。わたしの仕事は、あなたをあらゆる危険からお護まもりすることなのですから」

　フィーは、もうお菓子に見向きもしていなかった。

　瞳を輝かがやかせてはりきる友人に、ルノアリアは心の痛みがやわらぐのを感じていた。







　領りよう主しゆ館かんの一同は、ベルティナの計画どおりに、森へ赴おもむいた。

　フィンスタニスの森を訪れたのは、うっそうとした薄うす暗ぐらい場所であったり、真夜中だったりしたせいで、ルノアリアには『恐おそろしい』という印象ばかりが残っていた。

　しかし、ベルティナの魔法によって連れてこられたのは、木々の枝葉に光がさえぎられることのない、明るく気持ちのよい場所だ。

　開けた地面には小さな建物が建っており、ベルティナが「セルバー！」と声をかけると、ひとりの大きな男が出てきた。

「このひとが、《森番》さん……？」

　ルノアリアは驚いた。

《森番》は、なんとオルキアよりも上うわ背ぜいがあるのだ。

　そして大きいだけでなく、彼の姿は美しかった。くすんだ金の髪かみは背でくくられ、鳶とび色いろの瞳はおだやか。

　目鼻立ちの整った美び丈じよう夫ふは、幼い頃に絵本の挿さし絵えで見た、大地の精霊のよう。

　クレイルと同じく、《森番》を見ていても不思議に心が惹ひきつけられる。

　まるで、太い幹みきに抱きつけば力を分け与えてくれるような、はるかなる樹じゆ齢れいを持つ大木を見つめている気分になる。思わず、ぽーっと見とれていると、

「ルノアリア」

　クレイルに名を呼ばれ、我に返る。

　役目を思い出したルノアリアは、赤くなりながら自じ己こ紹しよう介かいをして、「先日は、ありがとうございました」と礼を言う。

「ヤギやヒツジたちを回収するのを、手伝ってくださったそうですね。わたしのせいで森の奥に逃げ出してしまったんです」

《森番》はおだやかにほほえみ、そっと首を横に振った。「たいしたことではない」というように。

「《森番》さんは、すごい能力を持っていらして、歩いているだけで動物が寄ってくるんですよ。家か畜ちくを回収するときも、彼が森の中を練ねり歩いているだけでみんな、ついてきたんです。ほら──」

　クレイルの視線の先を追ってみれば、なるほど、飛んできた小鳥が《森番》の肩かたについ、ととまった。その反対の肩にはリスが駆かけ上のぼり、次々とキツネや野ウサギが足あし下もとに寄り添ってくる。

　動物たちを驚かせないようにだろう、ゆっくりとした動作で《森番》は、ルノアリアの前に片かた膝ひざをついた。彼は深みのある声で言う。

「はじめまして、精霊に愛されし心のお嬢じようさん」

「精霊に、愛されし心……？」

　ルノアリアは首をかしげた。

「精霊の血を引くものは、ひとや動物を惹きつける力を持つ。そして、ご領主どの、あなたはどうやら精霊を強く惹きつける『心』を持っている」

　同じ高さに合わせた視線で、おだやかな《森番》の瞳がほほえんだ。

　ルノアリアは驚きにまばたいて、クレイルを振り返る。

「精霊を惹きつけるって……クレイルは、わたしの心を『おいしい』って言っていたけど、それはあなたに限ったことではないということ？」

　クレイルはどういうわけか、一いつ瞬しゆん迷うような間を置いてから、うなずいた。

「ええ……そのようですね」

　いつも優しいクレイルの、どこかそっけない態度にルノアリアが違い和わ感かんを覚えていると、隣となりでベルティナが感心した声をあげた。

「話には聞いていたけど、本当にいるのねぇ」

「ベルティナさん、『心のおいしいひと』って珍めずらしいんですか？」

　ルノアリアが質問すると、ベルティナは苦笑する。

「どうかしらぁ。現世界って、精霊自体の数が少ないもんだから、そういう資質を持つひとがいても確かめようがないのよ。でも、旧世界のおとぎ話で聞いたことない？　精霊に好かれすぎちゃって、さらわれたお姫様のお話」

「知っていますけど──」

　それは確か、恋物語ではなかっただろうか。

　人間のお姫様に恋をした精霊が、その姫君を連れ去るが、人の世を恋しがったお姫様は泣き暮らす。最後には、城の兵隊により精霊が殺されてしまうという、救いのない結末──だったような気がする。

　その他にも、いくつかの『精霊と人間の恋』をおとぎ話として読んだことはあるものの、どういうわけか、幸せな終わり方をするお話を、ルノアリアは知らない。

　悲恋でも、そうでなくても、ルノアリアが『恋物語』と自分を結びつけることはない。なにしろルノアリアの心は、お給料代わりの賄まかない飯めし──クレイルの『ごはん』なのだから。

　──精霊を強く惹きつける心の持ち主……。

　落らく胆たんのため息が漏もれ……おや？　と、ルノアリアはまたも首を捻ひねっていた。

　──わたし、なんでがっかりしているのかしら？

『ごはん』扱いにうんざり、というわけではない。

　精霊の住む領く邦ににおいて、精霊に好かれる資質を持っているというのなら、むしろ喜ばしいことではないか。

　クレイルの不自然な態度といい、自分のがっかりする気持ちといい──釈しやく然ぜんとしないものを胸に抱かかえて、ルノアリアが悶もん々もんとしていると、隣にいたオルキアが声をかけてきた。

「なあ、ルノアリア。フィーちゃん、ずいぶんここが気に入っちまったみたいなんだよ。おれも一緒に残るから、もうしばらく森にいてもいいか？」

「もちろんよ。フィーちゃんが気に入ったというのなら、一緒に来て本当によかったわ……気の済むまで付き合ってあげて。あら、そのフィーちゃんは？」

　あたりを見回すルノアリアに、オルキアが「ほれ、あれ」と指し示す。そちらを見て、ルノアリアは言葉を失った。

《森番》の二の腕に、フィーが、カブトムシさながらにくっついていたのだ。

「…………フィーちゃん？」

　あるじに呼びかけられた当人は、我に返ったように驚きよう愕がくの表情をしている。

　どうやら、あのカブトムシは、無意識下での行いらしい。

　フィーを腕にひっつけたまま、《森番》はおだやかに言った。

「地の精霊の血を半分引いているわたしは……人間よりも、より動物たちを惹きつける性質を持っているらしい」

「そうなの、動物たちを惹きつけるから──」

　ルノアリアが納なつ得とくすると、恥はじらいにしかめたフィーの顔がみるみる赤くなる。

　少々の事態では動どう揺ようしない豪ごう儀ぎな彼女には、珍しいことだった。

「ち、違いますよっ！　ルノアリア、違うのです！　やめてください、大きいヒト！　そんな噓うそをつかないでください、フィーは動物ではありません！」

　フィーの猛もう抗こう議ぎに、《森番》はおだやかに応こたえた。

「噓ではないし、あなたは、人間だ」

「そ、そのとおりです。フィーはルノアリアにお仕つかえする、誇ほこり高き侍じ従じゆうなのです。だいたい、フィーなどよりも、よほど動物らしい、クマっぽいオルキアさんが寄ってこないなんて、おかしいではないですか！」

　水を向けられたオルキアの見た目は、確かにちょっとクマっぽい。

　しかし、見た目に反して彼は聡そう明めいで理性的な男なのだ。

　笑い飛ばそうとしたルノアリアであるが、あろうことか、オルキアはそわそわと視線をさまよわせた。

「でかいおにーさんに、おれが抱きついちまったら、ほら……絵的にヤバイだろ」

　ようやく聞きとれるほどの小声は──本マ気ジだった。

　育ちのよいルノアリアは、あえて問題発言を聞き流すことにした。







　ベルティナが無事《森番》の『点呼』をとった後、フィーとオルキアのふたりは森へ残り、ルノアリア一行は海へ赴おもむいた。

「あたしは《釣つりじい》を探してくるわね」

　浜はま辺べの白い砂を踏ふんで、ベルティナは軽かろやかに岩場へと去っていった。

「《釣りじい》って、いつもクレイルが、お魚を分けてもらっている方よね」

　話にだけは聞いていた人物である。

　フィンスタニスの海辺に住み、谷の住民のために魚をとって暮らしているのだと。

「ええ。彼は、亜精霊の子供と一緒に暮らしているのですよ」

　ちなみに領主館の食材として分けてもらった魚は、すべて地代代わりの『徴ちよう収しゆう物ぶつ』として、ルノアリアの帳ちよう簿ぼにつけられている。

　岩と白浜の海岸には波が押し寄せては引き返し、はるか遠く、どこまでも続いている青い水平線──。

　ルノアリアは視線をめぐらせて感かん嘆たんのため息を吐き出した。

「もっと早くに連れてきてもらえばよかったわね」

　故郷に海のないルノアリアは、こんなにも間近で海を目にするのは初めてなのだ。

「森もいいけど、海も素す敵てきだわ……。フィーちゃんとオルキアさんも、改あらためて今度連れてきてあげましょう」

「ええ、近いうちにきっと。でも、おふたりはもしかしたら森のほうが好きかもしれませんね。あれだけ《森番》さんを気に入っていましたから」

「ふたりは、どうしてあんなに《森番》さんのことが気に入ったのかしら？」

　確かに《森番》には、惹きつけられるものを感じはしたが、フィーのように衝しよう動どう的てきに「抱きつきたい」と思うほどではなかった。

「好みと相あい性しようの問題ですよ。フィーちゃんもオルキアさんも、故郷では森で長く暮らしていた、とおっしゃっていましたから、無意識に大地の力を求めてしまうのでしょうね。僕が、あなたの『おいしい心』に惹かれるように──」

　クレイルに見つめられて、ルノアリアの胸がコトリと音を立てた。

　金色の瞳のきらめきは、《森番》に対していたときよりも、強く惹きつけられる。

　──彼に、触ふれたい。

　ふいに頭にひらめいた願望に気づき、ルノアリアはうろたえる。

　あるいはこれも、『相性の問題』というものだろうか？

　しかし、今までこんなに強く「触れてみたい」なんて思ったことは、一度もない。

《森番》に抱きついていたフィーに、触しよく発はつされたのかもしれない。

　クレイルの手には、ダンスのときにも触さわったことがあるけれど──今け朝さ、唇くちびるに触れた指、そして手のひらを撫なでた彼の指先を思い出す。

　手のひらに、そして唇に感かん触しよくが蘇よみがえって──。

「ルノアリア？」

　クレイルに声をかけられ、頭から湯気を出さんばかりに赤面する。

　──わ、わたし、なにを考えているのよっ！

　クレイルの手に釘くぎづけになっていた視線を、慌ててきらめく水面みなもに移した。

「は、話には聞いていたけれどっ、海ってすばらしく綺き麗れいなものなのね！　大きくて、青くて、きらきら光っていて」

「ええ……まるで、あなたの瞳のようです」

「え……？」

「碧あおくて、澄すんでいて──そして希望に輝いている。僕の目には、あなたの瞳のほうが、ずっと美しく感じますよ」

　焦こがれるような金色のまなざしが、ルノアリアを見み下おろしていた。

　クレイルは、ルノアリアをことあるごとに褒ほめてくれる。きっと、褒められ慣れていないルノアリアを喜ばせ、その『喜びの心』を食べたがっているのだろう。

　欲求がわかっているだけに、少しせつない気持ちになったルノアリアは、ふと思い出す。

　──ベルティナさん、クレイルに抱きついていたわよね……。

　ルノアリアの知らない、親しい関係にあるふたり。

　ベルティナは心の赴くまま、クレイルに触れることができるのだ。

　あの美しい女ひ性とには、なんの対価も必要としない素す直なおな賛美がクレイルから与えられるのだろうか？　そう思うと、胸を刺さすような痛みがぶり返した。

　ひがめばひがむだけ、虚むなしくなるだけなのに──。

　唇を嚙かみしめてうつむくルノアリアに、クレイルが心配して声をかける。

「ルノアリア……？　顔色が悪いですが、ご気分がすぐれないのですか？　少し陽ひざしが強いかもしれませんね。館やかたに戻もどりましょうか」

　クレイルの優しい気き遣づかいすら、卑ひ屈くつな心にゆがめられた。

　泣きだしたい気持ちで、ルノアリアは口の中で小さくつぶやく。

「わたしを館に帰したいのは……本当はベルティナさんとふたりきりで、海に来たかったからなの？」

「……え？」

　クレイルがきょとんとしてまばたいた、そのとき。聞き覚えのある、よく通る声が割って入った。

「あああっ！　おまえっ、あの凶きよう暴ぼうなちんちくりん娘むすめのあるじだな！」

　声がしたほうを振り返ると、傍かたわらの岩のてっぺんに、フィーが捕まえてきたあのカエル──もとい、『水の精霊』がいるではないか。

　クレイルが、慌ててカエルをたしなめる。

「大きな声は控ひかえてください。あるじが体調を崩くずしているんです」

「わたしなら大丈夫よ、クレイル。ねえ、それよりも──」

　思わず疑問が口をついて出た。

「ここは、海なのに……カエルって、海水に入っても平気なものなの？」

「わたしはカエルではなく、偉い大だいなる水の精霊なのだぞ！　真水であろうが、塩水であろうが、なんら問題はない」

　生なま意い気きにも仁に王おう立だちしたカエルは、えっへん、とふんぞり返り──次の瞬間、いつでも逃げられるようにさっと後ろ脚あしを開いて身み構がまえた。

「と、ところで、あの魔物のようなちんちくりん娘は、どこにいるっ」

「フィーちゃんのこと……？　彼女なら、今はここにはいないわよ」

　天敵の不在を聞いた途と端たん、ふたたびカエルはふんぞり返る。

「ふんっ！　おまえ、あのちんちくりんの親分なのだろう？　ならば、自分の子分くらいしかるべき教育をしておけぃ。このわたしのようにな！　おい、ニナ！」

　カエルが水かきのついた前脚をひらりと振り上げると、岩の陰かげからひとりの幼い娘が現れた。年の頃は、五、六歳さいであろうか。

　はにかむように大きな岩に寄り添った彼女は、小さなフィーよりも、もっと小さい。

　白魚のように白い肌はだ、白はく銀ぎんの髪は陽に輝き、大きな瞳は深海の底のような深い藍あい色いろをしている。

　ひらりとしたワンピース姿も愛らしい、なんとも神秘的な少女である。

　──なんて、かわいらしいのかしら！

「これは、わたしの子分のニナだ。人間の血を半分引く、水の亜精霊なのだぞ」

　岩の上で得意になっているカエルを、ニナの小さな手が伸びて、ぎゅむっと無ぶ遠えん慮りよに握にぎった。カエルは握られたまま、情けなく宙で四肢をもがくが、親分の威い厳げんを保たもちたいのか、声の調子だけ偉えらそうに続ける。

「ニナは、二百年もの間、海の底で眠ねむっていたのだ。フィンスタニスの豊富な魔力に誘われて目覚め、この海岸に泳ぎついた。二百年以上生きているものの、精神年齢は見た目となんら変わらぬ、オタマジャクシも同然だ」

　つまり、ニナは見た目も中身も子供、というわけか。

　それにしても──クレイルや《森番》のように、ニナにも不思議に心が惹きつけられる。いつまで見ていても飽きることのない、キラキラ輝く海の水面を眺ながめているような──。

　ニナもまた、ルノアリアをじっと見つめている。神秘的な藍色の瞳はまばたきもしない。

　しばし見つめ合っていたふたりであるが、先に我に返ったのはルノアリアだった。

「えっと……こんにちは、ニナちゃん。わたしはルノアリアというのよ」

　視線を合わせて屈かがみ込んだルノアリアに答えず、無言のニナは全身を斜ななめにするように、くるりと首をかしげた。その幼いしぐさも、またかわいらしい。
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「ねえ、クレイル。この子、言葉は通じているのよね……？」

「通じていますよ。おしゃべりしないのは、彼女がひどく人見知りだからでしょう」

　そう説明したクレイルに、カエルが水かきを振り上げて物申した。

「回りくどい言い方をするでない、クレイル。この娘は、人間を恐れているのだ！　嫌きらっているのだ！」

「カエル親分さん、そんな言い方はやめてください。ルノアリア、ニナが人見知りなのは、人間に限ったことではないんですよ。同じ亜精霊である僕にだって、ニナは口を利きいてくれたことはありませんし」

「ふん。それは、おまえが炎ほのおの亜精霊であるからだ。相性の問題であろう。ニナが人間を嫌うのは無理もない。連中ときたら傲ごう慢まんで、愚おろかで、身勝手で──」

　つらつらと悪口を並べたてるカエルが、突然、ニナの手から放り出された。

　べしゃ、と白い砂に落下したカエルに見向きもせず、ニナはルノアリアに歩み寄り、その腕にしがみつく。

　それはまるで、先ほどフィーが《森番》にしていたような行動だった。

「ニナちゃん？」

　呼びかけに答えず、幼い娘は子猫のように、頰ほおをルノアリアにすり寄せる。

「ほーう、珍しいのぅ。ニナがわし以外の人間に懐なついとるわ」

　声がして振り返ると、右手に釣り竿ざお、左手に桶おけをぶらさげた小こ柄がらな老人が、白い砂をサクサク踏んで、こちらに歩み寄ってきていた。

　その隣には、ベルティナの姿がある。

「ニナはあなたの『おいしい心』に惹かれているのねぇ。すごいわよ、ルノアちゃん。精霊と亜精霊の楽園、魔力に溢あふれるフィンスタニスのご領主様にふさわしいじゃない。なるべくしてなった、ってことなのかしらぁ」

　どうやら感心されているらしいが、ルノアリアの内心は複雑だ。ニナはいわゆる『餌え付づけ』の状態で、ルノアリアに寄ってきているだけなのだから。

　嫌われるよりもはるかにいいことだが、領主が領民の『ごはん』では、ちょっぴり情けない。

　元祖捕ほ食しよく者しやのクレイルのほうをちらりと見てみると、彼はベルティナと寄り添っている。ほほえむベルティナに唇を寄せられ耳打ちされたクレイルは、どこか焦あせったような顔をして、なにかを言い返していた。それはルノアリアには向けられたことのない、無防備な表情だった。

　仲なか睦むつまじい恋人同士のようなふたりの様子に、ふたたびみぞおちのあたりが重苦しくなってくる。

　そして……ルノアリアは、気づいてしまった。

　森で、精霊を強く惹きつける『心』の持ち主だという事実を知らされたとき、どうしてあんなに落胆したのかを。

　ルノアリアが、クレイルにとってだけの『特別』ではないとわかったからだ。彼にとってだけ、『おいしい心』ではないからなのだ。

　特別に思われたい、ということは、クレイルの気を引いて独どく占せんしたい、という気持ちを持っている証しよう拠こだ。

　──わたし、自分で思っているよりもずっと独占欲が強いんだわ……。

　ルノアリアは自みずからを深く恥じた。

『おいしい心』をエサにしようだなんて──。これでは、お金で彼を買おうとした貴族夫人たちと変わらないではないか！

　横目でクレイルを盗み見ると、彼とベルティナはまだ話し込んでいるようだった。

　こんな醜みにくい心を持った自分には、あの綺麗な女ひ性とを羨うらやむ資格すらない。

　ルノアリアは、みじめな気持ちで肩を落とす。

　ニナはくるりと小鳥のように首をかしげてルノアリアを見上げていたが、やがて腕から離れて《釣りじい》に駆け寄り、彼の背に隠かくれるようにひっついた。

　──わたしの心が暗くなったから、ニナちゃんはわたしから離れたのかしら……。

　ぼんやり考えていると、ニナの頭に手を置いた《釣りじい》はのほほんと言った。

「話では聞いとるよ、フィンスタニスの領主代理、ルノアリア様。あんた、『ロワの女王』の娘さんなんじゃてなぁ」

『ロワの女王』という言葉に、ハッとした。それは、ルノアリアが誰だれよりも尊敬し、崇すう拝はいしているといっても過言ではない母のことだ。

　こごっていた暗い気持ちが吹き飛んで、ルノアリアは小柄な老人に向き直る。

「母をご存じなんですか？」

「おお、知っとるよ。ストライサ家のエレオノール様いうたら、有名じゃて」

『ロワの女王』というのは、今は亡きルノアリアの母エレオノール・ストライサが民衆からつけられたあだ名である。

　エレオノールは女性でありながら、統とう治ち能力に欠けた夫（婿むこ養よう子し）のロワ伯はく爵しやくに代わって見事にロワ地方を治おさめ続けていた。その功績、さらには女王様然としたふるまいにより『ロワの女王』と呼ばれることとなったのだ。

「優ゆう雅がにして豪ごう胆たん。慈じ愛ひ深ぶかく、それでいて才知溢れる統治を実じつ践せんしておられた……あのようなお方は、男でもなかなかおられまいて。ロワは、惜おしい方を亡なくしたものだ」

　老人は悼いたむように、しばし瞑めい目もくした。

　実家であるロワ地方から遠く離れた、辺へん境きようの釣りびとにまで惜しまれるとは──改めて母は偉大な人物であったのだ、と思い知る。

　誇らしいと同時に、大きなその名が両肩にのしかかる。

「さて、フィンスタニスにどんなご領主様がお越しになったかと思うておったが、ニナが懐なつくとはのぅ。こりゃええわい」

　小さな老人は、小さな亜精霊の娘の頭を撫でながら続ける。

「ご領主様、この老おいぼれが死んでもうたら、ニナのことをよろしく頼むよ。なにしろこの娘は、なかなかひとに懐かんでぇ……わしがおらんと、みなとうまくやっていけるか、そればかりが心残りでならんのだ」

　養い子の行く末を案じる翁おきなの、とつとつとした訴うつたえ。心を打たれたルノアリアは両手を胸に握りしめて、首を振った。

「そんな弱気なことをおっしゃらないで、《釣りじい》さん。ニナちゃんのためにもいつまでも、長生きしていらして。それに……わたしの任期は一年だけなの。だから、とてもそんな約束は──」

　ルノアリアが、気弱に視線を落としていると、

「ああー……いかんわ。いかんなぁ！　ご領主様！」

　先ほどまで弱々しかったはずの《釣りじい》が、腕組みをして、ルノアリアに呆あきれた視線を送っていた。

「……『いかん』？」

　ぽかんとするルノアリアに、チチチ、と指を振り、語気を強めて老人は言う。

「いいかい？　あんたは、みなに希望を与える立場にいるんだよ。あんたの言葉で『ああ、このひとがてっぺんに立っている限り、いつおっ死ちんでもええわい』いうて、老いぼれが心安らかに余よ生せいを送れる。これは、あんたにしかできん仕事なんだ」

「え？　ええっと……でも、噓をつくわけにはいかないし──」

「気き概がいの問題だ。たとえば、フィンスタニスに動乱があって迷った者たちは、どこを目指せばいい？　どこか一カ所に集まらねばならんとき、よう見える目印がなければ困るだろう。領主のあんたは、いうなれば旗なんだ。だからの、あんたはいつだって堂々として、まっすぐ立っておかねばならんのだよ」

　そういえば、フィンスタニスに赴任したばかりの頃、萎い縮しゆくしていたルノアリアはオルキアにたびたび言われていた。

『どっしり構えてな』、『領主の仕事は偉そうにふんぞり返っていることだよ』と。

　あれは、ルノアリアを励はげましてくれるための言葉だと思っていたが──。

　困こん惑わく顔がおのルノアリアに、小さな《釣りじい》はにやりと笑みを見せる。

「みながついてくるよう、あんたの振る旗に寄っていったら、なんや面おも白しろそうだと思わせてみんかい。『ロワの女王』はなぁ、それはそれは面白いお方であったよ」

「面白い……お母様が？」

　意外な言葉を聞かされ、ルノアリアはまばたいた。常日頃から高笑いをする、いささかハジケた母であったにもかかわらず、尊敬の気持ちが大きすぎるルノアリアには、『ロワの女王』を『面白い』とする発想がないのだ。

　一方的に「はい、もう一度」と、手を打ち鳴らして仕切り直した老人は、腰こしを曲げ、げほんごほん、と弱々しい空から咳せきをふたつ。

「……ご領主様、わしが死んでもうたら、ニナのことを頼まれてくれんですかのぉ？」

　芝しば居いがかった、わざとらしいまでの哀あい願がんであったが、年若い領主を見み据すえるその瞳には、器量を量はかるような色が宿っている。

　──お母様なら、どう答えていたかしら。

　いつでも毅き然ぜんと背筋を伸ばした、美しい立ち姿。

　あのひとは、ロワの旗印だったのか。

　なれるのだろうか、この自分も。

　みなを導みちびく旗に──。

　迷う心を振り払い、ルノアリアは堂々と背筋を伸ばして、声をあげて笑った。

「おーほほほほほほ!!」

『ロワの女王』をリスペクトした、渾こん身しんの高笑いである。

「ご老体、心安らかにお過ごしなさい！　あなたの大切なニナのことは、このフィンスタニスのルノアリアに任まかせておけば、なんの問題もなくてよ！」

「んん。それは、ありがたいことだのぅ」

　満足そうにうなずく老人の隣で、ここまでひと言も口を利くことのなかったニナが、クスクスとくすぐったそうに笑いだした。

「おお、ニナが笑いよった、珍しいのぉ。ますます上出来じゃあ」

《釣りじい》も、カカカと愉ゆ快かいそうに声をあげる。

　高笑いから我に返ったルノアリアは、ニナと《釣りじい》に揃って笑われていることに気づき、かぁっと耳まで赤くなる。

『ロワの女王』がひとたび優雅に高笑えば、泣く子もぴたりと黙だまったという。

　子供にまで笑われてしまうようでは、偉大な母に近づくには、やはりまだまだのようだ。

　自己反省しているルノアリアに、《釣りじい》は気の抜けた調子で言った。

「旗というのはな、風を受けてヒラヒラはためいて、よう目立ってなんぼだよ。ただし、気を抜いて突とつ風ぷうにさらわれてもうたら、一いつ巻かんの終わり。だから、ぎゅっと竿にしがみついて、みなを導かにゃならん。──どんな嵐になろうとな」







　領主館に戻ってみれば、フィーとオルキアがすでに森から帰ってきていた。

　オルキアの話では、あれからフィーは気の済むまで森の中を飛び回り、お土産みやげの木の実をたくさん採ったという。

　厨ちゆう房ぼうで機き嫌げんよく、籠かごに山盛りになった木の実の殻からを割り、灰あ汁く抜きの作業にかかるフィーの後ろ姿を見つめ、ルノアリアは、ほっと胸を撫で下ろす。

　──フィーちゃんが元気を取り戻したみたいで、本当によかったわ。

　オルキアは《森番》に抱きついたか否いなか……もちろん、訊きかなかった。
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　その日の晩、領主館の面々と共に夕食をとりながら、ベルティナはぶちぶちとぼやいていた。四人の亜精霊のうち、ただひとり、風の亜精霊だけが捕まらないのだと言う。

「クレイル？　あんた、シルヴィオのこと、かくまっているんじゃないでしょうね？」

　どうやら、風の亜精霊は『シルヴィオ』という名であるらしい。

「どうして僕がかくまわなければならないんです。彼が誰よりも気ままなひとだってことは、ベルティナだって知っているでしょう？」

　隣に座ったベルティナに肘ひじで小こ突づかれながら、クレイルはおだやかに否定するも、彼女はそれを信じていないようだ。

「隠すと、ためにならないわよ？」

　意地悪くほほえんだベルティナは、ルノアリアに向き直る。

「ねえねえ、ルノアちゃーん？　あなた、クレイルがいくつだか知らないでしょ」

「いくつって──クレイルの年ねん齢れい、ですか？」

　確かに、はっきりと教えてもらったことは一度もない。けれど、訊くまでもなく、ベルティナと同じくらいの二十歳前後だとばかり──『知らないでしょ』？

　優越じみた、確定的な言い方が腹の底にこごる。もやもやする気持ちで、

「ええ……知りませんけど──」

　ようやくそう答えると、ベルティナはクレイルに得意げにほほえんでみせる。

「ほらほらぁ、シルヴィオの居場所を吐かないと──どうなるか、わかってるわよね？」

「……知らないものは、知りません」

「ルノアちゃーん！　こいつねぇ、こう見えて実は──」

　ぎょっとしたクレイルは、慌てて「ベルティナ！」と彼女の名を呼び、気を引いた。

「ほーら、あなたの大好きな、茶碗蒸しフランですよー！　あーんして」

　すかさずクレイルがベルティナの口の中にスプーンを突っ込むと、彼女は口に入れられた蒸し料理を素直に咀そ嚼しやくする。

「そうそう、ベルティナ、食事中は静かにしてなさい」

　──あのスプーンは、クレイルが食事に使っていたもの……。

　思った途端、ルノアリアの全身が硬こう直ちよくし、手から力が抜け落ちた。

　あんなふうに自分のスプーンでごはんを食べさせてあげるなんて──小さな子供でなければ、恋人や夫婦相手ででしか、ありえない……！

　そのとき、カシャーン、とスプーンが床ゆかを打った。

　ルノアリアの手から、勝手に滑すべり落ちたのだ。

　全員の注目を浴あびたルノアリアは、あたふたと視線を落とす。

「や、やだっ、わたしっ」

「大丈夫ですよ、すぐに新しいものをお持ちしますから」

　慌てず動じず、クレイルがおだやかに席を立つ。しかし、フィーがそれを制した。落ちたスプーンを拾い上げ、クレイルを冷たく一いち瞥べつする。

「ルノアリアのお世話は、このフィーに任せてください。あなたは、そのお客人のお世話をずーっとしていればいいではないですか」

「あらぁ、許可が出たわよ、クレイル。あたしがここにいる間、ずーっとお世話してくれるのよねぇ？」

　──クレイルがベルティナさんを、ずーっとお世話。

　ルノアリアの手からふたたび力が抜け落ち、今度は蒸し料理の器うつわが滑り落ちる。

　見事な反射でそれを受け止めてくれたフィーが、テーブルの上に器を戻しながら心配げに言った。

「ルノアリア、顔色が悪いですよ？」

「……ありがとう、フィーちゃん。心配かけてごめんなさい。少し、疲つかれているみたいなの」

「やはり海で無理をなさっていたのですね。お部屋に戻りましょう、ご一緒します」

　そう申し出たクレイルを、今度はルノアリアが制して言った。

「クレイルは、お客様のおもてなしを続けてちょうだい。ベルティナさん、わたしは先に失礼しますが、ゆっくりお食事を続けてくださいね」

　館のあるじらしい挨あい拶さつが、喉のどにつっかえることなく言葉として出せたことにほっとしながら、ルノアリアは席を立った。




　フィーに手をとられて自室に戻ったルノアリアの背を見送り、オルキアは、クレイルとベルティナに視線を移した。

　彼らは、先ほどまでのべたべたした態度などなかったかのように、今は距きよ離りを保っている。オルキアは、呆れてため息をついた。

　せっかく実家から離れ、あのややこしい兄の目から逃のがれているのだから、ルノアリアにはできる限り自由にふるまわせてやりたい。

　放任を貫つらぬきたいところだったが、やんわりと警告を放つ。

「うちのお嬢、からかうと面白いのはわかるけどさ。あんまりいじめないでやってくれよな？」

　なにしろ純情さに関しては、ぶっちぎりで人並み以上なのだから。







　残るひとりの亜精霊──『シルヴィオ』が見つかるまで、ベルティナはフィンスタニスに滞たい在ざいすることになった。彼女は、翌朝には「勝手にその辺散策しているから、おかまいなくぅ」と、鼻歌交まじりで館を出て行ってしまった。

「あれは、温泉に行くつもりですね」

　苦笑しながらクレイルが指さす先には、小こ脇わきに桶と手ぬぐいを抱えているベルティナの後ろ姿がある。フィンスタニスには、温泉が湧わいている山があるのだ。

　温泉、と聞いても、今日はルノアリアの心は躍おどらない。

　昨晩は、うまく眠りにつくことができず、気持ちは沈しずんだままだった。

　夜が明けても、心の奥には、もやもやしたものがこごり続けている。

　個人的な感情をぐっと押し込めて、ルノアリアはフィンスタニスの領主として威厳をこめて言った。

「クレイル、ベルティナさんについて行ってあげて。女性がひとりでフィンスタニスを出歩くのは危険だわ。魔物が出てきたりしたら一大事だもの」

「その心配はいりませんよ。ベルティナは、あれでも一応魔法の技わざを持った魔女なんです。魔物を一時的に寄せ付けない結けつ界かいだって張れますし」

　思わぬ反論だった。ベルティナと（たぶん）お付き合いしているクレイルは、喜んで一緒に温泉へ行くとばかり思っていたのに──。

　意外に思いながら、ベルティナのいない今がチャンスと、ルノアリアを不眠に陥おとしいれた一要因である昨晩からの謎なぞを、思いきって尋たずねてみる。

「あの……あのね、クレイル？　昨晩のお話なんだけど……クレイルは、何歳なの？」

「僕のことよりも、ルノアリア。昨日壊こわれた広間の扉とびら、応急で直しはしましたが──やはり、《親方》さんに来てもらったほうがよさそうなんです。修繕の仕事を『賦ふ役えき』として帳簿につけていただいてもかまいませんか？」

　さらりと質問を流され、ルノアリアは生返事をした。

「ええ……わかったわ……」

　──本当に、そのとおりだわ。

『クレイルがいくつだか、知らないでしょ』

　──わたし、クレイルのことをなにも知らないんだわ。

　押し込めていたもやもやは、心の内から溢れ出し、とうとう言葉となって漏れ出した。

「……昨晩はベルティナさん、クレイルにずっとお世話してほしいって言っていたわ。わたしのことはいいから、一緒に温泉に行けばいいじゃない……」

「え？」

「クレイルだって、わたしよりも、ベルティナさんのお世話がしたいでしょう？」

　こんな嫉しつ妬と心しん丸出しの、子供じみた言葉は、威厳ある領主が口に出すべきではない。わかっているのに、言葉は止まらない。

「クレイルは、ベルティナさんと一緒にいたいんでしょう？」

　──年齢さえ教えたくない、わたしと一緒にいるよりも、ずっと。

　不思議そうにまばたいていたクレイルが、首をかしげて言った。

「ですが、ルノアリア。ベルティナはあれでも女性なんです。温泉は、お風呂に入るところですし……僕がついて行くのは、おかしくないですか？」

「お、おかしくなんかないわっ、だって──」

　──ふたりは、恋人同士なんでしょう？

　その質問は、なぜか、喉の奥に引っかかって出てこなかった。

　吐き出されることのない言葉は、腹の底でどんどん重たさを増して、息苦しくなってくる。眉まゆをひそめたルノアリアは、奥歯を嚙みしめ口ごもった。

　傍はたから見れば挙きよ動どう不ふ審しんのルノアリアをじっと観察するように見つめていたクレイルは、やがておだやかに首を振った。

「僕はベルティナと温泉に行く気はありませんし、彼女もそれを望まないでしょう」

「どうして？　きっとベルティナさん、喜ぶわよ」

「彼女は、僕と行っても喜びません」

「そんなはずないわっ」

　むきになるルノアリアを見て、クレイルは眉を持ち上げる。

「おや。それならば、ルノアリアが温泉に行くとき『僕がついて行きます』と言えば、喜んでくださるのですか？」

「もちろんよ！」

　クレイルと一緒であるならば、行き先がどこでも嬉うれしいに決まっている。

　大きくうなずいたルノアリアであるが、はた、と気がつき眉をひそめた。

「どうして、わたしが出てくるの？　温泉に一緒に行くのは、ベルティナさんでしょう？」

「けれど、ルノアリアはおっしゃいましたよね？　女性であるベルティナが温泉に行くのに、僕がついて行っても『おかしくなんかない』って」

「ええ、言ったわ」

「ルノアリアも女性ですが──あなたは、僕と一緒にお風呂に入ってくださるのですね？」

「……へ？　一緒にって──どうして？」

「温泉は山の上。女湯と男湯が分かれているとお思いになりますか、ご領主様？」

　言葉の端はし々ばしに、そして綺麗なほほえみに、からかうような色が浮かんでいる。

　きょとんとしてその顔を見上げていたルノアリアは、やがて、ようやく理解すると、みるみる頭に血が上のぼった。

　温泉は天然の露ろ天てん風ぶ呂ろ──つまり、混浴。

「あの、ち、違っ──そそ、その、わたしっ、仕事に戻るからっ！」

　いたたまれなくて逃げだしたルノアリアは、階段を駆け上がり、自室に飛び込んだ。

　お行儀も忘れて、バタンと勢いよく閉じた扉を背にし、混乱しすぎてバクバク鳴っている胸を手のひらで押さえる。

『一緒にお風呂に入ってくださるのですね？』

　いつも優しいクレイルが、あんな意地悪な冗じよう談だんを言うなんて！

　クレイルは、領主であるルノアリアが、温泉事情を把は握あくしていないことを皮肉ったのだろうか。それとも、むきになって食い下がったものだから──。

　──クレイルには、わたしが『一緒にお風呂に入りたい』って、しつこくねだっているように聞こえてたということ……!?

　恥はじ知らずな主人に対する、遠回しなお断りのセリフだとすれば？

　とてつもなくはしたないことを言ってしまった気がして、穴があったら入りたい。泣きたい気持ちで、小さく願いごとをつぶやいた。

「どうか、クレイルに軽けい蔑べつされていませんように……」

　熱くなった顔を両手で覆おおい、ずるずるとその場にしゃがみ込む。

　──わたし、なにをやっているのかしら……。

　ベルティナが領主館を訪れてから、空回りしてばかりではないか。

　こんなルノアリアを亡き母が見たとすれば、きっと嘆なげき悲しむだろう。

　なんて情けない有あり様さまだ、と。

「しっかりしないと──わたしは、フィンスタニスの領主なんだから」

『ロワの女王』と呼ばれた母に恥じぬ生き方をすると決めた。

　大切な領民を護ると決めた。

　クレイルに『あなたを護る』と約束したのだ。

　雷かみなりに打たれたように「そうよ！」と、ひらめいた。

　皮肉でも、お断りのセリフでもなく、クレイルはルノアリアの頼りなさが目に余り、諫いさめてくれるつもりであんな冗談を言ったに違いない！

「……ごめんなさいね、クレイル。わたし、がんばるから！」

　彼の期待に応えねば。拳こぶしを強く握りしめ、腹に力をこめて立ち上がったルノアリアは、仕事に打ち込むべく、勢いよく棚たなから帳簿を引っ張り出し机に広げた。

　フィンスタニスの住民たちの生活を数値化し、気になる事柄を書き出した紙面と照らし合わせながら、ふと気がついた。

　──ベルティナさんと一緒に温泉に行かないってことは、彼女と一緒にお風呂に入るつもりはないってことだから……。

　クレイルは、ベルティナと誠実なお付き合いをしているということだ。

　机に頰ほお杖づえをついたルノアリアは「素敵だわ」と、うっとりする。

　──クレイルは、本当に女性に対して紳しん士しなひとね。

　ルノアリアの父と兄は、ふたり揃って女性関係にだらしがない。

　彼らの所業にうんざりしていたルノアリアは、慎つつしみ深いクレイルに対して改めて深く尊敬の念を抱いだくのだった。







　ルノアリアが帳簿整理を始めてから三十分ほど経たった頃、クレイルがお茶を持ってきてくれた。

　先ほどのショックから立ち直っていたルノアリアは、帳簿を繰くりながら以前から疑問に思っていたことを質問する。

「ねえ、クレイル。フィンスタニスには《よろず屋》さんがあるって聞いたんだけど、それはどこにあるのかしら？」

「《よろず屋》──ジョニーさんのお店のことですね」

「店主さんは、ジョニーさんっていうの？　前に、谷のひとたちに訊いたのよ。『あなたたちには現金収入がないのに、どうやって生活必ひつ需じゆ品ひんを手に入れているの？』　って」

　暮らしには衣服や日用品などが必要で、自給自足だけでは限界があるはずなのだ。

「ジョニーさんは変わった方で、ほとんど慈じ善ぜん活動のような形でお店を開いていらっしゃいます。たしか……今日は、開店している日だと思うのですが──」

　クレイルの説明によると、《よろず屋》は、一週間に一、二日しか開店しておらず、店主はフィンスタニスにいるよりも、街へ出で稼かせぎに行っているほうが多いというのだ。

「……本当に、変わった方みたいね」

「それではルノアリア。実際に、これから視察に出てみましょうか？」

　笑顔を浮かべたクレイルの提案に、ルノアリアはぱっと瞳を輝かせ──しかし、すぐにしゅんとうなだれた。ベルティナがここにいる間、クレイルが『ずーっとお世話』をする相手は、ルノアリアではない。

「……また今度にしましょう。ベルティナさんが温泉から帰ってきて、あなたがいなかったら困るでしょう？　お客様をほったらかしにはできないわ」

　ルノアリアが目を伏せると、クレイルは困ったようにほほえんだ。

「昨日から、ベルティナにばかり気を取られていたことは、本当に申し訳ありません。あなたをないがしろにするつもりはなかったのですが……」

　せつなく見下ろされ、ルノアリアは慌てて首を振る。

「あなたが悪いだとか、そういうことじゃないのよ。クレイルは、いつもわたしを助けてくれて、よくやってくれているわ。だから──」

　──せめて恋人がフィンスタニスにいる間は、ゆっくり息抜きしてちょうだい。

　この言葉もまた、喉の奥に引っかかって出てこなかった。

　自分の心の狭せまさが、嫌でたまらない。

　自じ己こ嫌けん悪おにうつむくルノアリアの頰に、クレイルの指が優しく触れた。

「出かけましょう、ルノアリア。この僕がお仕えしているのは、世界であなたおひとりだけなんですから」







　多少強引にルノアリアが連れてこられた場所は、ほとんどフィンスタニスの入り口近くにある建物だった。

　クレイルの案内で、木で組み上げられた簡素な小屋に入ってみると、ひと間だけの部屋にカウンターが据えられている。その向こうには、カードの山を切っている男がひとり。

「こんにちは、ジョニーさん」

「……ああ」

　クレイルの挨拶に短く応じた彼が、《よろず屋》のジョニーであるらしい。

　片目は眼帯で覆われ、もう片方の瞳は切れ長で鋭するどい。彼の纏まとう雰ふん囲い気きは、とてもただの商店の店主とは思えない、隙すきの感じられないものだった。

　ルノアリアは、ふと気づく。

「その眼帯──たしかあなた、わたしがフィンスタニスに来たばかりの頃、食堂で一度、顔を合わせたわよね……？」

「ああ、おれもよく覚えているぜ、高笑いのお嬢様」

　ジョニーが渋しぶい声で答えたが、向かいに座る人物に気づき、ルノアリアはまばたいた。

「あら、《詩人》さん、こんにちは。しばらく姿を見なかったわね」

　麦むぎわら帽ぼう子しにほっかむり、見た目が怪あやしい《詩人》は、ルノアリアが赴任してきた頃には、しょっちゅう農道の片かた隅すみで魔ま除よけの詩うたを歌っていた。

「ここ五日ほど、ジョニーと一緒に街に出ていたんだよ。わたしはひとつの場所にじっと留とどまることが、どうにも苦手でね」

「街でも詩を歌っているの？」

「そのとおり。なにしろわたしには詩を歌う以外、他にできることがないからね」

　言うやいなや、《詩人》は手にしたハープをひと搔かきし、自由への賛歌を歌いだす。

　壁には大小のカゴやナベがいくつも吊られ、カウンターの奥に置かれた棚には、液体の入った色形さまざまなビン、木製の器、土器の鉢、水さしなどの食器が並び、その手前にも雑多に木箱が置かれている──あれらは、みんな売り物だろうか。

　興味深く店内を眺めているルノアリアに、ジョニーがわずかに眉を持ち上げた。

「お嬢様は、なにがご所しよ望もうでこんな店にいらした？」

「今日は、お買い物に来たわけじゃなくて、視察に来たのよ」

「視察ね……地代の請せい求きゆうではなくてか？」

《よろず屋》がニヒルに笑い、《詩人》が節ふしに乗せて口を挟はさんだ。

「それはお門かど違ちがいさ、お嬢さん。フィンスタニスでのジョニーは、赤字続き」

「フィンスタニスでのって……それは、どういう意味──」

　問い返したのと同時に、店内にひとりの客が入ってきた。

　ルノアリアの見知った農夫である彼は、ルノアリアに挨拶してから、カウンターの上に農作物を置く。

《よろず屋》は、品物の中から取り出した煙草たばこの葉の入った箱を放り、慣れた手つきでそれを受け取った農夫は店を出て行った。

「ジョニーさんは、ああして物ぶつ々ぶつ交こう換かんで商品を売っているんですよ」

　クレイルの説明にルノアリアがうなずいていると、ふたたび客が現れた。

　ぼうっとした態度で歩いてくる、変わった型のドレスを身につけた女は──。

「ライア、こんにちは」

　ルノアリアが挨拶すると、ライアは頭にかぶったとんがり帽子をちょっと持ち上げてみせる。フィンスタニスでは《酔よっ払い魔女》と呼ばれている彼女はふらりとカウンターに近寄り、怪しげなキノコをひとつ置いた。

　目にも鮮あざやかな紫むらさき色の、毒々しいキノコだった。

　それに視線を落としたジョニーは、切れ長の目をより細めただけで、特に感想も漏らさず立ち上がる。商品棚から酒さか瓶びんを一本取り出し、キノコの隣に置いた。

　物々交換というが、これはあまりに価値が釣り合っていないのではないか？

　ふたりの取引に釈然としないルノアリアをよそに、ライアは受け取った酒瓶を手に、店の隅にどかりと腰を下ろした。

　床に直接尻しりをつけたお行儀の悪さを咎とがめることなく、店主のジョニーはライアに小さな杯さかずきを放って尋ねた。

「あんたが直じき々じきに、ここまで酒をたかりにくるとは珍しいな。ロゼはどうした？」

　杯を受け取ったライアは、その場で酒を開かい封ふうしながら淡たん々たんと答えた。

「仕事だよ。しばらく戻らないって」

　ライアは、ロゼの動向を把握しているらしい。

「ねえ、クレイル。やっぱりライアとロゼは、お付き合いしているのよね？」

　ルノアリアの耳打ちに、正否を返さず、クレイルはやんわりと矛ほこ先さきを変えて問い返した。

「ルノアリアは、恋愛ごとにご興味がないと思っていたのですが？」

「ええ、わたし自身の恋愛についてはね」

　ルノアリアは伯爵家の娘に生まれたからには、家の安あん寧ねいのため、領地のために、ふさわしい相手と婚こん姻いんを結ぶことは自分の使命であると固く信じている。だから、彼女にとっては『恋愛』というものは、いつだって現実味のない他ひ人と事ごとのお話だ。

「それでも……ご夫婦や恋人が仲良くしているところを見ると、素敵だわ、って思うのよ」

　自分の両親の関係が冷えていたせいだろうか。睦むつまじい夫婦や恋人同士を見ていると、憧あこがれるような讃たたえたいような、あたたかな気持ちになるのだ。

　そう、仲のいいふたりを見ていると──。

　ふいに脳のう裏りに蘇ったのは、クレイルとベルティナが仲良くじゃれ合っている光景だった。

　あの不可解な、胸を針で刺されたような感覚がまたしても襲おそってきて、思い出せば思い出すほど、ちくちくを通り越し、ずきずきと痛みはじめる。

　そして、痛みと共に覚えるものは、深い虚きよ無む感かんだった。

『僕がお仕えしているのは、世界であなたおひとりだけ』

　さっきはクレイルが、そう言ってくれて嬉しかった。

　嬉しかったはずなのに──今、こんなにも虚しいのは、なぜだろう。

　ルノアリアとクレイルは、主従関係。

　ベルティナとクレイルは、恋愛関係。

　いくらクレイルが優しい言葉をかけてくれたとしても、それはルノアリアがあるじであるからだ。ベルティナに与える言葉とは、根本的に違う。

　当たり前のことなのに──。

　なにかに似ている、この虚しさ……ああ、そうだ。きっとフィーがお菓子に心を満たされなかったことに似ている。ならば、どうすれば自分の心は満たされるというのだろう？

　痛む胸が痺しびれを訴え、今度は虚きよ脱だつ感かんが襲いくる。

　その場にへたり込みたい衝動に襲われ、ルノアリアは傍らの壁かべに手をついた。

「ルノアリア、どうしました？」

　クレイルに声をかけられ、肩を震ふるわせたルノアリアは懸けん命めいに平静を装う。

「……なんでもないわ」

　ルノアリアはこの『虚しさ』について、それ以上考えることを自らに禁じた。

　理性が警告を発していた。

　気持ちが、決して行きついてはいけない場所にたどりついてしまう、と。

　そもそも、姿は美しく、従者として優秀で、心まで美しい完かん璧ぺきなひとが、この自分に精いっぱい仕えてくれているというのに──『虚しい』だなんて、思い上がりも甚はなはだしい。

　──クレイルとベルティナさんを、祝福しましょう。

　ストライサ家の『残念な妹』であるルノアリアは、どんなに求めても決して手に入らないものがあることを、身に染みて知っている。

　そして、なによりもルノアリアは今、フィンスタニスの領主なのだ。

　誇り高い『ロワの女王』の娘でもあるのだ。

『上に立つ者はいつでも堂々としてまっすぐ立っておかねばならん』

　──知っているわ、《釣りじい》さん。

『ロワの女王』と呼ばれた母こそが、そう生き抜いたのだから。

　ルノアリアは今まさに、領民たちの前に立っている。意識を切り替え、背筋を伸ばし、《よろず屋》店主のジョニーに問うた。

「このお店は、フィンスタニスでは赤字と言うけれど──」

　明らかに価値の釣り合わない品を商品と交換していれば、確かに儲けは皆かい無むだろう。さらに、このカタギらしくない風ふう体ていのジョニー。

「赤字の埋うめ合わせは、どうしているのかしら……疑うわけではないけど、街ではどうやってお金を稼いで、フィンスタニスに還かん元げんしているの？」

　たとえ、フィンスタニスに益えきをもたらしていたとしても、よそで罪を犯おかしているとなれば一大事だ。領主として見逃せることではない。

　真剣なルノアリアに対し、《よろず屋》は額ひたいを押さえながら肩を震わせた。くく、と喉から笑い声が漏れる。

　──まさか、本当に悪事を働いている!?

　クレイルは困ったようにほほえみ、笑うジョニーに代わって答えた。

「安心してください、ルノアリア。ジョニーさんは、法に触れることは、なにもしていません。彼は凄すご腕うでの賭と博ばく師しなんですよ」

「賭博師って、賭かけごとでお金を稼ぐひとよね？」

　悪事ではなくても「まっとう」というわけではない。どうりで、彼からはアウトローな香りがするわけだ。

「ジョニーは街に出て、しかるべき胴どう元もとのいるお店で仕事をしているんだよ。きちんと税金を納めている賭博場でね」

　歌うように、《詩人》は補足を続けた。

「ジョニーがこの《よろず屋》でお客から受け取った野菜は、フィンスタンスの食堂に持って行く。それで食堂で食事をさせてもらうって寸法さ。ぐるぐる回ってフィンスタニスに還元される。《よろず屋》としては、儲けなしの大赤字」

「どうしてそこまでして、このお店を続けるんですか？」

　ルノアリアに問われたジョニーは肩をすくめて、低く答える。

「フィンスタニスという舞ぶ台たいに上がっちまったからには、踊おどらねばならないだろう。踊りの輪に入れない人間は、ここに長く残ることもない。ステップを踏むことに飽あけば、舞台から降りていく。──それがフィンスタニスという場所だ」

　以前、住民たちから教えられた。未来を見つけたものは、このフィンスタニスから出ていくのだと。それが、ここにいる面々にも当てはまるのならば──。

「ジョニーさんも、『踊り』に飽きたらフィンスタニスから出て行ってしまうの？」

「ああ、そういうことになる」

「《詩人》さんもなの？」

「わたしは歌って踊れる《詩人》だからね。そうそう舞台から降りる気はないよ」

「ライアは？」

　目ま深ぶかにかぶった帽子のつばを持ち上げ、ルノアリアを見たライアは、淡々と答えた。

「……あたしは、はなから踊りゃしないよ。墓場で踊るなんざ、悪あく趣しゆ味みな話さ」

　ルノアリアは、この酒飲みで怠たい惰だな魔女に、ちょっぴり呆れた。

　少なくとも、怪しいキノコとお酒を交換してくれるような場所は、酒飲みにとっては墓場どころか天国のように思うのだが──。

「ライア、あなたは前にもフィンスタニスが墓場だなんて言ってたけれど、ここはお墓なんかじゃないわよ。ちょっと変わったところだとは、わたしも思うけど」

　なにしろ、住民たちは畑や家などの土地を「てきとーに分け合っている」ようなひとたちなのだ。フィンスタニスの慣習は地に足がつかず、特とく殊しゆで不安定なものである。

　それでも、奇き跡せき的てきに彼らの生活は大きなトラブルもなく回転している。

　精霊も魔物も存在する、常識のない領地だから成り立っているのか否か、ルノアリアにはさっぱりわからない。けれども、ルノアリアは領主としてフィンスタニスを根本から整理しよう、とは考えていなかった。

　住民たちの声を聞き、改善するべきところがあれば、少しずつ変えていくべきだと考えている。

「ライア、あなたにはもしかして、なにか悩なやみごとがあるのかしら。だから、『墓場』だなんて寂さびしいことを言っているの？　困っていることがあるの？　わたしで力になれることがあるのなら、言ってちょうだい」

「……そうだねぇ」

　ルノアリアの真剣なまなざしから逃れるように、帽子のつばで顔を隠して、ライアは答えた。

「こうやって、会うたびに『ここは墓場じゃない』って、あたしに教えてくれてりゃ、それでじゅうぶんさ。それと、そこのジョニーがフィンスタニスから出て行かないようにしとくれ」

　ジョニーが声を立てずに笑った。

「なるほど、酒をたかる相手がいなくなっちまうからなぁ」

　ふたりの軽口に、ルノアリアは「あら」と眉をひそめる。

「そうだわ。ジョニーさんがいなくなったら大変よね。フィンスタニスで、お買い物ができなくなるってことだもの」

「そのときのことを考えるのは、ご領主様、あんたの仕事だ」

「ええ。でも、今の状態でも、補助をしないといけないわよね。月末に収支を報告してもらえたら、できる限り、こちらで資金援えん助じよを考えるわ」

　若き領主の提案に、隻せき眼がんの《よろず屋》は「必要ない」と首を振る。

「あんたは、自分の踊りのステップを踏むことだけを考えていれば、それでいいさ。あんたが舞台を降りる、その日までな──」

　ジョニーは、ふと思い出したように手元の札ふだから視線を上げた。

「そういえば……ご領主様、街の酒場で噂うわさを聞いたぜ。しょうこりもなく、精せい霊れい狩がりをしようという馬ば鹿かがいるらしい」

《詩人》のハープが鳴りやみ、クレイルはわずかに息を吞んだようだった。ライアは黙って酒をあおっている。

　店内の空気が一変したことを不思議に思いつつ、ルノアリアは疑問を口にした。

「クレイル、精霊狩り──というのは？」

「カエルの親分さんが言っていたことを覚えていますか。精霊を食べると、永遠の命が手に入るという迷信があると。そういう迷めい妄もうのせいで、いまだ精霊を欲しがる好こう事ず家かがいるのですよ」

　説明をするクレイルを横目で見ながら、ジョニーがルノアリアに向けて言った。

「気をつけてやってくれ。精霊だけでなく、亜精霊も標的にされかねん。クレイルも狙ねらわれるかもしれんぞ」

「精霊狩人かりゆうど、というひとたちは、カエル親分さんや、クレイルまで食べるというの……？　ダメよ、そんなこと絶対に許さない！」

「カエル親分さんはともかく、僕に関しては食べられることはありませんよ。心配には及およびません」

「でも──」

　真まっ青さおになるルノアリアに、クレイルは苦く笑った。

「ジョニーさん、あまりルノアリアを脅おどかさないでください」

　ロン、とハープを鳴らして、《詩人》が口を挟んだ。

「精霊狩人が現れるのは、なにも今回が初めてじゃないんだよ、お嬢さん。悪名高いフィンスタニスには、たまに精霊や亜精霊を目当てに訪れる連中がいるんだよ。ロゼが谷中にわざと魔物をうろつかせていたのは、貴族たちだけではなく、そういう輩やからを追い返すためのものでもあったんだ」

　しかし、今は集落には魔物が減り、安全性が上がっているのだ。

「これまでは、ロゼが怒いかり狂くるって追い返したり」

　そのロゼは、仕事でしばらく帰ってこない。

「あんまり目に余る乱暴者が来た場合は、住民たちで追い返したりもした」

　それでは、領民たちを危険な目に遭あわせてしまうではないか！

「なにも知らないよそ者はこの谷に不案内だから、いかにも精霊がいそうな森に下調べもなく入ってしまう。そこで魔物に遭い、逃げ帰る。そのパターンが一番多い」

　森の結けつ界かいが強化され、魔物が出る範はん囲いが狭せばめられていると《森番》が言っていた。

　なんてことだろう……ジョニーの言うとおり、今こそ、ルノアリアが対策に乗り出さねばならないときだということか！

　拳を握りしめ、決意を固めるルノアリアはふと気づく。

　クレイルの様子が、少しおかしいようだった。

　いつもの笑顔は憂うれいにくもり、金色の瞳には暗い色が差している。

　──クレイル、精霊狩人のことが怖こわいんだわ……。

　なにしろ彼は、貴族夫人たちに競せり落とされそうになったことがあるのだ。

　──わたしの領民を売り買いして、あまつさえ食べようだなんて……とんでもないことだわ！

「クレイル！　さっそく領主館に帰って、対策を練るわよ！」

　激しい怒りに、ルノアリアが使命感をいっそう燃え上がらせていると、またも来店者が現れる。

　店に入ってきたのは、フィンスタニスで唯ゆい一いつの《医者》だった。

　やせぎすの身体からだに白衣を着た彼は、右半身を灰色の痣あざに覆われている。

　この《医者》には以前、魔物の牙きばにより傷を負おったフィーを診みてもらった。

　ルノアリアは、彼にフィーの怪け我がの経過を報告した。

「先生の処方してくださったお薬がよく効きいたみたいです」

　おかげで、フィーの肩の傷はほとんど跡あとを残すことなく治なおりつつある。

　ルノアリアの礼に対して、「そうか」と、そっけなく応じた愛あい想そうのない《医者》は、カウンターの上にジョニーの依い頼らいで処方したという薬を置いた。

　代わりに分ぶ厚あつい書物を受け取り、ふと、紫色の怪しいキノコに目を留とめる。

「これも、もらおうか」

　驚おどろき顔のルノアリアに、《医者》は薄く笑って言った。

「……このキノコは痺れの毒にも、沈ちん痛つうの薬の材料にもなる。フィンスタニスでしか手に入らない、最高のものだ」

　フィンスタニスは、旧世界に近しい魔力に溢れる不思議な場所なのだ。その影響を受け、植物の発育が外とは違い、キノコや薬草などの効能も、ここでしか得られないものが多いのだと《医者》は説明をしてくれる。

「ライア、さすが魔女なのね。ただの不ぶ気き味みなキノコだとばかり思っていたけど──あなたには、貴き重ちようなものだってわかっていたのね！」

　ルノアリアは、ライアのことをあなどっていたわ、と見直した。しかし、当の魔女はだらしなく片足を引き寄せながら、退屈そうにあくびを嚙み殺す。

「ふーん。そうなのかい……？　どんぐり持ってくるよか、まだそっちのが色かたちが珍しいと思って採ってきたんだけどねぇ」

「…………」







《よろず屋》を出たルノアリアは、夕食の食材を受け取りに行くというクレイルと別れて帰宅することになった。

　領主館までの道のりは、麦わら帽子の《詩人》に送ってもらうことになる。

《詩人》は、道すがらゆるゆると詩を歌う。

　歩きながらなので無む伴ばん奏そうだが、それを感じさせない彼の歌声は魅み惑わく的てきだ。

「これはね、魔除けの歌なんだよ。ひとの心に勇気を与える歌なのさ」

「もしも《詩人》さんが、ばったり魔物に出くわしたら、どうするの？」

「逃げるよ。きみをさらってどこまでも！」

「わたしをさらったりしても、逃げ足は変わらないと思うけど……」

　真ま面じ目めに口を挟むルノアリアに《詩人》はきょとんとした。

「あれ……お嬢さん、この詩を知らないかい？」

「それ、歌詞だったの？　知らないわ。『さらう』ってことは、『ロワの女王誘ゆう拐かい事件』みたいに、誰かが誘拐される詩なのかしら？」

《詩人》は「違う違う」と、苦笑して答えた。

「これは、精霊と人間との悲ひ恋れんの詩の一節なんだよ。許されざる恋をした精霊と、人間の姫君のおとぎ話をもとに作られたんだ」

「そのお話、詩として歌われてもいたのね……。ねえ、《詩人》さん。精霊と人間のお話で、悲恋じゃない詩が聴きいてみたいわ」

「残念だけど、わたしはひとつも知らないなぁ。そもそもこの詩、けっこう寓ぐう話わ的てきっていうか……『精霊にたぶらかされちゃいけません』って戒いましめが含ふくまれているからね」

「どういうこと？」

「……んー」

　麦わら帽子のつばを所在なげに触りながら、《詩人》は言った。

「人間と精霊が恋をして、その結果として亜精霊が生まれるとするよ？」

「ええ」

「……亜精霊として生まれても、幸せに暮らしたってひとは少ないんじゃないかなって、わたしは思う。魔力の薄い世界で過ごすのはつらいし、寿じゆ命みようが極きよく端たんに長かったり、短かったり。ジョニーの話みたいに、精霊狩人に狙われたり。それに、ひとと精霊は価値観が違うからね。ひとの世で亜精霊が暮らしていれば、ズレが出ることだってある」

　ルノアリアは、亜精霊であるクレイルの、生気を欠いた人形のような表情を思い出していた。彼もフィンスタニスに来る前は、つらい思いをしていたのだろうか。

　王宮では牢に入れられ、競りにかけられそうになり、魔法使い協会には差別によって魔法使いとは認められない。

　クレイルのことを想うと、目の奥がじわりと熱くなり、涙なみだがこぼれそうになるが、ぐっと奥歯を嚙みしめてそれをこらえる。

『ロワの女王』と呼ばれた母が、教えてくれた。

　どんなに恐ろしいものが襲ってきて、領民の誰が泣いたとしても、領主だけは決して泣いてはならない。

　そうだ、泣いている場合ではない！　領主の仕事は、領民を護ることなのだから。

「《詩人》さんは、亜精霊について詳くわしいのね。クレイルと仲がいいの？」

「うん。クレイルとは、一緒に街に出稼ぎに出ることもあるからね」

　初耳の事実にルノアリアが驚いていると、《詩人》が意外そうに首をかしげた。

「こういうこと、クレイルはあなたに話さない？」

「……ええ」

　──やっぱり……わたし、クレイルのことをなにも知らないんだわ。

　しょんぼりするルノアリアに、《詩人》が明るく言った。

「確かにクレイルは、自分のことをあまりしゃべりたがらないよね。あのとおり、ただでさえよく目立つひとだから、その反動かもしれないな。彼が街中に出ると人目を引きすぎるから、外がい套とうのフードを下ろしたままでリュートを演えん奏そうするくらいだし。まあ、姿を隠してみたところで、彼が一緒にいるとお客さんへのウケが全然違うんだけど」

「クレイル、歌もリュートも上手じようずだものね」

「歌や演奏の腕もあるけど、ひとを強く惹きつける力は、炎の精霊の性質みたい」

　クレイルが、自分についてなにも明かそうとしないのは、ルノアリアに対してだけではないらしい、ということはわかった。

　しかし、ベルティナは、クレイルのことをなんでも知っているようだった。

「ねえ、詩人さんは、クレイルの年齢を知っている？」

「年齢？　そういえば、はっきりとは聞いたことがないなぁ」

「そう……」

　仲のいい《詩人》さえ知らないことを、ベルティナは知っている。やはりクレイルにとって彼女は『特別』ということで──。

　──いけない。わたし、また、ベルティナさんを羨うらやんでる……。

　ふたりのことを祝福しようと、決意したばかりなのに。

「どうしたんだい、お嬢さん。今日は元気がないみたいだけど」

「そ、そんなことないわよ！」

　虚きよ勢せいを張ってつん、と顎あごをそらしてみせたルノアリアに、《詩人》の麦わら帽子の奥の瞳が優しく笑い、節をつけて歌いだす。





　　元気を出して、お嬢さん

　　暗い顔では、魔物が食べにくる

　　夢まぼろしのフィンスタニス

　　夢見が悪いか、バラ色か

　　すべてはあなたの心しだい！






　──そうね、落ち込んでる場合じゃないわ！

　領民であるクレイルの幸せを願うことは、領主の務つとめだというのに──彼にとって大切な女性を妬ねたむなんて、本当にどうかしている。

　立派な統治者にふさわしくない、醜い感情を吹き飛ばすべく、手の甲を口元に当て、ルノアリアは高らかに笑った。

『領主は旗である』と、《釣りじい》さんが言っていた。

　今こそ、みなに示さねばなるまい！

「おーほほほ！　精霊狩人だかなんだか知らないけど、このわたしの領民には指一本手出しさせなくてよ！」

「んー、いいね！　それでこそ、《フィンスタニスの小さな女王レネツト》だ」

　さすがはお母様リスペクトの高笑い。だんだんと腹の底から勇気の湧いてきたルノアリアは、張りきって拳を振り上げる。

「さっそく不審人物には気をつけるように、谷のみんなに広めて回りましょう！　そうだわ、詩人さん。詩を作ってくれないかしら。『怪しいひとを見かけたら、すぐに領主館に通報してください』っていう内容で」

「知らせて回るのはわかるけど、歌って回るっていうのは……けっこう怪しいよね」

「そんなことないわ、詩人さんがいつもやってることと、同じじゃない」

　麦わら帽子とほっかむりという格好自体が、すでにじゅうぶん怪しいのだから。

「……わたし、そんなにいつも怪しい？　まあ、帽子を室内でかぶるのはマナー違い反はんだとは思うけど……ん？　詩を作るだけじゃなくて、歌うのもわたしがやるの!?」

「フィンスタニスいちの歌声を持つ《詩人》さんの歌ならば、誰でも聴かずにはいられないでしょう？　あなたの美声が必要なのよ。防犯広報の役を任されてくれないかしら」

「上げたり下げたり、忙いそがしい方だなぁ」

「お願いっ、働きは『賦役』ってことで、帳簿につけておくから！」

　ちゃっかりしたルノアリアのお願いに、《詩人》は苦笑する。

「わたしは自由を愛する者。『役』と名のつくものは、どうにも苦手なんだけど……フィンスタニスの民としての務めというならば、いたしかたないことだね。かしこまりましたご領主様、この《詩人》、あなたのために歌いましょう！」
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　領りよう主しゆ館かんに戻もどったルノアリアは、さっそくベルティナをつかまえて『精せい霊れい狩人かりゆうど』について知らせた。

　魔法使い協会執しつ行こう部ぶの彼女ならば、亜あ精せい霊れいをめぐる犯罪に対して有効な権限を持っているか、そうでなくてもよい対たい策さくを知っているのではないかと考えたのだ。

「協会に権限？　有効な対策？　ないわよ」

　あまりにもきっぱり言いきられて、ルノアリアは啞あ然ぜんとした。

「そ、それならっ！　もしも彼らが連れ去られたら、どうするんですか!?」

「実際にさらわれちゃったら、わたしたちにできることは事後処理だけね」

「事後、処理？」

「協会は、連れ去られた後じゃないと動きようがないのよ。たとえば、そうねぇ……ルノアちゃんが宝石を持っていたとするわよ？　それを狙ねらうドロボウがいるって情報が入っていたとしても、できることは盗ぬすまれないように自分でカギをかけた箱に入れておくとか、常に身につけておくとか、そんな対策だけでしょう？」

　ルノアリアは、ショックに青ざめながら首を振る。

「クレイルは、宝石ではありませんよ」

「そうよねぇ。そのとおりなんだけどぉ……」

　ちろ、とクレイルのほうを見たベルティナは、ルノアリアに囁ささやく。

「ねえ、ルノアちゃん。最近、亜精霊の数自体減っちゃったから、これは知ってるひとが少ない話だけど──魔法使い協会と、エンデ国との間にある法ではね、亜精霊は『人間』ではなくて、『物』ってことになっているのよぅ」

「な──なんですって!?　ひ、ひどいわっ、クレイルは人間よ！」

　他でもない、自分の恋人を『物』だなんて……！

　憤ふん慨がいしたルノアリアは、なおも抗こう議ぎしようとし──ぎくりと口をつぐむ。

　こちらを見み据すえるベルティナの目は、別人のように冷さめていたのだ。

「法の上ではそうなっているのよ。これはずいぶん昔のお話なんだけど、亜精霊の数がどっと増えた時期があって──」

　容姿は美しく、不思議な魅み力りよくを持つ亜精霊は闇やみで売買されていたのだと、ベルティナは淡たん々たんと説明した。闇取引のあまりの横行に、魔法使い協会は関知した亜精霊いっさいを協会の『所有物』として、徹てつ底てい管理することにしたのだと。

「『所有物』だなんて──」

　あまりの実態に、小さく震ふるえるルノアリアの肩かたを、クレイルがそっと支えた。

「亜精霊が『協会所有』という立場にあるのは、『亜精霊を保護する』ことを目的とした、あくまで建たて前まえなんです」

「クレイル──」

　見上げると、クレイルの金色の瞳ひとみがルノアリアを励はげますようにほほえんだ。彼こそがつらい立場に置かれているはずなのに。

「僕は協会に感謝しているんですよ。亜精霊を保護する仕事は、手間も労力も膨ぼう大だいにかかるのに、それでも彼らは亜精霊を見捨てることなく、保護を続けてくれています。ベルティナの一族は代々、その任を預かっているんです。彼らがいなければ、亜精霊の売買はいまだ横行していたことでしょう。それに、僕に対して国王陛へい下かが下された刑から逃のがれるときにも、この協会法は大きな盾たてになってくれましたし──」

「エンデの国王は、魔法使いに対して割と敬意を払うほうだからね。国によって、扱あつかいが違うけど」

　へろりと笑ったベルティナの態度は、元の軽けい薄はくなものに戻っていた。

「あたしたち魔法使い協会の主な仕事は、領主や地主と契けい約やくして、各地の飢き饉きんを解消することなのよぅ。雨を降らせたり、耕こう地ちの栄養状態を調べてみたり。とにかく地味なのね。その土地の住民に接せつ触しよくして、うっかり祭事に呼ばれちゃったりしたら大変だから、付き合いもこっそりひっそり、ほんの一部の人間としか会うこともないし……その証しよう拠こに、ルノアちゃんは伯はく爵しやく家けのお嬢じようさんなのに、魔法使いになんて一度も会ったことないでしょう？」

「どうして、こっそりひっそりなんですか」

「昔、いろいろあってねぇ。ま、権力が絡からむと、制限をかけないといけないことが増えちゃうわけよん」

「でも……こそこそしなきゃいけないなんて……ベルティナさんたちは、悪いことをしていないんでしょう？」

　ベルティナは、苦くほほえんだ。

「大きなものからなにかを護まもり続けるって、嫌いやになるくらい地道なものよ？　油断してたら、あっという間にさらわれちゃう。もしも、本気でフィンスタニスを護るつもりがあるのなら、油断しないでちょうだいね、ご領主様」

　なにやらはぐらかされた気がするが──ルノアリアは、ベルティナの言葉を励ましだと受け取る。

　領主として『地道』な対策を展開していこうと、心に決めたのだった。







　ルノアリアは、さっそく翌よく朝あさから、見回りを兼かねてフィンスタニスの集落で「普ふ段だん見かけない不ふ審しん人物を見つけたら、すぐに領主館まで通報してください」と呼びかけてまわる。

《詩人》のほうは、ルノアリアが普段あまり足を向けることのない食堂周辺や、よろず屋の周辺で呼びかけの詩うたを歌ってくれているらしい。

「《詩人》さん、領主館の方面には歌いに来てくれないのね──」

　ルノアリアのつぶやきを聞き、なぜかクレイルがぎくりと肩を動かした。

「えっ、ええ！　そうですね……！」

　最近、どういうわけか《詩人》のことを話題に出すと、クレイルは周まわりを見回す。

「《詩人》さんが領主館の周りで歌わないのは、ルノアリアがいらっしゃるから、こちらのほうの呼びかけはぬかりないだろうと踏ふんだのでしょうね」

「そうなの……でも、なんで小声になるの、クレイル？」

「ああっ、ほら！　ルノアリア、もうすぐみなが集まる時間ですよ！」







　晴天の下もと、ルノアリアは領主館の庭に亜精霊たちを招しよう集しゆうしていた。

　大きな体たい軀くを小さくし、《森番》が膝ひざを抱かかえて下草の生はえる地面に座る。彼を中心に、右脇に、小さなニナがちんまりと膝を抱えて座っている。左脇には、なぜかフィーの姿があった。

　亜精霊でもないフィーであるが、まなざしは真剣だ。どうやら、ルノアリアの領主としての活かつ躍やくを、応おう援えんをこめて見守ってくれるつもりらしい。

　ルノアリアは、照れ隠かくしに空から咳せきをひとつ。

「精霊狩人と呼ばれる悪いひとたちが、あなたがたを狙っているという情報が入ってきています。連れ去られることのないよう、日々の注意を怠おこたらないでください」
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　まるで画家が絵を描くキャンバスのように、大きな木の板をイーゼルの上に立てかけたものに、木炭でカリカリと書き記す。





　◎知らないひとにはついていかない

　◎知らないひとの馬車には乗らない

　◎食べ物をもらってもついていかない






「いいですか、知らないひとには絶対についていかないように！　たとえば──」

　突然、ルノアリアは小さなニナの両肩を摑つかんだ。

「ニナちゃん、大変よ！　あなたのおじい様が急に倒れたの！　今すぐ一緒に来てちょうだい！」

「…………!!」

　噓うそを真まに受けたニナの藍あい色いろの瞳が、大きく見開かれ、みるみる潤うるみはじめる。

　ぎょっとしたルノアリアは、慌あわてて手を振った。

「違うのよっ、ニナちゃん！　これは、誘ゆう拐かい対策の訓練なの。たとえばのお話なの！」

　大おお粒つぶの涙なみだを落としながら、ニナはまばたいた。

　ハンカチで彼女の柔やわらかな頰ほおをぬぐうと、ルノアリアは言い含ふくめる。

「こういう噓のお話にも、惑まどわされないようにするのよ。いつでも自分を失わず、冷静に行動することを忘れないで。あなたが連れ去られたら、それこそ、おじい様はつらくて悲しくて病気になってしまうかもしれないわ」

　ニナは、悲しげにルノアリアを見上げた。

「じっちゃ、死ぬん……？」

「あなたのおじい様は、お元気よ。今頃、近くの川で釣つりをしていらっしゃるわ」

「じっちゃ、元気？」

「ええ、お元気よ。そういうふうに、まずは仲のいいひとにお話が本当かどうか確認をとるの。ニナちゃんは、フィンスタニスでは誰と仲良しかしら？」

　ニナは、頭に乗っていたカエルを小さな手で摑んで差し出してみせた。

「そう。カエル親分さんと仲良しなのね」

「愚ぐ問もんだぞ、娘むすめ。ニナはわたしと、あのじいさん以外は誰にも懐なつかんのだからな」

　カエルが悪態をつくが、ニナのもう片方の手は、ルノアリアを指し示す。

「なかよし」

「あら、わたしと？」

　ニナはこっくりとうなずく。ルノアリアを見つめる無む垢くな瞳は、ただの『ごはん』に向けるものではないように感じられて、胸が熱くなる。

　──この子は、よそからやってきた私を信しん頼らいしてくれているんだわ！

　ますますルノアリアは、領主としての使命感に燃え上がった。

　ニナの養い親である《釣りじい》にも、この子を託たくされているのだ。できることをすべてやり、護ってやらねばなるまい。

「ニナちゃん、普段から外に出るときは、ひとりきりにならないようにして注意しましょうね。……あら、困ったわ。《森番》さんは、ひとり暮らしなのよね」

　それ以前に、普ふ通つうならばこの大男を誘拐すること自体が不可能に近い仕事だと考えそうなものだが──亜精霊を護らねば、と燃えるルノアリアは、あくまで真剣だ。

「《森番》さん、もしよかったら、しばらく領主館に留とどまって、騒そう動どうが収まるのを待ちませんか？」

　そうすれば、彼を気に入っているフィーも喜ぶに違いない。

　しかし《森番》は、ゆるゆると首を横に振って辞した。

「森では結けつ界かいを見張る役目がある。長く離れていられない」

「そうなの……なにか困ったことや危険な目に遭あいそうになったら、すぐに領主館ここへ来てくださいね」

　ふと思いついてルノアリアは、従者であり、友人であるフィーに提案する。

「そうだわ！　フィーちゃん。これから定期的に、《森番》さんを訪問してほしいんだけど──オルキアさんと一緒に、その役目を引き受けてくれないかしら」

　フィーの瞳がきらめいた。

「わかりました、ルノアリア。このフィー、命に代えても」

　彼女の、行きすぎがちな表現にはすっかり慣れているので、ほほえんでうなずいた。

「あまり無理しない程度にね」

　フィーは適任者であるし、そもそも誇ほこり高く働き者の彼女に、ストレス解消のため「森に遊びに行ってらっしゃい」とただ言ってみても、なかなか首を縦に振らないに決まっているのだ。

　いい口実ができて、ルノアリアはほっと胸を撫で下おろす。

「ニナちゃんには、おじい様がいるからひとりではないけれど──」

　子供とお年寄りだけでは、心もとない。

「ニナちゃん、おじい様と一緒に、領主館にお泊とまりする？」

　ルノアリアの提案に、ニナは全身をイヤイヤと振った。

　ニナの手に握にぎられたカエルが、息苦しそうに説明をする。

「ニナは、二百年も海中で眠ねむっていたんだ。そうそう海辺から離れたがらないぞ」

「あら、それなのに今日は領主館まで来てくれたのね？　嬉うれしいわ！」

　ルノアリアはにっこりほほえんで、ニナの白はく銀ぎん色の髪かみを撫でる。

　想像もつかないほどの長い月日を眠ってすごした娘は、安心しきってルノアリアに寄り添そう。

　ふたりの様子を半はん眼がんで見つめていたカエルが、やがて不ふ機き嫌げんそうに申し出た。

「ふん。ニナに危険が迫せまれば、このわたしが知らせてやる。その代わり……きちんと、ニナを人間どもから護るのだぞ」

「まあ、ありがとう！　頼たのもしいわ、親分さん」

　ルノアリアにほほえみを向けられたカエルは、大きな口をあんぐり開けて呆あつ気けにとられたようだった。

「どうしたの？　カエル親分さん」

「むぅ……なるほどな、ニナが気に入るわけだ」

「え……？」

「ふん！　精霊が、人間の『喜びの心』に釣られるような、浮うわついたものばかりだと思うなよ。わたしはもとより、人間など好かんのだ。だが……あんたの心は、その……なかなか悪くない。し、しかし、少しばかり『おいしい心』を持っているからといって、調子に乗るでないぞ!?」

　ニナの手の内で、カエルは水かきのついた脚あしで平泳ぎのフォームをとっている。

　無意味な行動は、どうやら照れ隠しのようだった。

　ルノアリアは、後ろのほうで傍ぼう観かんしていた魔法使い協会の魔女を手て招まねいた。

「では、亜精霊誘拐対策特別顧こ問もんのベルティナさん。助言をいただけますか？」

　長ったらしい称号に遠い目をしていたベルティナは、五秒ほどの沈ちん黙もくの後、言いきった。

「ないわ」

「ベルティナさんは、亜精霊を保護することがお仕事なんですよね!?　せめて、彼らにできる自じ衛えいの助言を──」

　食い下がる領主に、特別顧問のベルティナは半笑いで首を振った。

「助言もなにも……あたし、正直言って亜精霊の誘拐なんて、たいして心配してないんだもの」

「……どういうことですか？」

「だって、ここは他でもない、フィンスタニスよ？　そりゃ、外の世界では事情が違うわ。亜精霊たちは慢まん性せい的てきに魔力不足で弱ってる。新しん鮮せんな空気を求めてお魚がパクパク水面に顔出すみたいな状態なのよ。……で、代だい価かエネルギーとして、彼らはみんな人間の『喜びの心』で補おうとするわけ。そんな事情で、亜精霊には楽士やら歌手やら、ひとを喜ばせる芸げい事ごとを磨みがくひとが多いのよん」

　楽士として活動していたクレイルも、そのひとりというわけか。

「でも、それは魔力の薄うすい現世界での話よ。フィンスタニスは魔力に溢あふれてる。力がじゅうぶんみなぎった亜精霊に喧けん嘩か売るなんて、海中で人食いザメに挑いどむのと同じくらい無む謀ぼうだわぁ」

　ベルティナが笑う一方で、ルノアリアは冷や汗を流していた。

　炎ほのおの精霊と化した、赤い髪のクレイルの姿が脳のう裏りに蘇よみがえっていたのだ。

　人食いザメ。それはなかなか、言い得ている。

　ルノアリアは実際に、乱暴者になった赤い髪のクレイルに牙きばを突き立てられ、食べられてしまうのでは、と危機感を覚えたことがあるからだ。

　ちろりとふたりの亜精霊たちに視線を移す。

　まさか、こんなにもおだやかな《森番》や、かわいいニナが凶きよう暴ぼう化かするだなんて──想像もつかない。

　けれど、あの優しいクレイルが、あれだけの変へん貌ぼうを遂とげたのだから──。

　ぐるぐると考え込むルノアリアの手の甲に、ひた、と冷たいものが触ふれた。

「きゃああっ!?」

　驚おどろいて悲鳴をあげるルノアリア。その手を取っていたのは、ニナだった。

　不安げに眉まゆをひそめて見上げてくる、小さな娘の藍色の瞳に、ルノアリアはぱっと口元を押さえた。

　炎の精霊にとらわれたクレイル──彼は、自分が人間として認められないことにひどく傷ついていた。あのときのクレイルの表情と、自分を見上げるニナに、ルノアリアは同じものを見てとったのだ。

「大きな声を出して、ごめんなさいね。少しびっくりしちゃって」

　くるりと首をかしげたニナは、気にしていないということを示すためだろうか、ルノアリアの手に頰をすり寄せた。

　──そうよ。万が一、この子があのときのクレイルのように暴走したとしても……このわたしが止めてみせる！

　領主としての決意を胸に、ルノアリアは拳こぶしを握りしめた。

「誘拐対策訓練の続きをしましょう。さらわれそうになったときは、周りのおとなに助けを求めるのよ。さっきのわたしの悲鳴より、大きな声を出さなきゃダメね。さあ、ニナちゃん、お手本を見せるから練習しましょう！」







「きゃあああ！　このままでは、悪いひとに連れ去られて朝食のスープにして食べられてしまうわー、助けてー！」

　やけに説明的な悲鳴──というよりも奇声が、平和な谷に響ひびき渡った。

　渾こん身しんのお手本の後、ルノアリアは「はいっ」と合あいの手を入れるが、叫さけび声は続かない。代わりに、ニナのキャッキャとはしゃぐ笑い声が聞こえてくる。

『誘拐対策講習会』から少し離れた木こ陰かげにて、三人の男たちがどよめいた。

「おうおう、あのニナが、笑ってるぜ」

「おれ、笑い声どころか、声を聞いたのも初めてだ。《釣りじい》にだけ懐いて、他人に対しては魚みたいにまばたきもしないで、じーっと見てるだけ。ひと言もしゃべらないもんな」

「難攻不落なお魚娘の笑いのツボをとらえるとは、あんたのとこのお嬢様、なかなかやるじゃねえか！」

　変な角度からの称しよう賛さんは、従者としてはちっとも嬉しくない。

　しかし、一応不敬ではなさそうなので、オルキアは笑顔で受け流すことにした。

　ここは、〝フィンスタニス警備隊（仮）〟の集まりである。

　警備隊（仮）は、総員四名で形成される。

　隊長にオルキアを据え、団員は、本業は賞しよう金きん稼かせぎ──フィンスタニス唯ゆい一いつの飲食店である食堂で、いつも暇ひまそうにしている三人組を、ルノアリアがスカウトしてきたのだ。

　警備隊が『（仮）』としている理由はふたつある。ひとつは、資金不足により常じよう駐ちゆうが難しく、精霊狩り騒動が治おさまれば、解散せざるを得ない。

　もうひとつは、三人の賞金稼ぎたちはフィンスタニスに定住しているわけではなく、《よろず屋》のジョニー同様、街に出たり戻ったりの生活なのだ。

　そもそも彼らは、悪名高いフィンスタニスには「賞金首が潜せん伏ぷくしている」という噂うわさを聞きつけてこの地を訪おとずれた。しかし、ほどなくデマだと判明。

　落らく胆たんしながら、帰りに立ち寄った食堂で出された食事が感動するほどおいしかった──悪名高いフィンスタニスで食事をして帰ろう、という時点で、彼らは変わり者であることに違いない。ともかく、流れ者である賞金稼ぎ三人組は第二の故こ郷きようとしてフィンスタニスに居つくことになったという。

　ラングと名乗る、長身に槍やりを携たずさえた賞金稼ぎが顎あごに手を置きつぶやいた。

「『永遠の命が欲しい』ねえ」

　ルントと名乗る、丸く肥こえた身体からだに曲きよく刀とうを携えた賞金稼ぎが陽気に笑った。

「あはは！　図ずう々ずうしい野や郎ろうがいるもんだな！」

　クルツと名乗る、短身にナイフを使う賞金稼ぎがシニカルに唸うなる。

「精霊を食ったら不死になれるなんざ、本気で信じているのか」

　エンデ国では一般的に精霊自体が『未確認生命体』扱いであり、もしも目もく撃げきしたとでもなれば、一いち躍やく〝時のひと〟か、はたまた〝ほら吹き〟呼ばわりだ。そのようなまぼろしの存在であるからこそ、不老不死という見果てぬ夢を追う者がいるのだろう。

「いつの時代も頭のイカれた神秘主義者は、商売人にはいいカモだ」

「オレらみたいな猟りよう犬けんにとっちゃ、いるかいないかわかんねー『精霊』なんてもん追っかけるのは、恐こわいもの見たさの肝きも試だめしだがな」

　実際、フィンスタニスでは、精霊の光が蛍ほたるのようにそこかしこで飛び回っている。

　炎を自在に操る超ちよう絶ぜつ美青年、水に入れば足がヒレに変わる娘、動植物に愛される巨人、おしゃべりするカエルもいるのだから──。

「慣れって怖こわいよなぁ」

　三人組は肩を寄せ合い、しみじみしている。

「ところで、あんたらは『賞金首』は狩っても、『精霊』は狩らねぇの？」

　冗じよう談だんめかしたオルキアの問いに、三人は顔を見合わせた。

「古参の住民に言わせれば、夢まぼろしの谷、フィンスタニスは舞ぶ台たいで、踊おどりを踊る輪の中なんだってよ」

　ルントは、丸い身体でくるりと回転し、その場でステップを踏んでみせる。

「踊りの輪に入れば、みな踊る」

　ラングはひょろりと長い腕うでを伸ばし、おどけた調子でルントの手をとる。

「踊りに飽あいたら、舞台を降りる──それがフィンスタニスの流りゆう儀ぎなんだと」

　小こ柄がらなクルツは「わかった？」というように、首をかしげてみせる。

　さっぱりわからなかったオルキアであるが、『相手を理解しようとする努力』が尊い、ということだけはわかっている。だから、とりあえず結論づけることにした。

「つまり……ダンスのお仲間売っぱらうヤツは、いないってことだよな」







　ルノアリアの誘拐対策講習を遠巻きに眺ながめながら、クレイルは館やかたの庭に出した長テーブルの上に、お茶とお菓か子しの準備をしていた。

　昔なじみの魔女が、げんなりと肩を落として、クレイルに向かって歩いてきた。

「……あのお嬢様、あれ、ふざけてないわよね。全部本気でやっているのよね？」

「もちろんですよ」

　ルノアリアは、なにをするにもいつだって大おお真ま面じ目めであり、全力で本気なのだ。

　ベルティナは、呆あきれたため息をついた。

「あたし、うっかり言いそうになっちゃったわよ。そんなに亜精霊を外に連れ出されたくなければ、あなたの館の地ち下か牢ろうに放り込んで、封ふうじの魔法でもかけておけば？　って」

「ベルティナ」

　静かに名を呼ぶ、言外のたしなめに「冗談よ」と肩をすくめ、ベルティナは手近な椅い子すに、どさりと腰こしかける。

「だーって、心配になっちゃうじゃない。ルノアちゃんってば、ほんとに純情なんだもの……どこかのヘンクツな魔法使いくんみたいにね。そういえばロゼは、大丈夫そう？　ただでさえ、維い持じが大変なフィンスタニスに、あんなお嬢様まで抱え込んじゃって」

　ロゼがおおいに苛いら立だっていることを知るクレイルは、しかし苦笑して首を横に振る。

「それは直接、ロゼに訊きいてください」

「そんなの無理だって、知ってるでしょ？」

　ロゼは王侯貴族を嫌きらうのと同じくらいに、魔法使い協会をひどく嫌っているのだ。

「情念？　執しゆう念ねん？　たったひとりでよくやるわ──」

　本来ならば、魔界から魔力を引っ張り込む《門》は、魔法使いの総本山である魔法使い協会が管理すべきものである。

　実際、《門》は十年前まで協会の管かん轄かつ下かに置かれていた。

　現在は、一いつ介かいの魔法使いであるロゼが、協会からの援えん助じよを受けずに個人的に《門》の管理を引き継つぎ、一任されている。

　それには公にできない、様々な事情があった。

　魔法使い協会は常に資金が不足しており、高価な貴き石せきを大量に必要とする結界を構築することは難しいし、さらに社会的な問題もある。

　もし、魔法使い協会が、ひとを食らう魔物を生み出す《門》を持っているとなれば……？　魔法使いでない一般人たちの間に、あらぬ誤解を生むことになりかねない。

　ロゼは、エンデ国の王宮をも巻き込み、フィンスタニスをあえて貴族たちの見み世せ物ものにする。

　そのために得た王宮内の協力者──彼の忌いみ嫌う貴族──にもかしずく。

　フィンスタニスから魔物を一匹も出さず、その存在が『他ひ人と事ごと』であるうちは、貴族たちは指をさし、笑って済ませる。

『賭かけの対象』、『ネタ的な地』としての貴族のお楽しみであるならば、フィンスタニスがどんなに気味が悪かろうとも、民衆たちは手出しできない。

　魔法使い協会でのロゼの立場は特とく殊しゆであり、彼に対して否定的な者も一部には存在するものの、協会は基本的に補助する立場に立っている。

　たとえば、ロゼがフィンスタニス維持の資金集めのために魔法を使った仕事──協会法に照らし合わせれば限りなくクロに近い灰色の仕事にも、目をつむっている。

　綱つな渡わたりのようなあやういフィンスタニスの均きん衡こう──。

「あのお嬢様がぶち壊こわさないことを願うばかりよね。ロゼがキレて暴れださないことも。それにしても……あんたが、ここに引っ張り込まれたときには驚いたわ」

「驚いたのは、僕も同じですよ。フィンスタニスが、魔物がうろつく地であるとは聞き知っていましたが……まさか、こんなにも魔力に溢れる地だなんて」

　フィンスタニスを訪れてからというもの、身体は軽く、呼吸をすることも楽になった。クレイルにとっては、まさに天国のような場所──他の亜精霊たちにとっても、同じはずだ。

「違うわよ。あたしが驚いてるのは、いくら魔力に溢れてるからって、あんたみたいな大の女好きが、一年も耐たえ続けたことがびっくりだって言ってるの」

　フィンスタニスにおいて、女性の比率は非常に低い。食堂を切り盛りする《おかみさん》、水の亜精霊のニナ、そして、《酔よっ払い魔女》のライア……。

　ちなみに、女性が少なくても、フィンスタニスではとりたてて問題が起きることはない。

　恋ができるほど心にゆとりのある者や、伴はん侶りよが必要な者は、未来を欲しがる者であり、夢まぼろしの谷と呼ばれるこの地に長く留まることはないのだ。

　しかし、クレイルの場合は、少しばかり事情が違う。

　これまで、亜精霊の彼が仕つかえる女性から『喜びの心』をもらうことは、魔力の薄い世界を生きのびる手段だった。魔力に溢れるフィンスタニスでは、「絶対に必要」というわけではないが……長年染しみ付いた慣習は、げに恐おそろしい。

「ベルティナ、ひとを色いろ狂ぐるいみたいに言うのはやめてください」

　控ひかえめに抗議するも──実は、長く女性に触れられないことに耐えかね、何度か正気を失いかけたことがある。

　海千山千の食堂の《おかみさん》には心底憐あわれまれた。

　小さなニナにひざまずいて愛の詩を歌っているところを《釣りじい》にその日の釣ちよう果かでぶん殴なぐられ、我に返ったときは「自分は世のためひとのため、この海に入じゆ水すい自殺したほうがいいのだろうか」と真剣に思い悩なやんだものだ。（※クレイルを正気に戻してくれた大きなカレイは、《釣りじい》から譲ゆずり受け、ポワレにしておいしくいただきました）

　実行してこそいないが、もしも《酔っ払い魔女》ライアに愛の詩を歌ったら？　あの魔女は、歌にかまわずにぼーっと酒を飲み続けるだけだろうが、ロゼはクレイルが二度と浮かび上がらないよう、手ぬかりなく海に沈しずめてくれるだろう。

　長い間女性に触れずにはいられないという、悲しい病やまいを抱えるクレイル。

　彼にとって、素す直なおで愛らしいルノアリアがフィンスタニスに赴ふ任にんしてきたことは、すばらしい事件だった。

　彼女がマヌ──いや、慎つつしみ深い貞てい淑しゆくな女性だったことは、幸運だ。

　信じられないことに、ルノアリアはクレイルを『誠実な紳しん士し』と思い込んでいるらしい。あれだけ不自然なまでに触れていても、なおである。

　当初、クレイルは「この娘こは、頭が悪いのだろうか」と少しばかり心配になったが、やがて理解した。

　彼女は、自分に対して絶大なる信頼を寄せているのだ。

　それこそ、実の家族に寄せるほど──いや、彼女の実家との間にある軋あつ轢れきを考えれば、それ以上に心を許しているということか。

　喜ばしい反面、これはもろ刃の剣である。

　信頼が絶大であるからこそ、それを裏切れば、反動は大きいだろう。この手を振り払われるどころか、もう二度と口を利きいてくれないかもしれない。

　彼女との主従関係がどれほど変わってしまうか想像もつかないが、確実に今の心地ここちよい関係は崩くずれてしまう。それはクレイルにとって、なによりも耐えがたいことだ。

「あんたの女好きは、筋金入りだもんね。これまでで男のひとに仕えたのって、一度きりなんでしょ？」

　それは、もう五十年以上も前に亡なくなった、楽器の師し匠しようだ。

　人生の中で、クレイルが唯一、家族と言っていいほどに慕したった人物である。

　師を失って以来、クレイルは独りでエンデ国や、その周辺諸国を遍へん歴れきし続けた。

　長い旅の半分を、師の縁えんをたぐり寄せては楽隊の客員として勤めて過ごし、そして残りの半分は──。

「貴族のご夫人や未亡人に仕えるヒモ生活。小国の王おう妃ひにも気に入られちゃってねー。うたかたの恋だかなんだか知らないけど、飽あきもせずによくやるわ」

　ベルティナの一族には、彼女の曾そう祖そ母ぼの代から監かん視しされ続けている。クレイルはひとつの場所に留まろうとしないものだから、さぞ面倒をかけ続けただろう。

　ベルティナは、代々の監視人からクレイルの過去についてを引き継ぎ知っている。

　ベルティナに過去の話を蒸し返されれば、クレイルにはなにも言い返せない。

　イタイものが多すぎて、頭を抱えたくなる衝しよう動どうを抑おさえるのに、精いっぱいだ。

　さて今回は、どの話を引っ張り出されて、ネチネチやられることやら──身構えるクレイルだが、ベルティナが口に出したのは、予想外の言葉だった。

「あんたとは、長い付き合いだけど……クレイル、今が一番いい顔してるわね」

「え……？」

「あたし、ヒヤヒヤしてたんだから。あんたって、女に対して普段は冷たいくらい引き際ぎわいいくせに、たまーに気持ち悪いくらい自じ滅めつに走るじゃない？　女絡みで何度も死にかけるし……あのイカれた王女様に目をつけられて、今度こそ『終わった』って思ったわ。逃にげ出そうと思えば逃げることができたでしょう？」

「……王宮で楽士のお仕事をいただいたのは、師匠の恩人の息子むすこさんからの依い頼らいでしたから」

「顔を立てるために逃げ出さなかったってわけ？　あんたって本当にいつまでも、お師匠様にこだわり続けるわよね。二年前なんか、『おばあちゃん』に仕えたりして……そっちも、お師匠様関係のひとだったじゃない」

　王宮で楽士として王女殿でん下かに出会い、投とう獄ごくされたのは、一年前。

　さらに、その一年前──クレイルの仕えた貴夫人は、師匠の友人の娘だった。

　客員として招かれた演えん奏そう会かいにて、クレイルは寡か婦ふとなった彼女と再会した。

　かつては初うい々ういしかったその娘は、気品溢れる老婦人になっていた。

　彼女は、クレイルに告白した。五十年前、あなたにかなわぬ恋をしていた、と。

　長い時を超えても、クレイルの姿は寸分の変わりもない。最後に夢を見させてほしいという夫人の願いに応こたえ、クレイルは半年間彼女に仕え、静かな最さい期ごを看み取とった。

　喪そう失しつ感かんは、想像以上だった。

　年を追うごとに、クレイルは恩師との繫つながりがぷつんと断たち切られる瞬間を目まの当たりにし、焦しよう燥そう感かんが募つのっていく。

　そのたびに、おのれがひととは違う生を送っているのだと、まざまざと思い知らされる。

　取り残される現実に心は乱され、たまらない虚むなしさに気が狂いそうになる。

「フィンスタニスに来る前は、人間の喜びの心を糧かてとして、ようやく存ながらえていたんです」

　現世界──魔力の薄いこの世は、とかく亜精霊には生きにくい。

　ひとの世を渡り歩くことに、そして、大切なひとを見送ることに疲れ果てていた。

　エンデ国の王女に気に入られた当初、クレイルは楽士である師匠の恩人の息子に咎とがが及およんではなるまいと、王女の望むとおりにふるまっていた。

　しかし、彼女の狂おしい恋心に触れ、それに強く惹ひかれる自分がいたのは紛まぎれもない事実──ベルティナの言うとおりだった。

　あのときの自分は、王女の激情の先に破は滅めつの匂においを嗅かぎ取っていた。

「ひとにより生かされるのであれば……終わりがくる日も、ひとの手によってと、ずっと考えていました」

　王女の裏切りから極きよつ刑けいを言い渡されたとき、虚しさはあったが、後こう悔かいはなかった。

　この身に最期を宣告する者が、ひとの王であるならば、納なつ得とくのいく幕引きだとすら考えた。

　クレイルの側頭に、突然、すこんっと焼き菓子がぶつけられた。

「……ベルティナ。食べ物を粗そ末まつにしてはいけません」

「うっさい、馬ば鹿か！　炎の亜精霊のくせに、ジメついてんじゃないわよ」

　クレイルは、小さくほほえんだ。

　ああ、そうだ。昔からこの子は、自滅的な自分のことを怒ってばかりいた。

「クレイル。亜精霊のあんたに、あたしが言える立場じゃないかもしれないけど……もっと前向きに生きてみてもいいんじゃない？」

　前を向いてみたところで、我が身に『未来』があるとは思っていない。

　刹那的な恋愛ならばいくらでもできるが、そこに未来を見たことは一度もない。

　ベルティナは椅子の背に身体を預け、深々とため息をつく。

「呆れた頑がん固こ者ものだわね。あーあ……喜ばしいと思ったのに。女なら誰でもおっけーなヒモ男くんが、お師匠様以外で初めて執しゆう着ちやく持ったんだもの。他の亜精霊たちに、一カ月もわざと紹しよう介かいしなかったくらいにね」

　海岸で耳元に囁かれたベルティナの指摘には、肝が冷えた。

『あんた、そんなにルノアちゃんの心を、ひとりじめしたいの？』

「結局、あんたが欲しいのは、ルノアちゃんの『おいしい心』なの？　それとも、ルノアちゃん自身？」

「…………」

　いつまでもなにも答えようとしないクレイルに、呆れて苦笑したベルティナはふと気づく。

「あらーん？　そのルノアちゃんが、心配してこっちを見てるわ」

　ルノアリアに大きく手を振って注意を引きつけたベルティナは、クレイルの首に腕を絡みつかせ、金きん髪ぱつの頭を抱き寄せる。

　ルノアリアはみるみる青ざめ、「見てはいけないものを見てしまった」とでもいうように、ぱっと顔をそらした。

「ほーんと、純情だこと」

　ベルティナは、クレイルの耳元に囁く。

「あんたが、まっとうなお嬢さんに入れあげる日が来たんですもの。ひいばあちゃんが生きてたら、泣いて喜ぶわ」

　ルノアリアとの初対面で、ベルティナが開口一番『フツー』と評したのは──つまり、厭いや味みでも悪口でもなく、クレイルが過去に渡り歩いてきた、とんでもない恋愛遍歴を嘆なげいていたうえでの、喜びの一声だったのだ。

「あのお嬢様をひとりじめするには、今までみたいに、のらくら逃げてるわけにはいかないわよね。男の責任ってヤツ？　うーん……あんたに似合わない言葉だわ」

　クレイルは苦笑した。心配には及びません、と。

「従者として以外、僕が彼女の人生に介かい入にゆうすることはありませんから」

　伯爵家の娘として誇りを重んじるルノアリアが、地位も何も持たないような男を相手にすることはない。

　なにより、亜精霊のこの身では、人間と添い遂げることは不可能だ。

　ならばいっそ、悲恋に命を失った精霊のように、あのお嬢様をさらって逃げて、殺されてみようか？

　心のずっと奥底に渦うず巻まく破滅への欲求を、他人事のように嘲あざ笑わらう。

　──なんて馬鹿げた自己満足！

　ルノアリアは、奪うばうことも奪われることも望まない。彼女からは、かつて自分を愛し、そして捨て去った王女とは、まったく別のものを感じるのだ。

　貪どん欲よくで苛か烈れつな恋心とは、まるで正反対のものを──。

　せめてあの澄すんだまなざしを、見守り続けることができればいい。

　どんなに前を向いて目をこらしてみても、自分には見えないものを、あの綺き麗れいな碧あおい瞳が代わりに見てくれるはずだから。

　ベルティナの柔らかな栗くり色いろの髪を、彼女の子供時代にしていたように、くしゃくしゃと撫でたクレイルは、心からの礼を囁く。

「ありがとう、ベルティナ。いつも心配してくれて」

　黙だまって髪をかきまわされていたベルティナの瞳が、呆れた様子で細められている。

「……それ、ルノアちゃんが見たらどう思うか、わかっててやってるんでしょ？」

　小さなニナの手を取りつつ、ちらちらとこちらを盗み見ていたルノアリアが誤解し、わかりやすくショックを受けていた。

　さりげなくルノアリアの反応を確認しながらクレイルは、先ほどぶつけられた焼き菓子を「あーんして」と、ベルティナの口に入れた。

　ルノアリアは碧い目をまんまるに見開いて、硬こう直ちよくしている。彼女が、この監視役の魔女と自分との仲を誤解して嫉しつ妬としているらしい、ということにはずっと気づいていた。

「ほらほらぁ、山さん賊ぞく顔がおのおにーさんが、こっち見てるぅ。あんまりやりすぎると、また怒られちゃうわよ？」

　過激派のフィーはともかく、穏おん健けん派はのオルキアを敵に回すのは、確かにうまいやり方ではない。

「ええ、やめなければ、とは思うのですが」

　領主として、『領民』に等しく愛を注そそごうと懸けん命めいなルノアリアは、クレイルにも例外なく公平に接しようとしてくれている。

　そんな彼女の独どく占せん欲よくを垣かい間ま見る、またとないチャンスなのだから──。

「──ちょっと嬉しくて、つい」

　本当は、ちょっとどころではなく、踊り出したいくらい嬉しかったりする。

「……あんたって、真面目なのか不真面目なのかわかんない、めんどーな男よね。監視する身にもなって、もうちょっとシンプルに生きてちょうだい」
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　誘ゆう拐かい対策講習会から、三日が経たっていた。

　ルノアリアは毎朝の住民たちへの呼びかけを続け、ベルティナは相変わらず残りひとりの『風の亜あ精せい霊れい』を探すという名めい目もくで領りよう主しゆ館かんに入り浸びたっている。

　日課である日誌付けを終えたばかりのルノアリアは、なにやら館やかたの外が騒さわがしいことに気がついた。

「お嬢じよう！　大変だべー!!」

「ホントに来たべ、怪あやしい連中だぁ！」

　住民たちの叫さけび声に続いて、遠くのほうから馬のいななきが徐々に近づいてくるのが聞こえる。

　精せい霊れい狩人かりゆうどが現れた──!?

　大おお慌あわてで領主館の外へ飛び出したルノアリアが目にした光景は──館の表門前に、ずらりと並んだ、ガラの悪そうな男たちだった。

　ジョニーや、賞しよう金きん稼かせぎ三人組よりも、凶きよう悪あくな面つら構がまえが揃そろっている。あれは狩人、というよりも──。

「──盗とう賊ぞくじゃねえの？」

　口にしたのは、いつの間にかルノアリアの隣となりに控ひかえていたオルキアだ。油断もぬかりもない騎き士しの彼は、腰こしに愛剣を帯おびている。

　気づけばさらに、フィーとベルティナも顔を揃えていた。

　対する賊たちは、ある者は馬に乗り、ある者は抜いた曲きよく刀とうで肩かたをとんとんと叩たたいている。ざっと数えて、二十人弱といったところか。

「こりゃ、誘拐ってノリじゃないな。強ごう奪だつとか略りやく奪だつって雰ふん囲い気きだね」

　大人数を前にしても動じる様子のないオルキアは、のんびりとつぶやく。

　ルノアリアはベルティナに向かって囁ささやいた。

「ベルティナさん、《ヤギ飼かい》さんのところへお使いに行っているクレイルに、『今は領主館に戻もどらないで』って伝えてきていただけませんか」

　この賊たちの狙ねらいが精霊や亜精霊であるのならば、クレイルは姿を見せないほうが賢けん明めいだ。

　と、そのとき、精霊狩人改あらため盗賊たちがざわめきだした。

　ルノアリアの背後、なにもない空間がまばゆく輝かがやき、炎ほのおを纏まとったクレイルが現れたのだ。

　ひとにあらざる出現の仕方、そして、ひとにあらざる超ちよう絶ぜつ美び貌ぼうの青年の姿に、男たちの顔には驚きよう愕がくと畏い怖ふとが浮かぶが──まなざしは、獲え物ものを狙う肉にく食しよく獣じゆうのようにぎらついている。

　一方、獲物とみなされているクレイルは、彼らの視線にかまうことなく真っ先にルノアリアの手を取った。

「ああ、ルノアリア……！　住民のみなさんが異状を知らせてくださって──急いで帰ってきました」

「どうして、そのまま避ひ難なんしなかったの！　あなたが狙われてるのよっ!?」

　──いくら、恋人のベルティナさんが心配だからって……。

　しかし、どういうわけかクレイルの金色のまなざしは、ベルティナではなく、まっすぐにルノアリアに向いている。

「僕は、一秒でも早くあなたのご無事を知りたかったのです」

　真しん摯しな瞳ひとみに見つめられ、ルノアリアは胸をつかれた。

　──恋人よりも、あるじを優先させるなんて……！

『僕がお仕つかえしているのは、世界であなたおひとりだけなんです』

　あの言葉に、噓うそ偽いつわりはない──なんて忠義に篤あついひとだろう！

「クレイル……ありがとう」

「ルノアリア。あなたのことは、この僕がお護まもりします」

　主従が、間近で熱く視線を交かわし合っていると、フィーが間に割って入り、ふたりを引き離しにかかった。

「ルノアリアをお護りするのは、このフィーです。あなたのような柳やなぎ腰ごしは、館の中で震ふるえていればいいのです」

「こ、こらぁ、無視するな！」

　がなる声がして、ルノアリアはハッとする。

　現れてから、誰すい何かすらされることのなかった男たち。その中で、とりわけ立派な馬に乗った大男──彼が首領であろう──が声をあげていた。

「まったく、噂うわさには聞いていたが、妙みような連中だぜ！　小娘領主に、バケモノじみて美人な男、チビガキに、大男──まるで、旅芸人一座じゃねえか」

　失笑する首領に、ルノアリアは首をかしげた。

「ウワサ……？」

「知らねえのかお嬢様。街であんたは評判だぜ！　フィンスタニスに棲すむバケモノどもを『フツーの小娘』が手なずけたってなぁ！」

　クレイルが、申し訳なさそうに囁いた。

「街に出た《詩人》さんが、歌って回っちゃったんだと思います……」

　エンデ国では、王宮の貴族だけではなく、国民たちも噂が大好きなのだ。

「へえ……そう……《詩人》さんが──」

《詩人》が、ルノアリアを『フツーの小娘』と歌って回ったということか。

　実家のストライサ家において、見み目め麗うるわしい兄と比ひ較かくされ続けたルノアリアは『残念な妹』と言われてきた。ただでさえ残念な自分が、さらに王宮や、街中でまで残念な噂をたてられているとなると──。

「わたし……お嫁よめに行けるのかしら？」

　未来を憂うれい、うなだれるルノアリアの肩をそっと支えたクレイルが励はげます。

「心配には及およびませんよ、ルノアリア。あなたは素す敵てきな女性ですから」

「ありがとう」と応こたえつつ、ルノアリアは彼の表情にふと眉まゆをひそめる。

「クレイル？　あなた、どうしてニコニコしているの？」

　クレイルは慌てて手のひらで口元を覆おおい、表情を隠かくした。

「い、いえ、これは──」

「ひどいわ、わたしがお嫁に行けないのが、そんなにおかしいのね……」

「おっしゃるとおり、僕はひどい従者です。もし、あなたがお嫁に行かないのならば、僕はいつまでもあなたのおそばで仕えていられます。いけないとは、わかっているのですが……そう考えると、嬉うれしくて──」

　せつないほほえみを浮かべるクレイルの告白を聞いて、ルノアリアは頰ほおを染めた。

　ふたたび主従は、熱く見つめ合う。

　その場にいた全員が、ぽかんと呆あつ気けにとられ──はっと我に返った首領が、どかんと怒いかりを爆発させた。

「い、いい加減にしやがれ!!　そこ、イチャつくな！　場所と状じよう況きようをわきまえろ！」

　首領の正論に、ルノアリアは慌ててクレイルから離れた。

　おそるべし、クレイルの放つ色香……！

『一生、クレイルのごはんでもかまわない』と思いかけてしまった自分を内心で激しく叱しつ咤たする。空から咳せきしたルノアリアは、ずらりと居並ぶごろつきたちに向き直った。

「わたしがフィンスタニスの領主代理、ルノアリアです」

　精いっぱい背筋を伸ばし、遅おくればせながら誰何する。

「あなたたちは、何者です？」

「おれたちは傭よう兵へいでね。最近、めっきり仕事が減へっちまって、今は副業で雇やとわれ中なんだよ。雇い主ぬしどのが、この谷に棲んでいる精霊ってヤツをご所しよ望もうでね」

《よろず屋》のジョニーが街で耳にした精霊狩人が、この傭兵崩くずれの盗賊たちを動かしているのだろうか。

「その雇い主とは？」

「今頃、自由行動してるだろうよ」

「──つまり、あなたたちの他にも、フィンスタニスに入り込んでいる者がいるということですね。即そつ刻こく、全員をここに呼び戻しなさい！」

「けちけちするなよ、ご領主様。観光くらい、いいじゃねえか」

「無ぶ礼れい者もの。わたしの領く邦にで、勝手なふるまいをすることは許しません」

「無礼だ？　おれたちほど紳しん士しはいないぜ？　勝手にとっ捕つかまえて持ち出してもよかったんだが、こうして礼儀正しく、正面から交こう渉しように来たんだ。ほら、そこの妙に綺き麗れいな野や郎ろうは、亜精霊ってヤツなんだよなあ。そいつみたいに、あんたが手なずけたバケモノを、少しばかり分けてくれねえか。なに、ただでとは言わねえぜ？　報ほう酬しゆうは山分けだ」

　怒りに胸を焦こがしながらも、ルノアリアは感情的にならぬよう、自分を抑おさえる。

「……このフィンスタニスに、領民をお金で売るような領主はいないわ。無益な争いは望みません。あなたたちが、二度とこの地に足を踏ふみ入れないと誓ちかうのであれば、特別にこの悪行を不問にします。立ち去りなさい」

「はっ！　交渉決けつ裂れつってヤツだな！　やっちまえ野郎ども！　見たところ、戦えるのはあのデカブツひとりだけだ！」

　後ろに控えるオルキアが、「おれかよ」とつぶやいた。

「精霊だか亜精霊だか、なんだか知らねえが、奪うばえるものはすべて奪え！　金品も女も、根こそぎかっさらえ！」

　首領の掛け声に応じ、げらげらと下品に笑う手下たちはいっせいに武器を構える。

　これはまずい。賊の蛮ばん行こうに怒おこったクレイルが、もし精霊化したとなれば？

　あの赤い髪かみのクレイルなら、満面の笑みで「全員、骨まで灰にしてやるよ」だなんてハリキリかねない。冷や汗を流しながら、ルノアリアは力のかぎり叫さけんだ。

「し、静まりなさい、無礼者！　精霊や亜精霊たちは、絶対に渡しません。それに──フィンスタニスには金品もなければ、年頃の女性もいないわ！」

　情けなくも揺ゆるぎない事実を伝えるも、賊の首領はニタニタ笑ってルノアリアを指さした。

「年頃の娘なら、毛並みのいい上玉のあんたがいるじゃねえか！」

「え……わ、わたし？」

　自みずからを指さし首をかしげるルノアリアの隣で、フィーが背後に控えた騎士に問う。

「オルキアさん、『毛並みのいい上玉』ってなんですか？」

「上品な美人、ってことかな」

　──上品な、美人……。

「こら、ルノアリア。あんな悪党に褒ほめられてニヤニヤするなよ」

　オルキアにたしなめられ、ルノアリアは両手を頰に当てて赤くなる。

　いたしかたあるまい。相手が悪党だろうが、それが値ね踏ぶみだろうが、初対面の人間にお世辞抜きで褒められたことなんてないのだから。

「そうですよ、ルノアリア。わざわざ悪党などに言われなくても……あなたがお綺麗だということは、僕が一番よく知っています」

「クレイル……」

　たとえ『喜びの心』目当てであるとしても、やっぱり大好きなクレイルに褒められるのが、一番嬉しい。

　みたび熱く見つめ合う主従に、とうとう首領が激げき怒どした。

「てめえら大たい概がいにしろっ！」

　悪党が、またも正論を放った、そのときである。

「おうおう、賑にぎやかにやってるじゃねえか！　おれたちも交ぜてくれよ！」

「へえ。お相手は傭兵崩れってとこかい？　近ごろ不景気だもんなぁ」

「ちっとは歯ごたえありそうだ」

　ノッポと、チビと、丸いの──賞金稼ぎ三人組が駆かけつけてきた。

　防犯の詩うたに啓けい蒙もうされた住民たちが、食堂に控えていた──もとい、入り浸っていたこの三人組にも、異状を知らせてくれたのだ。

　武器を携たずさえる彼らを見て、首領が「ちっ」と舌打ちする。

「バケモノを手なずけるだけあって、油断ならん小娘だな！　綺麗な兄ちゃんとの馬鹿げた茶番は、援えん兵ぺいを呼ぶための時間稼ぎだったというわけか！」

　──ば、馬鹿げた茶番……？

　すべてが全力の本気だったルノアリアは、しかし、やけっぱちで誤解にのっかり高笑う。

「お……おーほほほほほ!!　罠わなにかかったわね、悪党ども！　あなたたちは、もはや、このルノアリアの術中！　おとなしく降こう伏ふくなさい!!」

「ナメやがって……！　野郎ども！　売り物でも腕うでの一本くらいなら取れてもかまわん！　手加減するな！　かかれー!!」

　二の足を踏み続けていた手下たちは、首領の号令に、抑えていたものが弾はじけるように勢いよく襲おそいかかってきた。

　職にあぶれているとはいえ、二十人弱の元傭兵は戦いくさを生なり業わいとする者たちだ。

　こちらの戦力は、計四人──数では圧倒的に負けている。

　もしも、クレイルという切り札ふだ──その名も〝骨まで灰・最終防ぼう御ぎよ壁へき〟が控えていなければと思うと、背筋が凍こおる思いだ。

　大勢が入り乱れての戦いに、目を回しかけるルノアリアの前で、徐々に戦力差が見えはじめた。懸け念ねんとは裏腹に、制圧戦はフィンスタニス側に優勢であるようだ。

　ルノアリアには、戦いのことはわからないが、賞金稼ぎ三人組の立ち回りには、目を見張るものがある。

　普段、食堂に入り浸っては、おかみさんに「いい若いもんが、フィンスタニスこんなところで腐くさってんじゃないよ」などと呆あきれられている三人とは思えない。

　馬に乗る輩やからをノッポの槍やりが突き落とし、仲間の背を狙う敵をチビの投げナイフがたがわず狙い撃うち、ふとっちょの曲刀は鮮あざやかに翻ひるがえって賊を叩き伏ふせていく。

　三人のコンビネーションは見事で、立っている賊は見る間に数を減らしてゆく。

　さらに、ルノアリアが初めて目にするオルキアの、実戦の剣技には驚おどろいた。

　──すごい……！

　複数の敵に囲かこまれても危なげなく立ち回る、その剣さばきのたくみさは群を抜いていた。

　すごいだけに、疑問である。オルキアは、どうしてあの兄になど仕えているのだろう？　まさか、なにか弱みでも握にぎられて──ああ、あの兄ひとなら、やりかねないわ……。

　ルノアリアが、オルキアに心から同情していると──。

「領主の小こ娘むすめを捕とらえろっ」

　首領の命令が聞こえるや、ルノアリアのほうへ、賊のひとりが襲いかかってきた。

　盗賊たちは劣れつ勢せいに気づき、ルノアリアを人ひと質じちにとる気なのだ！

　あるじを護るべくクレイルが立ちふさがるが、さらにその前にフィーが立ちはだかった。

「フィーちゃん、ダメよ！」

　ルノアリアの制止も聞かず、彼女は低く短剣を構える。

「ご心配には及びません。あのような者、魔物に比べれば木で偶くも同然」

　おごるでもなく、猛たけるでもなく、冷静に言い残したフィーの身体からだは、まばたきの間に地面すれすれを跳とんでいた。

　視界から消えるほど低空の跳ちよう躍やくに、賊の男は反応が間に合わなかった。刃やいばに脚あしを斬きりつけられ、ぎゃっと悲鳴をあげて体勢を崩す。バランスを失った隙すきを逃のがさず、フィーは地面についた右手を軸じくに、猛もう烈れつなスピードに乗せた足払いをかける。

　男は背中から、どうっと転てん倒とうした。

「いぃっ──こんのっ、クソガキ……！」

　激げつ高こうした男が、上半身を起こした途と端たん、今度は高く跳び上がった小さな身体が旋せん回かいする。フィーの踵かかとが首の付け根にめり込み、男は横倒しに昏こん倒とうした。

　しかしフィーの着地の瞬間、彼女の背後から太い腕が伸びてきた。

　ルノアリアは悲鳴をあげる。

「フィーちゃん──！」

　彼女の首に腕を回したのは、盗賊たちの首領だった。

　フィーを捕えたまま、小馬鹿にしたように、首領はニヤニヤ笑う。

「勇ゆう敢かんな騎士シユヴアリエに護られているじゃないか、ご領主様」

　ルノアリアは青ざめ、叫んだ。

「その子を、離しなさい……！」

「ああ、いいぜ。代わりに、あんたの手下どもに『得え物ものを捨てろ』と命令すればな！」

　首領に脅きよう迫はくされ、ルノアリアは歯は嚙がみする。

　しかし、当のとらわれの身のフィーは、けろりと言った。

「その必要はありませんよ、我が君」

　フィーは失望したように、首領に語りかける。

「あなたは少しばかりクマっぽいですが、詰つめが甘すぎます。クマは一度獲物に狙いを定めたら、迷いません。このように無む駄だなやりとりをするなど──」

「ああ？　チビ助、なにわけのわからんことを──ふぐはぁっ!?」

　鈍にぶい打だ撃げき音おんと共に、奇声を発した首領の腕が緩ゆるんだ。

　ぱっと逃れたフィーが距きよ離りをとった途端、巨体がどさりと地に沈しずむ。

　首領の背後に立っていたのは、抜き身の剣を鞘さやに戻しているオルキアだった。剣の柄つかで、首領の後頭部を力いっぱい殴なぐりつけたのだ。

　無事を喜び、フィーの身体を抱きしめたルノアリアが気づいたときには、盗賊たちは、ひとりとして両足で地面に立っていなかった。

　地面に転がる盗賊たちは、かたっぱしから賞金稼ぎたちに手早く縄なわで縛しばられている。

「おおーい、お嬢ー！」

　向こうのほうで、谷の住民──数名の農夫たちが手を振っていた。

「こいつら、悪党なんだべや？」

「『精霊のいる場所を教えろ』っちゅうて、物ぶつ騒そうなもんちらつかせてきたんだよ！」

　引っ立てられている数人の男たちの服は泥どろに汚よごれ、疲ひ労ろうと負傷の跡あとが見られる。どうやら憐あわれな悪党たちは、脅おどそうとした谷の住民たちから猛もう反はん撃げきを受けたらしい。

「怪しいヤツがいたら、領主館に知らせるようにって《詩人》さんが歌ってたから連れてきたけど──よかったんかぃ？」

『防犯の詩』の効果は、抜ばつ群ぐんだったようだ。

「ありがとう、助かったわ！」

　住民に連れてこられた泥まみれの男たちを指し、ルノアリアは首領に問う。

「彼らも、あなたたちの仲間なのね？」

　オルキアに後ろ手に縄でくくられながら、首領は忌いま々いましげに吐はき捨てる。

「あんたみたいな小娘が、これだけの腕の手下を使うなんざ、宝の持ち腐れってもんだぜ。なあ、山さん賊ぞく顔がおの兄さん、こっちに寝返らねえか？　あんた、おれたちよりも、よっぽどそれらしいじゃねえか。あっという間に山賊界のてっぺん狙えるぜ」

「オルキアさん、本物に認められましたよ。あとはクマに認められるだけですね」

　フィーから悪意なく感心されたオルキアは、肩を落とした。

「……どっちに認められても嬉しくないな……」

　と、そのときである。

　ピ────！

　あたりに甲かん高だかい笛の音が響ひびき渡る。

　それは、フィンスタニスでは聞き覚えのないものだった。

　不吉な予感に打たれ、ルノアリアは誰だれに言うともなく問うた。

「あれは……なんの音？」

　首領は不敵に笑うばかりだったが、猟りよう師しの娘のフィーが短剣を突きつける。

「あれは『獲物を見つけた』ことを、仲間に知らせる合図ですか」

「ふーん、チビ娘、あんたもこっちに寝返らねえか。小娘とは思えん度ど胸きようだし、五年後にゃイイ女になりそうじゃねえか──っいだだだ！　腕っ、おい、山賊顔！」

　オルキアに、後ろ手にされた腕をねじり上げられた首領が悶もん絶ぜつする。

「な、なんだよ、てめっ、自分が誘さそわれたときとはエライ違──いだああ！　折れ、折れるっ……」

　──いつもおだやかなオルキアさんが、怒っている!?

　たび重なる山賊扱あつかいに傷つき、とうとう頭にきたんだわ、と合が点てんしたルノアリアは、これ以上の侮ぶ辱じよくを許すまじ、と全員の注意を自分に引きつけるべく、声をあげた。

「我が領地に踏み入りし、悪あしき者！　腕を折られたくなければ、余計な口を利きかず、質問にだけ答えなさい！　あの笛は、この子の言うとおり『獲物を見つけた』という合図なのですね」

「ああっ、そうだよっ！　ちくしょう！」

「別行動の仲間の数は？」

「あ、あと、五人くらいだっ！」

「くらい……？」

「あだだ……おれたちゃ、お堅かたい国軍の兵じゃねえんだっ、いちいち正確に把は握あくしてられっか！　こちとら、揃いも揃ってはぐれ者だ！」

　容よう赦しやなく腕をねじられ、苦く悶もん交まじりの首領の証言を最後まで待たず、ルノアリアはあたりを見回していた。

「──笛は、どっちのほうから聞こえた!?」

「海側ではなく、森の方面からでしたよ」

「森！　見つかったのは《森番》さんってことかしら？」

「その割には、音はずいぶん近かったですが──」

　クレイルと問答していると、庭の井い戸どのほうからよく通る声が聞こえてくる。

「ニナが──ニナがっ、大変だあっ!!」

「カエル親分さん！」

　井戸から跳び出てきたカエルは、ぴょんぴょん跳んで、ルノアリアの手のひらに跳び乗った。

「ニナが、じいさんと小舟で川を下っている最中、人間どもに襲われたんだ！」

「川を下ったって──ニナちゃんは、海から離れたがらないんでしょう？」

「《釣りじい》が上流で魚を釣っていたんだが、一緒にいたニナがこの魚をあんたに届けたいって言いだしたんだ」

「ニナちゃんが、わたしのために──？」

　呼び出されたわけでもなく、ニナ自らがルノアリアに会いに来てくれようとしていたなんて。

「ニナちゃんは、どうなったの!?　連れ去られてしまったの!?」

「いや……ま、まだ、川辺にいるはずだ」

　説明をするカエルの歯切れが妙に悪い。

　まさか、とルノアリアは、手のひらに乗ったカエルを握りしめて揺さぶる。

「悪党たちに、傷つけられたなんてことは──」

「ぐぇぇっ、落ち着け、は、反対だ──危険なのは、人間どもだ！」

　え？　とルノアリアが眉をひそめていると、みるみる空に雨雲が立ち込めてきた。

　またたく間に、大おお粒つぶの雨が降りはじめる。

　クレイルが、厳しい表情で曇どん天てんを見上げた。

「水の精霊の気配が集まっている──ニナが、精霊化したんですね？」

　苦々しげにカエルはうなずく。

「ニナは正気を失い、低位精霊たちは、ニナの混乱に引っ張られて暴れはじめている。このままでは海は荒れ、川は氾はん濫らんし、フィンスタニスは水浸しだ」

　川が増水すれば、住民たちの家や畑は流され、さらに海の水まで畑に流れ込んだとなれば──農作物は確実に全ぜん滅めつしてしまう。

「ルノアリア、みなへ指示を」

　オルキアに仰あおがれたルノアリアは青ざめながら、その場にいる者たちの顔を見渡した。フィンスタニスの領民たちは、静かに命令を待っている。

　ルノアリアは、昂たかぶる気を懸命に静めて思案した。

　まずは、領主館に集まってきていた谷の住民たちに声をかける。

「海や川沿いに住んでいるみんなに、避難を促うながしてください。できるだけ水から離れた、高い場所へ。──ラングさん、ルントさん、クルツさん」

「あいよ！」

　名を呼ばれた賞金稼ぎ三人組は返事をしつつも、感心して顔を見合わせた。

「お嬢、おれたちの名前、ちゃんと覚えてるんだなー」

「あなたたち三人は、ここに転がっている不ふ心こころ得え者ものたちを広間の中に留りゆう置ちしておいてください！　追って彼らの処しよ遇ぐうを決めます。ただのひとりも逃にがさないように！」

「雨が降ってきたから、全員を屋根の下に入れてやるのか……」

「怪け我がをしている者もいます。お医者様を領主館へお連れして」

「さすが育ちのいいお嬢様だ」

「悪党に対しても優しいんだな」

　いちいち入る、賞金稼ぎたちの茶々を無視して、ルノアリアは続けた。

「フィーちゃんは、わたしの留る守すの間、館を護っていてね」

「いやです！　フィーは館ではなく、ルノアリアをお護りするのです」

「賞金稼ぎさんたちを、広間に案内してあげて。館のことに詳くわしいフィーちゃんだから頼たのむ、大切な仕事よ」

　反論しかけたフィーであるが、あるじのまなざしにぐっと口の端はを嚙かむ。

「……わかりました」

　渋しぶ々しぶうなずくフィーを抱き寄せて背を叩く。

「頼もしいわ、留守をお願いね。──ベルティナさん！」

「はぁい？」

「至急、森へ行き《森番》さんを連れてきてください」

　盗賊たちがフィンスタニスに分散しているというのなら、狙われる危険のある《森番》もこちらに避難しているべきだろう。

「あらーん、あたしは領民じゃないのに？　ひと使い荒いんだから」

　文句を言いつつも、ベルティナの表情には不満も油断も見受けられない。

　了解と受け取ったルノアリアは、眉を持ち上げ軽口を返した。

「非常時です。立っている者は、お客様でも使います」

「いい根性してるじゃない、ご領主様」

　ほほえんだ唇くちびるで短く呪じゆ文もんを唱となえたベルティナの姿は、風と共に消えていた。

「クレイル、わたしを連れてニナちゃんのところまで移動できるかしら？」

　問われたクレイルは神しん妙みような顔をして首を横に振る。

「ニナのことは、僕に任まかせて、あなたはここに残ってください」

「いいえ、これは命令です。わたしを連れて行って」

「いけません。精霊にとらわれた者がいかに危険か、身をもってご存じでしょう？」

「知っているからこそよ」

「ルノアリア！」

「心配してくれて、ありがとう。でも、状況がわからなければ、領主として動きようがないでしょう？」

　口ごもるクレイルが考えていることはわかる。

　優しい彼は、はっきり言えないのだ。「ルノアリアがついてくることは、足手まといだ」と。

「クレイル。彼女は、わたしに会いに来てくれたの。頼りにしてくれているのよ」

　ルノアリアは、まっすぐに彼の顔を見て言った。

「わたし、領主として彼女のおじい様と約束をしたの。ニナのことは任せなさいって。今、ここで動かなければ、その約束を反ほ故ごにしたことになる。わたしはフィンスタニスの領主だと胸を張ることができなくなるわ」

　堂々と、みんなの旗はた印じるしとして立っていられなくなってしまうだろう。

　それ以上の反論を封ふうじるため、ルノアリアは、間かん髪はついれずに指令を続けた。

「オルキアさん、一緒に来てください。賊を押さえてほしいんです。カエル親分さんの話では、相手は三人──助力が必要ですか？」

　捕ほ縛ばくのための縄をフィーから受け取りながら、オルキアは答える。

「いいよ、おれひとりで。数が多かろうと少なかろうと、ダメなときはダメだしね」

　軽口を叩いてはいるが、彼の返事からは自信がうかがえる。

　案内を頼んだカエルを腕に抱かかえ、ルノアリアはクレイルに向き直る。

「さあ、行きましょう。ニナちゃんのところへ──！」







　カエルの誘ゆう導どうに従い、クレイルの力によって転移した場所は、収しゆう穫かくを終えた小麦畑だった。

　視界さえ阻はばむ土ど砂しや降ぶりの豪ごう雨うの中、一面の耕こう地ちは不自然に楕だ円えんを描いて水が張っていた。まるで巨大な水たまり──水面は中心に向かってゆるゆると渦うずを巻き、徐々に大きくなってゆく。

　その中心にあるのは、ひとつの人影だった。雨にけぶり、はっきりとは確認できないが、すらりと細身の女性であるようだ。

　ルノアリアは、懸命に目をこらしてつぶやく。

「あれは、誰かしら──？」

　と、

「わああ!?」

　なにもない空間から突然現れたルノアリア一行に驚き、悲鳴をあげているのは、三人の見知らぬ男たちだった。

　手にしている武器と三人という数に、彼らがニナを襲った賊であろうと判断する。

「なんてこった、フィンスタニスは噂どおりのバケモノ谷だ！」

　半狂乱になってわめく賊たちの脇わきには、小柄な老人がうつ伏せに倒れていた。

「《釣つりじい》さん！」

　ルノアリアが駆かけ寄り、クレイルがぐったりと力ない老人の脈みやくを確かめる。

「気を失っているだけのようです」

　ふたりが《釣りじい》を助け起こしているうちに、オルキアは抜け目なく賊たちを昏倒させ、手際よく縄で縛いましめていた。

「オルキアさん、至急《釣りじい》さんを安全な場所で手当てしてあげて。悪党の確保もお願いします。クレイル、わたしはニナちゃんを捜さがすから、みんなを領主館へ」

「ルノアリア」

　オルキアに、鋭く名を呼ばれた。彼は言外に、共に戻るよう促うながしているのだ。

　もしもこの身に大事があれば、騎き士しであるオルキアの面めん子つを潰つぶしてしまう。それを承しよう知ちしていても、ルノアリアは首を横に振った。

「……迷めい惑わくをかけて、ごめんなさい。わたし、ニナちゃんを見つけるまで──彼女の無事を確認するまでは戻れない。だから」

　ルノアリアの願うようなまなざしを、厳しい顔で見つめ返したオルキアは、やがてうなずき《釣りじい》を腕に抱える。

「迷惑じゃなくて、心配な。無茶はするなよ」

「オルキアさん、本当にありがとう。行ってちょうだい、クレイル」

「すぐに戻りますから、決してここを動かないでくださいね」

　炎の輝きと共に、クレイルと男たちの姿が、かき消えた。

　残されたルノアリアは、激しい雨に打たれながらカエルに問う。

「カエル親分さん、ニナちゃんはどこにいるの？」

「ニナならば、あそこにいるではないか！」

　カエルがさし示したのは、水たまりの中心だった。

「えっ!?　だって──あのひとは、オトナでしょう！」

　驚くルノアリアに、カエルが言った。

「彼女の片親である、水の高位精霊の姿を模もしておるのだろう。亜精霊は人間とは違う──年ねん齢れいどおりの姿をとっているとは限らんものだ！」

　ニナの白はく銀ぎんの髪かみはさらりと長く、曇天であるにもかかわらず、陽ひに照らされてまばゆく光をたたえる海面のようだ。

　きらめくドレスは、まるでさらさら流れる水のようで、足先まで隠した裾すそは、白く泡あわ立だつさざ波のように翻る。

　剝むき出しの両腕は、真しん珠じゆのように白く輝くうろこに覆われていた。

　彼女自身が宝石をちりばめたガラス細ざい工く──さながら芸術品のようだった。

　ぞっとするほどの美貌をたたえたおもては、仮面のように表情が欠落している。

　感情を宿さない藍あい色いろの瞳が、ふとルノアリアに向けられた。

　うろこに覆われた、ほっそりとした腕が海に泳ぐ魚のごとくなめらかに動く。

　作り物じみた亜精霊の娘を取り巻く水が、渦を巻いて立ち上がり、蛇へびのような形を作る。

　──まさか……！

　恐ろしい予感にルノアリアはあとずさるが、泥どろに足を取られてぬかるみの中に尻しりもちをついた。途端、うねりを上げた水の大だい蛇じやが襲ってくる……！

「きゃああああ！」

　カエルを抱え込んで、身を護るようにぎゅっと身を縮めるが、覚かく悟ごしていた衝しよう撃げきは襲ってこなかった。

　おそるおそる目を開くと、目の前が分ぶ厚あつい水の膜まくで覆われているではないか。

「これは──」

「わたしの力だっ！」

　ルノアリアの腕の中、苦しげな声で叫んでいるのは、水の精霊であるカエルだった。ぜいぜいと息をつき、彼は息も絶たえ絶だえに続ける。

「《釣りじい》を避難させたのだ、我らも引くぞ！　低位精霊どもが、みなニナに味方しているこの状況では、わたしの命令もほとんど届かず、力は知れている。この水の壁かべとて、いつまで保たもてるか──」

　言っているそばから、カエルの作った水の膜はどんどん薄くなり、やがてさらりと地に流れ落ちて消えてしまった。

　阻むものがなくなったルノアリアは、ニナに向かって大声を張り上げた。

「ニナちゃーん!!　こんなことは、もう、おやめなさい！」

　ルノアリアの腕の中で、カエルがぎょっとして叫んだ。

「こらっ、よさぬか！　注意を引けば、標的にされるだけだぞ！」

「フィンスタニスは、わたしの領く邦にで、彼女はわたしの領民なの！　このままフィンスタニスを壊こわさせるわけにはいかないわ！　ニナちゃん！　今すぐ戻っていらっしゃい！」

　まばたきすらしない藍色の瞳はルノアリアを冷たく見み据すえ──ふたたび、水の蛇が生み出され、猛烈な速さで襲ってくる！

「い、いかん！　水の呼び出しが間に合わん……！」

　切せつ羽ぱ詰つまったカエルの叫び。

　ルノアリアは、カエルを抱えて、懸命に木の陰かげに向かって走る。

　大雨に体温と体力を奪われ、身体が思うように動かない。

　地面のぬかるみに足を取られて転倒し、ドレスのスカートは泥にまみれる。

　肩で息をし、泥を摑んで身体を起こすも、水の大蛇が迫せまってきて──。

「──レイル……」

　あえぐ喉のどが、知らず、彼の名を呼んでいた。

「クレイル──！」

　轟ごう音おんに叫びはかき消された。

　ぎゅっと閉じたまぶたの裏に、強きよう烈れつな光を感じていた。

　泥に片頰をつけたまま、そろそろと目を開いてみると、あたり一面が赤い光に満たされている。

　水を阻む炎の壁が現れたのだ。

　すさまじい水蒸気で周囲の気温が跳はね上がる。

　もうもうと白い視界の中、倒れ込んだルノアリアの脇にいた人物は──。

「……よう、呼んだか」

　ぬかるんだ地面に、尻をつけずにしゃがんだクレイルだった。

　見下ろす顔は不ふ機き嫌げんで、口く調ちようはぶっきらぼう。「まさか」と確認すると、雨に濡ぬれオールバックになっているものの、彼の髪は燃え盛さかる炎のように赤々として輝いていた。

　──炎の精霊の、クレイルだわ！

　カエルを抱えて身を起こしながら、ルノアリアは驚いていた。

「どうして、あなたが？」

「あぁ？　『どうして』だ？　他に言うことねえのか！　このオレサマが来なかったら、あんたは今頃、溺おぼれ死んでたんだぜ」

　クレイルの悪態に、ルノアリアはおののいた。

　普段のクレイルとは別人のようなしゃべり方と態度──ルノアリアには、なじみのないガラの悪さに萎い縮しゆくしつつも「ごめんなさい」と素す直なおに詫わびた。

「あなたの言うとおりね。助けてくれて、ありがとう」

「ちっ、あの臆おく病びよう者もののヒツジ野郎、かったりぃ仕事オレに押しつけやがって──！」

　舌打ちにひるみながら、ルノアリアは懇こん願がんする。

「クレイル、お願い。ニナちゃんを止めるのに、手を貸してほしいの」

「あん？　あのガキ、焼き魚にしろってか」

「ち、違うわっ！　傷つけたらダメなのよ、彼女をなんとか説得したいの。できるだけ、わたしをあの子の近くまで連れて行ってくれないかしら……？」

「このオレに、水の精霊が暴れ回ってる中に飛び込めってか？　無茶言うなよな、ご主人様。オレは炎の精霊なんだぜ？」

　え？　と首をかしげるルノアリアを見て、クレイルは肩を落としてうめいた。

「……水ん中に、火のついたもんぶっ込みゃ、どうなるよ」

　当然、火は消えてしまうが──。ルノアリアは、ぎょっとして顔色を変えた。

「炎の精霊って、水をかぶったら消えてしまうの!?　た、大変っ、雨が降っているのに……！」

　雨からかばうように、ルノアリアは赤金色の頭を抱きしめる。

「ごめんなさい、クレイル！　わたし、なにも知らなくて──早く、屋根のあるところへ避難してちょうだい！」

　腕の中のクレイルが、力なく笑う気配がした。ルノアリアの背を引き寄せ、抱きしめ返して彼は言う。

「マヌケでかわいいルノアちゃん。これくらいの雨じゃ、オレは消えたりしねえよ。ただ、水の精霊とは、めちゃくちゃ相あい性しよう悪わりぃんだわ。いつもよりも力は劣おとるし、あいつと戦やり合えば、劣勢ってこと」

　そう言われれば、以前目にした赤い髪のクレイルよりも、今の彼には覇は気きが感じられない。触ふれれば切れるような凶暴さはなりを潜ひそめ、ぬかるんだ地面に片かた膝ひざをついた彼の顔色は悪い。

　消えたりしない、と言ったものの、雨に打たれること自体がつらいに違いない。

　クレイルに頼たよるわけにはいかない。なんとしても、自分でニナを正気に戻す方法を考えねば。

　以前、ルノアリアには、怒りに暴走した炎の精霊のクレイルを鎮しずめることができた。水の精霊のニナを鎮めることも、不可能ではないはずなのだ。

　クレイルは、炎に吞のまれるきっかけは激しい怒りや憎にくしみ、危機感などの感情の昂たかぶりだと言っていた。ならば、ニナにも精霊化した引き金があったはずで──。

「カエル親分さん、ニナちゃんは、どうして水の精霊に吞まれてしまったの？」

「じいさんが悪あつ漢かんどもに突き飛ばされて、気を失ってしまったのだ。ニナは、じいさんが死んでしまったと勘かん違ちがいをしておる」

「それならば、彼女におじい様の無事を教えてあげればいいわ！」

「おまえ、まだ懲こりぬのか。今のニナに言葉は通じんぞ。さっき、ニナに声をかけてどうなった？」

　ニナに呼びかけ、気を引いたルノアリアは、水による攻撃をしかけられた。

「今のニナの心には、ひとへの憎しみと恐きよう怖ふしかない。人間のあんたが、なにを言っても通じんぞ！　このわたしの言葉すら、届かなかったのだからな」

「はん、子分に対して、教育が行き届いてるじゃねえか」

　カエルを握りしめ、雨に打たれる疲労のやつあたりをするクレイルへと、「ぐえぇっ」と本物のカエルのように鳴きながら、親分はがなり返す。

「水に吞まれて自我を手放すのは修業不足、本人の問題だ。炎に吞まれてしまう、どこかの未熟者のようになぁ！」

「……よほど蒸しガエルになりてえようだな……」

「やめて、クレイル！　今はそんなことやってる場合じゃないでしょう。とにかく、わたし、ニナちゃんのところへ行ってくる！　カエル親分さん、行きましょう！」

　クレイルから取り戻したカエルを腕に抱え込み、ぬかるみによろけながら、ルノアリアはニナに向かって歩きだす。

「おい、こら、待てよ！」

　クレイルが追いかけてくるが、かまわずにルノアリアは歩みを進める。

「ひとりで平気よ！　あなたは早く、屋根のある場所に──領主館に戻っていて」

「さっき、泣きべそかいて、オレの名前呼んでたのは誰だっけ？」

「あ、あれは──無意識で……！」

　手を摑つかまれ、ぬかるみに足を取られた拍ひよう子しに彼の腕にすがりついてしまった。

　雨に叩きつけられ、水を含ふくんだドレスは重く、身体は思うように動かない。

　体温を奪われて凍こごえた足が、がくがくと震えている。

　情けなくて唇を嚙みしめるルノアリアに、クレイルが含めるように言った。

「もう放っておけよ。あのガキも、所しよ詮せん、半分は人間の身体なんだ。いつまでも精霊の力の負ふ荷かには耐えられねえ。ガキの力が尽つきれば、水の精霊どももバカ騒ぎをやめて、大雨も収まる」

「だめよ。それを待っていたら、フィンスタニスが水浸しになって、みんなの畑が全ぜん滅めつしてしまう──」

　いくら、これまでロゼとクレイルが暴れて、畑や家が破は壊かいされることに住民たちが慣れていても、ひとつ残らず壊されれば恨うらむ者もいるだろう。

「ニナは、フィンスタニスでしか生きられない亜精霊よ。普ふ通つうの住民たちみたいに、『未来を見つけたらフィンスタニスを出ていく』なんてできないの。だから彼女と領民たちとの間に、遺い恨こんを残すわけにはいかないのよ！」

　訴うつたえるルノアリアの剣けん幕まくを、細めた瞳で見下ろしたクレイルが、やがて言った。

「わかった──オレが連れて行ってやる」

「でも……！　あなたは水に弱いんでしょう？」

「オレサマを誰だと思ってやがる。四大精霊の中で、もっとも偉い大だいな炎の精霊だぞ」

「いい加減なことを言うな、一番偉大なのは、水の精霊だっ」

「うるせえ！　焼きガエルにするぞ！」

　カエルを摑んだまま、クレイルは凶悪に笑って、ルノアリアを振り返る。

「こちとら、命かけるんだ。約束しろよ、ご主人様。仕事が成功したら、必ずオレに褒ほう美びをよこすってな」

「褒美──？」

　ドウッ、と滝たきが地面を激しく叩くような音がした。

　ニナを中心にしたあの水たまりが、どんどん面積を増していた。

　あれでは、もはや湖だ。その湖は、激しく波打ち氾濫しつつある。

　ルノアリアはぎくりとした。

　小麦畑の向こうに流れる川が、猛烈な速さで増水しはじめているのだ。

　このままでは、川沿いの家や畑が、水に吞み込まれてしまう！

　絶望に全身の力が抜け落ちかけた、そのとき──川べりに、めきめきと樹の枝やツルが伸び出し、堤てい防ぼうを作りはじめたではないか！

　ありえないスピードで植物が成長するのを、夢を見ているのかとルノアリアは驚きよう愕がくする。

「いったい、あれは──」

「《森番》の仕事よ！」

　打てば響くような答えに振り返れば、そこには腕組みし、堂々とした立ち姿で大雨に打たれる魔女の姿があった。

「ベルティナさん！」

「《森番》が、ああやって堤防を作り出して川沿いの浸しん水すいは抑えてくれている。だけど、海も荒れはじめているわ。大津波が来たら、もう誰にも抑えきれな──」

　ベルティナの言葉の途と中ちゆう、ニナの生み出した激しい波がこちらへと襲ってきた──！

　とっさにクレイルが炎を呼び出し、ルノアリアを抱き寄せて全身を包み込む。ルノアリアは彼の胸にすがりつく。

　目を閉じていても、強い光を感じていた。ゆっくり目を開いてみると、光はおさまり、あたりはすさまじい水蒸気にけぶっていた。

　しかし、蒸気による熱を感じない。ルノアリアを抱きしめている、クレイルの手だけが服を通して熱かった。

　──クレイル、蒸気からわたしを護ってくれているんだわ……。

　見上げてみると、ニナのほうを挑いどむようにねめつける、クレイルの表情は厳しい。

　波が引いて白くけぶった周囲を見回し、ルノアリアはハッとした。

「クレイル！　ベルティナさんの姿が見えない！」

「そんなもん、知るかよ」

　ぶっきらぼうな返事にルノアリアは我が耳を疑った。

「そ、『そんなもん』ですって!?　彼女は、あなたの恋人でしょう!?」

「……なに勘違いしてるのか知らねえけどよ──ほれ、あっち」

　クレイルが向けた視線の先、突とつ如じよ起こったすさまじい風が巻き上がって、白い蒸気を吹き飛ばす。

「オレが助けるまでもねえってことだ」

　曇天に向けて、見覚えのある麦わら帽ぼう子しが高く舞い上がった。

　風の生まれた中心には、ベルティナを両手に抱き上げている見知らぬ男の姿があった。白はつ金きんの髪に、琥こ珀はく色いろの瞳をした青年である。

　どしゃぶりの雨の中でも、淡あわく輝くような存在感──美しい姿をした青年の腕の中で、ベルティナが目を輝かせて叫んでいた。

「シルヴィオ──！」

「まいったな……荒あら事ごとは苦手なんだけど」

　シルヴィオと呼ばれた美青年のため息交じりの声を聞き、ルノアリアは驚いた。

「あなた、もしかして《詩人》さんなの!?」
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　信じられないことに、いつもほっかむりに麦わら帽子で隠されていた細おもてはびっくりするほど端たん正せいだった。ベルティナを地面に下おろしながら、彼はほほえんだ。

「そのとおり、わたしは《詩人》だよ。やあ、クレイル。ずいぶん苦しそうだね。この雨がきついんだろう？　それなのに、さっきから中ちゆう途と半はん端ぱな炎で水を抑えて──あんなことしたら、余計に雨雲が大きくなるだけなのに」

「るせえんだよ、口ばっかりのカナリア野郎！　その女連れて、あっちでピーチクさえずってやがれ」

　苛いら立だつクレイルに苦笑し、《詩人》は空を見上げた。

「……風の精霊を集める魔法を使ってみようか。ベル、君にも手伝ってほしい。一緒にあの雨雲を吹き飛ばそう」

「魔法を使うって……《詩人》さん、魔法使いだったの!?」

　美青年ショックに続く、またも意外な《詩人》の事実に驚くルノアリアへ、ベルティナが説明する。

「彼は、風の亜精霊なの。八分の一、精霊の血を引いている」

《詩人》が頷うなずいて続けた。

「そのたった八分の一の血が流れるせいで、わたしは魔法を使うことも禁じられている。そしてもちろん、魔法使いにもなれないんだ。協会の法によってね」

「そう。使っちゃいけないくせに、使えるのよ、こいつ。わたしと師し匠しようが同じだから……って、長話してたら、クレイルがホントに使い物にならなくなるわ！」

　激しい雨の中、《詩人》は美しい声で、朗々と呪文を唱える。

　それを追ってベルティナが続く。

　絡からまり合うように、呪文の二重唱は激しい雨の音を穿うがつ。

　呼び出された風の精霊たちは天空高く舞い上がり、術師の命めいに従い踊りはじめた。

　やがて曇天は切れ間を見せ、光が差し込み──雨が、徐々に小降りに変わる。

　天を仰いでいたクレイルは、不敵に笑った。

「へえ……やるじゃねえか、カナリアくん。これならいけそうだな……じゃあな、ルノアちゃん。オレ、魚娘にお仕置きしてくるわ」

「ま、待って！　クレイル、わたしも連れて行ってくれるって言ったじゃない！」

「無む謀ぼうと勇気は違うだろう。水に吞まれりゃ、あんたもオレも一いつ巻かんの終わりだ」

　クレイルが呆れをこめて言うが、ルノアリアは強気に笑い返した。

「平気よ。だって、あなたは約束したわ、わたしを護ってくれるって」

「弱気になったり、強気になったり、忙いそがしい女だな」

　言い合っていると、背後からおだやかな声がした。

「クレイル、おまえが、あの水の中に飛び込むのは自殺行為だろう」

「《森番》さん！」

　声をあげるルノアリアに向けて、《森番》はうなずきを返す。

「領主どの、わたしがニナのところまで、あなたを連れて行ってやりたいところだが──あちらにも、気を払わねばならないのだ」

　自身の生んだ堤防によって、かろうじて浸水の抑えられている川を指さした《森番》は、大きな身体を屈かがませ、地面に片手をつく。

「──だが、助けになるくらいならば」

　途端、地鳴りと共に湖の中にいるニナの周囲に段差ができ、滝のように水が流れ落ちた。水に覆われていたニナの周まわりには、ぬかるんだ土だけが残された。

　額ひたいに手をかざしたクレイルが、その様子を見て「すっげー！」と感心し、《森番》に向けて凶悪に笑いかける。

「あんたがそのまま、あのガキを土に埋うめちまえばいいじゃねえか」

「クレイル！　なんて恐おそろしいことを言うの！　絶対にダメよ！」

　叱しかりつけるルノアリアに、《森番》はうなずいた。

「ああ、領主どのの言うとおりだ。ここは精霊の世ではなく、ひとの世──あの子を力で抑えつけてはいけない」

「え……？」

「クレイルがここに来る以前にも、ニナはあんなふうに暴れ出したことがある。そのときは、ロゼとわたしで止めた……力ずくでな。しかし理性で自分を抑えることを覚えねば、あの子はいつまでも、本当の意味でひとと共に暮らすことはできない。領主どの、ニナを頼む」

「わかったわ……本当にありがとう、《森番》さん」

「急げ、クレイル。できる限りの援えん護ごはするが、長くはもたん」

「ちっ！　言われなくても、わかってるっつーの！」

　肩を抱き寄せられたかと思うと、間髪いれず足払いがかけられる。ルノアリアはクレイルの両腕に抱き上げられていた。

「今のオレには、行きの燃料しか残ってねえぞ。あんたがあのガキを鎮められなかったら、そんときゃ、ガキを焼き魚にする。オレは、あんたを溺れ死なすつもりはないからな！」

　ニナのほうを睨にらみつけたまま、雨に打たれるクレイルの顔は、ひどく青ざめていた。行きの燃料しか残っていない、という宣言は虚きよ勢せいを張る余裕も残っていない本ほん音ねなのだろう。

　ルノアリアは弱気になりかけるが、《釣りじい》の言葉を思い出す。

『あんたは、みなに希望を与える立場にいるんだよ』

　みなが、ニナのために動いている。助けてくれている。

　この状況で、領主の自分が、みなに希望を与えられなくてどうするのだ!?

　周囲にいる者たちにも聞こえるよう、ルノアリアは高らかに哄こう笑しようした。

「おーほほほほ！　このわたしを誰だと思っているの？　ニナは必ず鎮めてみせる！　あなたも、わたしも──誰ひとり、死なせてなるものですか！」

「はっ、上等だ！　行くぜ、よくばりなご主人様!!」







《森番》の生んだ堀ほりにぐるりと囲まれた中へと、クレイルとルノアリアは降り立った。距離にして約五歩分、ニナが静かにたたずんでいる。

「ニナちゃん……！」

　ルノアリアの呼びかけに、わずかに首を動かすが、やはり彼女の瞳に感情はともらない。

「ニナちゃん、戻っていらっしゃい、あなたのおじい様が待っているわ」

　美しい水の精霊は、腕を払って自らの周りに水のカーテンを張り、遮しや断だんした。

　まるで、ルノアリアの声など聞きたくない、というように。

「待て！　近寄るな！」

　クレイルの警告を無視して、水のカーテンに触れたルノアリアの指に激痛が走る。

「──っ！」

　とっさに引いた手は、痺しびれにうずき、指先が赤く変色していた。

「無茶するな！　手が血まみれになってもいいのか!?」

　これでは、近づけないばかりか、声すら届かない！

　焦あせるルノアリアの目の前、ニナがまたも腕を動かした。周りの堀にたまる水が三本の柱となって立ち上がり、みるみる形を作り出す。それらは、大きな口を開けた水の蛇となってルノアリアたちへと襲いかかってきた。

「キャ──！」

　ルノアリアが悲鳴をあげ、クレイルがニナの周りに炎を生もうと殺気だった瞬間、ふたりの目の前にカエルが高く跳び上がった。

「ルノアリア！　ニナのことは任せたぞ。水の精霊たちよ──我が意に従い、ここに集つどえ!!」

　カエルは渾こん身しんの力を振り絞しぼり、水の低位精霊たちに命じた。水の蛇たちは軌き道どうを変えて、いっせいにカエルに結集する。

「はーはは！　人間というものは、このわたしがいなければなにもできぬごがぼぼ！」

　あっという間に、三匹の水の蛇に吞み込まれたカエルは、はるか後方にすっとんでいく。

　その隙にクレイルが、ルノアリアをニナのほうへと押し出した。

「あんたを、炎に加護させている。今ならあの水の膜を突き破れる！」

「で、でもっ、カエル親分さんが──」

「カエルが水に溺れるか……！」

　叫ぶクレイルの声は、切羽詰まっていた。

　支えられている背に触れるクレイルの手のひらの熱さは尋じん常じようではない。彼が限界を超こえているからか、それとも『炎の加護』というもののせいだからなのかは、ルノアリアにはわからなかった。

　水の粒りゆう子しが、高速で渦うずを巻いて再びニナの元へと集結しつつある。また、水の大蛇が生まれてしまう！

　迷っている暇ひまはなかった。

　ルノアリアの手が、水のカーテンを突き破る。

　ジュッと大きく音を立て、激しく蒸気がたちのぼる。

　そのまま伸べた腕で、ルノアリアは水の精霊の身体を抱きしめた。

　気づけば、背におかれたクレイルの手から、もう熱さは感じない。

　クレイルを振り向く余裕もなく、ルノアリアは言い含めるようにニナに呼びかけた。

「ニナちゃん、戻っていらっしゃい！　あなたのおじい様は、無事なのよ！」

　氷のように冷たいニナの身体が、ルノアリアの腕の中で怯おびえるように身じろいだ。

　ルノアリアは直感した。

　──わたしの声が、届いている……！

　凍るような冷たさに、腕から体温を奪われ、全身の感覚が消えていく。それが痛みに変わっても、ルノアリアはさらに力をこめてニナを強く抱きすくめる。

「教えたでしょう？　自分を失わず、冷静に行動することを忘れないでって。仲のいいひとに確かめてって。さあ、わたしを見て。わたしを知っているわね？」

　凍えて動かない腕を懸命に上げ、氷の彫ちよう像ぞうのように冷たくすべらかな頰を震える両手で挟はさみ、視線を合わせる。

「わたしは、フィンスタニスのルノアリア。おじい様は無事よ。でもあなたが、このまま水の精霊に連れ去られてしまったら、あなたの大切なおじい様がつらくて悲しくて、病気になってしまうかもしれないわ」

　美しい水の精霊の表情は、相変わらず欠落したままだ。しかし、彼女は口を開いて、小さくなにかを言った。

「──じっちゃ、元気？」

　それは、聞き違ちがいだったかもしれない。

　けれども、ルノアリアは彼女の中に残る理性に、すべてをかけるしかなかった。

　温かな心を取り戻してくれるよう、願うように背をさすり、何度もうなずく。

「ええ──ええ……！　あなたが戻ってきたら、おじい様は、すぐに元気になるわ！」

　腕の中の精霊が、ぱっとまばゆい光を放った。次の瞬間、腕の中にいたのは、小さなニナだった。

　ニナは、ルノアリアの腕に頰をすり寄せてほほえんだ。

「じっちゃ、生きてる」

「ええ、あなたの帰りを待っているわ」

　彼女をぎゅっと抱きしめて、ルノアリアはほほえみを返す。

「──お帰りなさい、ニナちゃん」







　嵐が過ぎ去った後のように、すっかり水浸しになった麦畑の中は、しんと静まり返っていた。ルノアリアの腕にすり寄っていたニナであるが──あたりを見回した彼女は、やがて声をあげて泣き出した。

「えっ、ど、どうしたの、ニナちゃんっ」

　わあわあと泣き叫ぶその内容を懸命に聞きとろうとするのだが、訛なまりが強すぎて、ルノアリアにはなにを言っているのかわからない。

「クレイル、どうしたらいいのかしら──」

　助けを求めて振り向くと、赤い髪のクレイルはしゃがみこんだ格かつ好こうで、がっくりとうなだれていた。顔を伏せたまま、無言で挙あげた片手が小刻みに震えている。どうやら、苦しいながらも懸命に虚きよ勢せいを張っているらしい。

　腕の中には、泣きじゃくるニナ。疲ひ労ろう困こん憊ぱいに声すら出せない炎の精霊クレイル。

　ルノアリアが困り果てていると、風と共に、ベルティナと《詩人》が現れた。

　駆け寄ってきたベルティナが、手に持っていたカエルを差し出した。

　ルノアリアはほっと、安あん堵どの息をつく。

「カエル親分さん……無事だったのね！　ニナちゃんが泣きやんでくれないの……どうしちゃったのかしら」

「うむ。この娘は、ひとを恐れているんだよ」

　疲れた様子のカエルは、よたよたと地面に下りて、ニナを見上げた。

「ニナは、かつて貧まずしい漁村に暮らしていてな──」

　異い端たん視しされていた彼女は、ひどい嵐が村を襲い、ほぼ壊かい滅めつしたことをきっかけに、「この亜精霊が嵐を呼んだ」と石で重しをつけられ、海に放り込まれたのだと……カエルは淡たん々たんと説明した。

「そ、そんな……じゃあ、二百年も海の底で眠っていたっていうのは──」

「ニナは人間の手により、生きながらにして海底に沈められた。だが、勘違いするなよ。ニナは、嵐など呼んでいないのだ。二百年前は、《光の聖人》という宗派が幅はばを利かせておってな──その教区には莫ばく大だいな税がかけられていた時代であったのだ」

　生活苦への、たまりにたまった村人たちの鬱うつ積ぷんが、嵐をきっかけに爆発し、異端の者である亜精霊に向いたのだとカエルは言う。

「ニナは、また暗い海底に、ひとりきりで沈められてしまうのではないかと怯えているのだろう」

　痛ましい事実に言葉を失い──やがて、ルノアリアは決意を秘めて「大丈夫よ」と、優しくニナの背を叩く。

「あなたがわざと嵐を起こすような子じゃないことは、《釣りじい》さんもわたしも知っているわ。もしも、フィンスタニスのみんなが怒っていたら、わたしが一緒に謝りに行く。絶対に、あなたを海に沈めたりなんかしない」

　ルノアリアの腕の中で小さくうなずいたニナが、嗚お咽えつ交じりに囁ささやいた。

「じっちゃ、どこぉ……？」

「そうね、おじい様に、あなたの無事を知らせに行きましょう」







《釣りじい》は領主館の一室に運び込まれ、《医者》の診しん察さつを受けていた。オルキアによると、彼はすぐに意識を取り戻したものの「痛みで身動きが取れない」と訴うつたえているという。オルキアの見立てでは、外傷はなく、骨に異常があるわけでもなさそうなのだが。

「ニナ──戻ってきた……おお、よかった、よかったのぉ」

　涙を流して養い子の無事を喜ぶ小さな老人に、ニナは泣きすがる。

「じっちゃ、痛いの？　痛くて、死ぬのかしら？　ニナを食べたら、死なんかしら？」

　付き添そっていたルノアリアは、ニナの発言に息を吞む。この子は、『精霊を食べたら永遠の命が与えられる』というでたらめを、聞き知っているのだ。

《釣りじい》は、ほほえんで首を横に振った。

「そうだとしてもな……ニナを食うてまで、じっちゃんは長生きしとうないよ」

「いややぁ、じっちゃ、死なんで！」

「……ニナはええ子だなぁ」

　互いを想い合うふたりの姿にもらい泣きしながら、ルノアリアは《医者》を問い詰める。

「《釣りじい》さんの容体は、どうなんですか……!?」

　丹たん念ねんに老人の身体を診みたフィンスタニスの《医者》は、無ぶ愛あい想そうに答える。

「外傷なし。不整脈なし。──動けないのは、持病のぎっくり腰ごしだ」







　ルノアリアが広間に戻ると、捕縛された盗賊たちが床に並んでいた。

　彼らを前に処遇を考える若き領主へと、ベルティナが進言した。

「このひとたち、強ごう盗とう未み遂すいで告発できるわよ。言ったでしょう？　精霊を狩ろうとした者に対して、事後処理ならできるって」

「強盗──彼らは物を盗もうとしたわけじゃないわ」

「ルノアちゃん……だから、それはただの建たて前まえで──」

「ありがとう、ベルティナさん。だけど、ここはフィンスタニス、わたしの領く邦にです。エンデ国や魔法使い協会が亜精霊たちをどう扱おうと、わたしは領民を『物』として扱うつもりはありません」

　と、盗賊たちの間をうろうろ歩き回っていた賞金稼ぎ三人組が、ルノアリアに報告した。

「おうおう、お嬢！　こいつら、余罪がぞろぞろ出てくるぞー」

「揃いも揃って、賞金首だ！」

「これだけいれば、賞金もたんまりだな」

　三人は「ひゃっほう！」と声をあげてはしゃぎ合い、目を輝かせて提案した。

「なあ、お嬢様！　おれたちが、こいつら連れて、街の役所まで使いに行ってやるよ！　賞金の分け前は、おれらとあんた、八対二ってところでどうだい？」

　ふっかけすぎでしょ、と呆れたルノアリアは眉を持ち上げ白しら々じらしく言った。

「こっちが八割なのかしら？　それなら、お使いを頼んでもいいわよ？」

「おうおう、勘かん弁べんしてくれよ！」

「これだけの大人数移動させるんだぜ？」

「八割ってのは、手間賃も込みだ！」

　抗議する三人組に、ルノアリアはため息をついて、痛ましげに首を振った。

「これだけの損害を与えられて、我がフィンスタニスの取り分が二割なんて……。仕方がないわ。領民たちに示しもつかないし、この上はフィンスタニスで私し刑けいに処しましょう」

「はいはーい、ご主人様」

　床に尻をつけずにしゃがんだ体勢──いわゆるヤンキー座りで挙手しているのは、疲労に殺気立つ赤い髪のクレイルだ。

「オレ、火あぶりにしちまえばいいと思いまーす」

　すると、《森番》が重々しく続けた。

「……土ど葬そう」

　甲かん高だかい声でカエルが叫んだ。

「水責め！」

　そして、腕組みしたフィーが、おごそかに提案した。

「血抜き」

「血抜き……？」

　ルノアリアが首をかしげると、オルキアが補足する。

「血抜きは獲物を捕ほ獲かくした段階で速すみやかに行うんだ。でないと、肉が生なま臭ぐさくなっちまう。たとえば、シカなんかだとこう、逆さに吊つるして喉をかっ切る──」

　オルキアの指し示した先では、料理人の助手よろしくフィーがカエル親分の足をむんずと摑み、逆さ吊りにしていた。

　震え上がった賞金首たちは、蜂はちの巣すをつついたように大騒ぎする。

「ぎゃあああ！」

「バ、バケモノどもに血を抜かれて食われる!?　そんな死に方だけはごめんだぜ！」

「さっさと役所に連れて行ってくれー！」

　懇願する賊たちの中で、こそこそと言葉を交わす者たちがいた。

「おい……数が足りなくねえか？」

「そういや、おれらをフィンスタニスに集めた、あのふたりがいねえな」

「真っ先に逃げちまったってわけかよ……くそっ、『お嬢様領主なんて、少し脅おどせばすぐに泣きだす』なんざ、調子のいいこと言いやがって。妙なふたり組だと思ってたが、馬鹿みちまったぜ」

　末席で悔くやしがっている賊たちの会話に、ルノアリアたちフィンスタニスの面々が気づくことはなかった。
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　フィンスタニスの森、最深部。

　陽の光を枝葉に阻まれた暗い森の中、普段よりも多い魔物たち相手にも動じることなく突き進んだふたり組が、《門》を見つけた。

　うっそうとした薄うす闇やみで、男のひとりが手のひらに炎の球を生んで灯あかりをともす。

「ほう……美しいものだな。これが魔物を生む《門》というものなのか。フィンスタニスは、魔物が徘はい徊かいする地じ獄ごくのような土地だと聞いてはいたが──このようなものを人じん為い的てきに作ることができるとは、魔法使いとは恐ろしいものだな」

　貴き石せきの埋め込まれた、透とう明めいな柱にぐるりと首をめぐらせ感心する剣を手にした男に、炎の灯りを手にした魔法使いがくつくつ笑って「違う」と言った。

「それらは、《門》ではない。魔物の行動範はん囲いを狭せばめるための結けつ界かいだ。見事だな、隙も無む駄だもない……実にうまく構築されている」

「ならば、こっちの石が積まれているのが《門》というわけか？　さて、これをどうやって持って行くつもりだ」

「いいや、それも違う。魔界と現世を繫つなぐ《門》は、これだ」

　と手に取ったものは、石の建造物の中に置かれた、ころりと丸い石だった。

「は……？　こ、こんな石っころが、魔物を生み出すというのか？」

「そうだ。これこそが魔界と現界を繫ぐ《門》だ。あんた、さっき魔法使いが魔物を生む《門》を作ることができる、と言ったが……それは、正確ではない」

　そのようなわざは、現在の魔法使いは誰ひとりとして持っていない。

　三百年前の魔法使いが技術の粋すいをこらし、ようやくこのひとつだけを完成させたのだという、唯ゆい一いつ無む二にのものなのだから。

「さあ、馬鹿どもがバケモノや住民の気を引いている間に、谷を出るぞ」

　踵きびすを返した途端、結界の中、周囲の空気が揺れた。

「な、なんだ？」

　剣を手にした男は、不可解な気配にあたりを見回す。

　石を手にした男は、強烈な気配に引かれて迷わず背後を振り返る。

　大木の影の中、とんがり帽子に変わった型のドレスを着た女が、ぼうっとたたずんでいた。

「貴様──フィンスタニスの『闇の魔女』」

　硬かたい声でつぶやいた魔法使いに、剣を手にした男が小声で問う。

「魔女？　あれも、あんたと同じ『魔法使い』なのか？」

「いいや、おれも詳しくは知らないが……あれは協会に認められた『魔法使い』ではないはずだ──」

　帽子をかぶった女は無表情で誰何した。

「あんたら、何者だい？」

「それはこっちが訊きたい、闇の魔女。あんたは、いったい何者だ？　十年前まで協会の地ち下か牢ろうに封じられていただろう。この石と共に、念入りに結界を張られて」

　男の掲かかげた石に、帽子のつばの奥から視線を投げた魔女は、淡々と言った。

「あたしが、なんなのかを知らされていないってことは……あんた、協会の下したっ端ぱなんだねぇ。その石に、なんの用だい？」

　下っ端、という言葉に、男の頰がぴくりと動いた。

「協会の生ぬるいやり方に、嫌いや気けがさしてな。この石を使って、ひと山当てようって算段だ！　魔物を無限に生む石があると知れば、欲しがる者はごまんといるからな！」

「《門》の場所までたどりついたってことは、フィンスタニスに来たのは初めてじゃなさそうだね」

「ふん！　ロゼという魔法使いの協会費の徴ちよう収しゆうで何度も訪れたわ！」

「あんた、集金役かい……そりゃ下っ端だ」

「下っ端下っ端言うな！　ロゼという男は、貴族を相手に仕事をしても目をつぶられるというのに、どうしておれたちは、安い給料で田舎の領りよう地ちを雨あま乞ごいなどして回らねばならぬのだっ!?」

「誉ほまれ高い役目じゃないか」

「なにを知ったような口を──我らは、その土地を束ねる一部の者としか接せつ触しよくしてはならぬと定められているのだぞ？　農民どもからは感謝されることもなく怪しげな目で見られ、地方郷ごう士しにはいかにも渋々報ほう酬しゆうを払われた揚あげ句く、手元には残らない。月収制の悲ひ哀あいなどわかるまい……！」

　剣の男は、集金係の魔法使いの肩を叩いて励ました。

「……あんたの役目についちゃ、わからないねぇ。だけど、その石のことなら、あんたよりも詳しいんだよ。石を置いて、さっさと逃げなよ兄さんたち」

　魔女の瞳は、ただ暗あん澹たんとして感情をともさない。どこまでも茫ぼう洋ようとしていて、警告の声にすら抑よく揚ようはなかった。

「早くしないと──出てきちまうから」

　なにが、と問う暇もなく、男の手の内で石が震えた。

　またたく間に不吉な気配があたり一面に広がり、闇が地を這はい、のたうつ暗黒は魔物を生み出す。次々に現れるさまは、さながら、沼ぬまからヘドロが湧いて出るかのよう。

　男たちは、おぞましい光景に身震いしながら、攻撃に備える。

　剣を手にした男が手近な魔物を叩き伏せ、石を手にした魔法使いは炎を呼んで焼き払う。

「な、なんだ、この異常な数はっ」

「闇の魔女、貴様、いったいなにをした!?」

「『なにをした』？」

　緩かん慢まんなしぐさで帽子を取った魔女が、ゆっくりと首をめぐらせる。

　黒い髪がさらりと肩に揺れる。

　うごめく魔物たちを見つめる、深い深い闇の瞳が焦こがれるように細められた。

「あたしにはね……なにもできやしないよ」

　途端、女の足下からぞろりと闇が広がった。

　闇は森の中で縦じゆう横おう無む尽じんに暴れだし、石の生んだ闇と絡み合い、混ざり合い……混こん沌とんが支配する。

　魔女の闇からにじみ出て氾濫した恐怖が、激痛が、絶望が──虚きよ無むが、ふたりの侵入者に音もなく襲いかかり、容よう赦しやなく吞み込んだ。




　白目を剝き、泡を吹いて倒れた男たち。

　魔物の姿は一匹残らず、すべてがこの場から消え失せていた。

　おもむろに帽子をかぶりなおしたライアは、男の手から落ちた石を拾い上げる。

　なにも映すことのない闇色の瞳から、とめどなく涙がこぼれ落ちている。

　声もあげず、頰を伝うしずくをぬぐいもしない。

　闇の魔女は音もなく、森の、より暗がりへと姿を消した。
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　精せい霊れい狩人かりゆうどを巡めぐる一連の騒そう動どうが起こったその日のうちに、賞しよう金きん稼かせぎ三人組は賞金首たちを連れてフィンスタニスを出しゆつ立たつした。

　フィンスタニスの住民から有志を募つのり、隊列を組んだ一団を見送った後、ルノアリアはようやく自室に戻もどることができた。泥どろと土ど砂しや降ぶりの雨で、衣服も、ルノアリア自身も汚よごれきっていて、着替えがしたかったのだ。

　かじかむ手で、靴くつやドレスを身体からだから引き剝はがし、ようやく下着姿になったところで、背後から声がした。

「……忘れたとは言わせねえぞ。『褒ほう美び』」

「え……？」

　振り返れば、そこには赤い髪のクレイルが暗い顔をして立っていた。どういう魔法を使ったのか、彼の衣服は少々よれてはいるが、ひどく汚れている様子はない。

　賞金首たちへの処しよ遇ぐうが決まった途と端たん、広間を出ていった彼は、元の金きん髪ぱつのクレイルに戻ったとばかり思っていたのに──。

　呆あつ気けにとられていたルノアリアは、やがて自分があられもない下着姿であることに思い至った。

「きゃあああ！」

　悲ひ鳴めいをあげてベッドに飛び込み、うわかけの下にもぐりこむ。

「き、着替え中なの、出てってちょうだい！　すぐに、服を着るからっ！」

　真っ赤になったルノアリアの叫さけびを聞いても、クレイルは部屋を出るどころか、彼女のもぐり込んだベッドに片手をついて、ずい、と近寄ってきた。

「いや、そのままのほうがいい。手間がはぶける」

「手間なんて、あなたにかけないわ！　五分だけ待って！」

「待ってる時間ねえんだよ。ちっとでも気ぃ抜いたら、あいつに戻っちまう」

「あいつって……金髪のクレイルのことよね。どうして、今回はまだ金髪に戻っていないの？　あなたは力を使い果たしたって言ってたのに──」

「おおよ。疲つかれすぎて、もう少しでオチるとこだったぜ。火ぃついたかまどに頭ぶっ込んで、なんとか意識保たもってる」

　言われて初めて、クレイルの赤金髪に黒い煤すすがついているのに気づいた。

　かすれぎみの声は言葉どおりに深い疲ひ労ろうがうかがえ、表情は鬼き気き迫せまる。

　よほど『褒美』が欲しいのだろうか、彼は無理を押して精霊化し続けているらしい。

「あんたには、前にも逃にげられちまったからなぁ？」

　ぎらぎらした赤い瞳ひとみが、獲え物ものを狙ねらう猛もう獣じゆうじみて輝いた。寒さとは別物の悪お寒かんが背せ筋すじを駆かけ抜けて、ルノアリアはうわかけを無意識に引き寄せて小さく震ふるえる。

「クレイル、『褒美』の件は、また次の機会にしましょうよ。あなた、とても疲れているみたいだし……早く金髪のクレイルに戻ったほうがいいんじゃないかしら」

「けっ、あんたは、あのじめじめへっぴり野や郎ろうのほうがお好みってか？」

　確かにルノアリアは、金髪のクレイルに比べてこの赤い髪のクレイルが、少し苦手だ。

　精霊云うん々ぬんが問題なのではない。乱暴な言葉づかいは普段耳みみ慣なれないし、粗そ暴ぼうなふるまいも、ルノアリアには怖こわく思える。

　がしがしと赤金色の頭をかいたクレイルは、肩を落とした。

「……あのよぉ、言っとくけどな、あいつはあんたが思うような男じゃねえんだぞ？　ったく、あんな根性ぐずぐずに腐くさったヒモ野郎の、どこがいいっつーんだ」

　忌いま々いましげに吐き捨てるクレイルに、おそるおそる尋たずねた。

「あなたは、もうひとりの自分のことを、嫌きらっているの？」

「ああ、嫌いだね。なぁにが『ひとに生かされている』だ、被害者ぶりやがって……！　思い出しただけで、サブイボ立ってきたぜ──『さらって逃げてみようか』？　サムッ！　あんな自己憐れん憫びん野郎、獄ごく中ちゆう死ししてりゃよかったんだよ！」

「えっと……『嫌っている』ってことは、嫌いになれるくらい、あなたは金髪のクレイルを知っているってことよね？　それなら教えてほしいの。金髪のクレイルは、したいこととか、してほしいこととか、全然教えてくれなくて」

　苛いら立だたしげに眉まゆをひそめた赤髪のクレイルは、ルノアリアの顔の脇、壁かべに叩たたきつけるように手をついた。間近に視線を合わせ、うなるように言う。

「……あんたさぁ、オレの話、聞いてた？　つーか、褒美はオレとの約束だろうが。なに、あいつの希望優先させようとしてんだよ」

　険けわしく睨にらみつけてくる赤金色のまなざしに、ルノアリアは身をすくめてしどろもどろになる。

「あ、あなたがいくら嫌いって言っても、わたしは金髪のクレイルが好きだから──」

　震えながらも、赤い瞳に宿る怒ど気きの鋭するどさにハッとしていた。水の精霊に攻こう撃げきされて震えていたルノアリア──あのとき目にした、戦う彼の厳きびしいまなざしを思い出したのだ。

　攻撃からかばってくれたのは、他でもない、赤い髪のクレイルだ。

　彼は、ルノアリアをニナの元に連れて行ってくれた。ニナを傷つけたりしなかった。暴言を吐はき、横暴にふるまってみても、結局、ルノアリアの願いを聞き遂とげてくれたのだ。

　恐おそろしい水の氾はん濫らんの中で、ずっとルノアリアの背を支え続け、決死の覚かく悟ごで護まもりきってくれた。

　それなのに、自分は彼を「怖いひと」だと怯おびえるばかりで──。

「ごめんなさい。そうよね……わたし、あなたに助けてもらったのに……早く金髪のクレイルに戻ったほうがいいだなんて──」

　──なんて酷ひどいことを言ってしまったのだろう……。

　しゅんとしたルノアリアは、改あらためて問う。

「赤い髪のあなたが欲しい『褒美』って、なにかしら？」

「あんたが欲しい」

　即答され、ルノアリアは拍ひよう子し抜ぬけして、まばたいた。

「そんなことでいいの？」

　今度は、クレイルが拍子抜けして、赤い瞳をまばたく。

「『そんなこと』？　ずいぶん安売りなんだな」

「安売りもなにも、わたしの『喜びの心』が欲しいってことでしょう？　それなら、いつもと同じじゃない。クレイル、遠えん慮りよしなくてもいいのよ？　今は、お金のかかるものでも買ってあげられるわ。もうすぐ賞金稼ぎのラントさんたちが、賞金を持って帰ってきてくれるもの！」

「……伯はく爵しやく家けのお嬢じよう様さまが、ごろつきの賞金なんざアテにするなよな……」

　クレイルは呆あきれて苦笑しているが、ルノアリアは心から誇ほこらしい気持ちだった。

　盗とう賊ぞくたちの襲しゆう撃げきを、速すみやかに制圧することができた。

　ニナの呼んだ水による被害は、最小限に抑おさえられた。

　精霊にとらわれたニナを無事、呼び戻すことができた。

　なにより、領りよう民みんたちにひとりの死傷者も出なかった。

　すべては、フィンスタニスのみんなが助け合うことができたから──こんなに嬉うれしいことはない！　心が幸福に満たされ、ルノアリアは鮮あざやかにほほえむ。

「みんなで手に入れた賞金だもの。みんなのために使──うきゃああああっ!?」

　言葉の途と中ちゆう、ルノアリアは心底驚おどろき、悲鳴をあげた。

　花の香に誘われた蝶ちようのように、クレイルがルノアリアの首すじに唇くちびるを寄せてきたのだ。

「ど、どうして、あなた、首を舐なめるのっ!?」

　陶とう酔すいにかすれた声が、耳元に言った。

「あんたの心が、甘いから──」

「甘いって──ままま、まさか『わたしが欲しい』って、わたしのカラダを食べるっていう意味なの!?」

　どうして!?　金髪のクレイルは、『ひとの肉体を食べることはありえない』と断言したのに！

　首に顔をうずめた彼の吐と息いきが鎖さ骨こつに吹きかかり、ルノアリアは恐怖に震えあがった。
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「ままま、待って、クレイル！　ご褒美については、もう少し話し合いを──」

「待ったはナシだ。あんたに『できること』……そうだな。目、つむれよ」

「目？」

「キスするから」

「へ……？　クレイル、前にわたしがキスしたとき、怒っていたじゃ──っ!?」

　はだかの肩かたに熱い唇が触ふれ、ルノアリアの身体が硬こう直ちよくする。

「三倍以上にして返すって言っただろ？」

　間近で長いまつげが震え、燃えるような赤いまなざしは、凶きよう器きのごとき色香を宿す。金かな縛しばりにかけられたように、ルノアリアは碧あおい瞳を見開き視線を合わせることしかできない。

　激しい恐きよう慌こうをなだめるように、クレイルの指が彼女の頰を撫なでる。

「目……閉じないならそれでいいよ。オレもあいつも、あんたほど綺き麗れいな目をした女、他に知らないから──」

　囁ささやきは甘く鼓こ膜まくを痺しびれさせ、脳のうを侵おかして、めまいが襲おそう。わけもわからぬまま、しかし不可解な熱に押し潰つぶされ、ルノアリアは心が焼き尽つくされるかと錯さつ覚かくしていた。

　胸の前まで引き上げていたうわかけが、ぱさ、と膝ひざに落ち……そのとき、ノックの音と共に部屋の外から声がした。

「ルノアリア、お湯をお持ちしまし──」

　開いた扉とびらの向こうには、フィーの姿があった。手には、あるじの身体を清めるための湯が張られた桶おけを抱かかえている。

　フィーの頭が状じよう況きようを把は握あくするまでの三秒間、室内のふたりの身体は静止する。

　下着姿のルノアリア。そして彼女にのしかかっているのは──。

　ぴったり三秒の後のち、フィーが動いた。

　桶を引っくり返して、その場に湯がぶちまけられる。

　彼女に迷いはなかった。

　標的をロックオンし、猛もう然ぜんと突進する姿はクマさながら。

「このっ、不届き者──!!」

　一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめたかと思うと、右足を軸じくに小さな身体が大きく旋せん回かいし、桶の底がクレイルの側頭にヒットした。

　轟ごう音おんと共に、クレイルの長身が宙にふっとび、床に墜つい落らくする。

　桶はバラバラに粉ふん砕さいされ、床にうつ伏ぶせる憐あわれな不届き者はぴくりともしない。

　クレイルの髪かみは、金色に戻っていた。

　それらを冷れい酷こくに睥へい睨げいし、フィーがうわごとのようにつぶやいた。

「吊つるす……逆さに吊るして血を抜く……」

「……フィーちゃん？」

　青ざめるあるじを振り返った彼女に、表情はなかった。

「新しいお湯は、しばらくお待ちください。その前に、コレを処理しますから。獲物の血抜きは速やかに行うのが肝かん心じんなんです」

「ままま、待って、フィーちゃんっ」

「ご安心を、オルキアさんに運んでもらいます。御ご前ぜんを血で汚すことはありません」

「フィーちゃ──ん！」

　ルノアリアの必死の説得により、クレイルは『明日のスープ』になることを首の皮一枚で免まぬがれたという。
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　──この身はいったい、いつまで存ながらえるのだろうか？

　この世にあらざる存在は、いつ消えるやも知れぬ。

　刹せつ那なのこの身は夢まぼろし。

　これまで自分を求めた女性たちは、みな夢を見たがった。

『夢まぼろし』でいなければならなかったのに、そうあるように言い聞かせていたのに。

　彼女は与えてくれたのだ──真に欲していた言葉を。

『あなたは人間よ』

　ルノアリアは、自分に望みを問うた。

　けれども、その望みは口に出すことすらかなわない。

　碧あおく澄すんだあの瞳には、どんなに手を伸ばしても届かない──『永遠の命』を欲する者たちは、こういう気持ちなのだろうか。

　それでも、ひとつだけ。

　たったひとつだけ、望むことができるのならば──なにも言わずに消えないで。

　病やまいに倒れた恩師のように。

　恋に狂った王女のように。

　ひとにあらざる息子を恐れた末、売り払った母のように。

　どうか──。




「──置いていかないで」

「ええ、どこにも行かないわ」

　応えた声に、はっとして目を覚ますと、碧い瞳が覗のぞき込んでいた。

「ルノアリア……？」

「クレイル、ずいぶんうなされていたわ。怖い夢を見ていたの？」

　気づけば、自みずからの手が、ルノアリアの両手に優しく包み込まれていた。

　クレイルは、慌あわてて周まわりに視線をめぐらせて、現状を認識する。自室のベッドに寝かされているのだと。

　そして回転しはじめた思考が、先ほど口走った言葉に思い至り、クレイルはみるみる青くなった。心しん臓ぞうが嫌いやな音を立て、背中にどっと冷ひや汗あせが吹き出す。

　──お、『置いていかないで』……？

　ひとりで生きられぬ子供ではあるまいし。しかも、まだ十七歳の女の子を相手にすがりつくなんて──。

「どうしたの、クレイル。ひどい顔色だわ。頭が痛むの？」

「え、いえ、その……少し夢見が悪かったようです。……炎ほのおの精霊の僕が、はりきりすぎたせいでしょう、疲れているのかもしれません」

　こっ恥ぱずかしいふるまいの原因を、さっさともうひとりの自分になすりつける。

　取り繕つくろったクレイルの笑顔に、ルノアリアは痛ましげにうなずいた。

「心や身体が疲れているときって、悪い夢を見がちよね」

　あたたかな手が、励はげますようにクレイルの手の甲を優しく叩いた。

「クレイル。あなた、まる一日眠り続けていたのよ。お腹が空いてるんじゃないかしら？　わたし、スープを作ったんだけど……食べられそう？　それとも、お医者様に分けていただいた、栄養のあるハーブをお茶にしてきましょうか」

「そんな──いけませんよ、ルノアリア」

「心配しないで。スープはフィーちゃんと一緒に作ったから、おいしくできたのよ。お茶なら、わたしにだって淹いれられるし──」

「ルノアリア、お心こころ遣づかいは嬉うれしいのですが、僕の身体は、普ふ通つうのひとよりも丈じよう夫ぶにできているんです。放っておいていただければ、すぐに動けるようになりますから」

「わたしがお世話するのは……迷めい惑わくかしら？」

「ち、違ちがいます、あるじであるあなたの、お手を煩わずらわせるわけには──」

　慌てて身を起こしたクレイルは、くらりとめまいを覚えて、ひたいを押さえた。

　どうにも消しよう耗もうが激しい。一日深く眠ねむり続けて、それでもまだ動けないとは──あんなにも長い間、炎の精霊を表に出し続けたことは初めてだったし、苦手な水に浸つかりすぎた。

　フィーに殴なぐられ気を失う寸前など、精霊化の限界をとっくに超こえていたが、あっちの自分は、気合いと根性と、鋼はがねのごときスケベ心で意識を保っていたのだ。

　クレイルが、自らの下心に深く感心しているなどとはつゆほども知らないルノアリアは、純じゆん粋すいなまなざしで彼を諭さとす。

「ゆっくり養よう生じようしてちょうだいね、クレイル。本当はずっと、怖かったんでしょう？」

「怖い……？」

「ここのところ、元気がなかったのは、精霊狩人のことが心配だったのよね？」

　魔力に溢あふれるフィンスタニスで、人間の賊ぞくが何人現れようと恐るるに足らない。

　恐れていたことがあるとすれば、ルノアリアに危害が及およぶこと。そして、亜精霊の置かれた立場を知った彼女が、自分のことをどう思うか──。

「わたし、いつもクレイルに助けてもらっているんだもの。せめて今くらいは甘えてほしい」

　慈いつくしみのこもる、碧色のまなざしが覗き込んでいる。

　他の誰だれにどういう扱あつかいを受けようとも、平気だった。しかし、この澄んだ瞳が自分を気味悪がり、奇異なものを見るような目に変わるとしたら？

　それを想像すると、怖くてたまらないのだ。

「ルノアリア……僕は、あなたに謝らなければなりません。また、精霊の僕があなたを怖い目に遭あわせたのではないですか？」

　ルノアリアは、もうひとりの自分に押し倒されかけたことがあるし、今回はキスを拒こばまなかった。どちらも恐怖で動けなくなったのだろう。

　──かわいそうなことをしてしまった。

　本当はすべて覚えているけれど、クレイルはあえて知らないふりをしている。

　もしも、それらをクレイルが「覚えている」と言えば、誇り高い彼女に恥はじをかかせることになる。なにより、『紳しん士し』でも『慎つつしみ深く』もない、自分の本性がバレてしまえば、ルノアリアに軽けい蔑べつされ、嫌われてしまう。

　都つ合ごうの悪いことは、すべて赤い髪の自分のせいにしておけばいいのだ。

　クレイルのセコい心の内を知る由よしもないルノアリアは、恥じらうように目を伏せた。

「クレイルがね、覚えていないこと……本当は少し、ほっとしているの。わたし、赤い髪のクレイルに……はしたない姿を見せてしまって」

　小さな声で告白し、耳まで赤くなっている。

　その反応にクレイルは、おや、と内心首をかしげる。

「はしたない姿、ですか？」

　白しら々じらしく問うてみると、彼女はもじもじと身じろぎ、ますます赤くなってうつむいた。

　はたして、これは『恐怖で動けなくなった』という反応か──？

　釈しやく然ぜんとしないクレイルに、ルノアリアは続けた。

「わたし、前からちょっと不思議に思っていたことがあるの。クレイル、わたしにたくさん触さわるわよね？」

「え──」

「どうしてなのかしらって、ずっと考えていたんだけど……フィーちゃんが《森番》さんにひっついているところや、ニナちゃんがわたしにひっつくのを見て気づいたのよ。身体に触っていたほうが、効こう率りつよく力が得られるからなのよね？」

　ぽかんとしていたクレイルは、数秒の後、しゃあしゃあとうなずいた。

「まさに、そのとおりです」

「赤い髪のクレイル、わたしに『キスする』なんて言ったのよ。あれも『喜びの心』がたくさん欲しかったからなのね。だって、そんなのって……おかしいものね──あ、ごめんなさい……クレイル、なにも覚えてないのに、こんなことを知らされても……困るわよね……」

　恥じらいにルノアリアの声は消え入りそうだった。

　──なんて、かわいいひとだろう！

　あるじの貞てい淑しゆくさと、奇き跡せきのような鈍にぶさに、クレイルは心から感謝した。

「いいえ、教えてくださって、ありがとうございます。僕は、ルノアリアのことならなんでも知っていたいんですよ」

「クレイルは、本当に立派だわ……どんなことでも嫌いやがらず、わたしのことを知ろうとして、受け止めてくれるんだもの」

　憧あこがれに輝かがやくまなざしを、クレイルはにっこり笑って見つめ返した。

　そう、知っている。

　普段はドレスに隠かくされたその肩が、驚くほど白くてすべらかなことを。

　そして、このご主人様は知らないのだ。

　目の前の従者が、いっそ、もっとはしたない姿にしたがっていることも、あわよくば、一緒にお風ふ呂ろに入りたがっていることも──。

　生殺しはつらいが、二度と彼女に触れられないことに比べれば何千倍もマシだ。

　クレイルが心中で不ふ埒らちなことを考えているなど夢にも思わないルノアリアは「そういえば」と首をかしげた。

「赤い髪のクレイル、あなたのことを『ヒモ野郎』って言ったのよ。それって、どういう意味かしら？」

「は!?　それは、そのう……女性にお仕つかえするひとのことで──」

　ビミョーに誤りがあるだろうが、正確な意味は口が裂さけても説明できない。

「『ヒモ野郎』は、職業のことなのね」

「え、ええ、俗ぞく語ごといいますか……あまり綺麗な言葉ではないので、お嬢様のあなたは、口に出すべきではありませんよ」

　ルノアリアは、クレイルの歯切れの悪さを身体の不調のせいだと理解したらしく、素直に「わかったわ」とうなずいた。

「赤い髪のクレイルは、街で使うような、俗っぽい言葉をよく知っているのね」

「僕は昔、下町に住んでいたことがあるので──あっちの僕は、そのときの記憶から言葉を引っ張ってきているのでしょう」

「あら、クレイルは、下町に住んでいたの？」

　──しまった。

　余計なことを言えば、芋いもづる式に、過去の所業がバレてしまいかねない。

　クレイルは、内心だけで冷や汗を流しつつ、ほほえみを浮かべてごまかした。

「僕のことなどより、ルノアリア、あなたのことが知りたいんです」

　すると、ルノアリアは傷ついたように表情をくもらせた。

「……クレイルが、自分のことをわたしに教えたがらないのは──わたしが頼たよりにならない領主だから、なのよね？」

　大変な誤解にクレイルは慌てて首を横に振る。

「それは違いますよ。僕の話は、あなたにとって退たい屈くつなだけであって──」

「ううん。聞いてちょうだい、クレイル。わたしね、ニナちゃんが精霊化したあのとき、思い知ったのよ。大雨の中、こけて水に吞のみ込まれそうになったとき──」

　ルノアリアは悔くやしげに、唇を嚙みしめて続ける。

「……笑わないでね。前までのわたしは──魔物に襲われたり、怖いことがあると、心の中でお母様を呼んでいたの。だけど……今回は、クレイルの名前を呼んでしまった」

　彼女の碧い瞳に、じわりと涙なみだが浮かんだ。

「どんなに領民が泣いても、領主は泣いたらいけないって……お母様に教えていただいて……それなのに、こんなふうに、あなたに頼りきって……いけないことだってわかってるのに──赤い髪のクレイルが助けに来てくれて、わたし、本当に嬉しくて、心強くて──」

　そのときのことを思い出しているのか、涙を零しながらも、ルノアリアの口元がほころんだ。

　彼女の放つ歓かん喜きの心を感じて、クレイルの中にある精霊の魂たましいが震える。

　上等な酒が入ったかのように、ふわりと心地ここちのいい陶酔感が、心を満たしていく。

　けれど、彼女の『喜び』の理由が、もうひとりの自分を想ってだとは──。

　腹の底を焼くような嫉しつ妬とを覚えながらもクレイルは、おだやかにほほえんだ。

「それを聞いて安心しました。あっちの僕は、あなたにご迷惑をかけてばかりだと思っていましたから。ルノアリアは、精霊の僕のほうがお好きですか？」

　質問に目を見開いたルノアリアは、視線をさまよわせて、ようやく小さく告白した。

「どっちも、好きよ」

　──どっちも。

　彼女は、『紳士で誠実な』男が好みなはずではないのか？

『粗暴で短絡的な』あちらの自分は、彼女を二回も押し倒しかけ、あまつさえ、キスをもらったことがある。

　今すぐ、彼女に触れたいという欲求は、衝しよう動どうだった。

　自身を抑えるいとまもなく、クレイルは手て管くだを繰くり出していた。

「おや、ルノアリア。まぶたに、まつげがついていますよ」

「やだ……泣いちゃったせいね」

　恥じらいながら、指の背で目じりの涙を払おうとするルノアリアを手て招まねく。

「目に入ったら大変です。僕がお取りしましょう。さあ、こちらに来てください」

　赤くなりながらも、ルノアリアは素直にクレイルへ近づいた。

　指先で閉じたまぶたを撫でると、彼女はくすぐったそうに顎あごを引く。

「クレイル、取れたかしら？」

　かわいい女ひ性とは、信頼しきって自分に身を寄せている。

　彼女を強く求める心と、その奥深くにくすぶる自じ滅めつ衝しよう動どうが、ないまぜになる。

　──精霊の自分に奪うばわれるくらいならば、いっそ……。

　肩を引き寄せかけた、まさにそのとき。ぎい、と小さく開いていた扉が軋きしんだ。

「……おいしいスープはいかがですか、クレイルさん？」

　魔界からの使者のごとく暗い声に、クレイルは戦せん慄りつした。

　もっとも恐れる天敵であり、ある意味では救いの女神──フィーが、室内をじいっと覗き込んでいる。

　そろそろとあるじから手をひっこめ、選択の余地なくクレイルは蚊かの鳴くような声で応じるしかなかった。

「……いただきます」

　フィーは、おごそかに頷うなずいた。

　──あなたをスープのダシに使えなかったことが、残念でなりません。

　獲物を狙う猛もう禽きんのような瞳が残した捨てゼリフに、ひとり気づくことのないルノアリアが悪意なく言った。

「フィーちゃんがね、部屋に男性とふたりきりになるときは、必ず扉を開けておくようにって。おかしいでしょ？　クレイルに限って、そんなことあるはずないのにね。……クレイル？　どうしたの、頭が痛むの？」

　未来を憂うれえて苦悩するクレイルがうわかけにつっ伏していると、フィーと入れ替わりで、麦わら帽ぼう子しの《詩人》が現れた。







「やあ、クレイル、元気になったかい？　ごきげんよう、フィンスタニスの小さな女王レネツト、大だい活かつ躍やくだったね！　ようし、はりきって今回の事件を歌ってみよう──」

《詩人》が賑にぎやかにハープをかき鳴らしかけた瞬間、背後から声が聞こえた。

「あらーん？　やっと見つけたわぁ、シルヴィオくーん？」

　がっしりと肩を摑つかまれた《詩人》は「ひっ」と息を吞む。

「ベル!!　君、まだフィンスタニスにいたの!?」

「まだとはご挨あい拶さつね。あんたがいつまでも捕つかまらないから、帰るに帰れないんじゃない」

　にっこりほほえむベルティナに、ひるみながらも《詩人》は反論する。

「定期報告書は、君の実家に間違いなく送付しているだろう！」

「たまにはうちに、顔出しなさいっつってんのよ！」

　襟えり首くびを摑まれそうになり、さっと逃のがれた《詩人》は、そのまま後ろに跳とび退すさる。

「それではっ、お嬢さん、ごきげんよう。クレイル、あとはよろしくっ」

　言い残した《詩人》が、麦わら帽子のつばを押さえた途端、彼を中心に風が吹き上がる。あっという間に《詩人》の姿は部屋からかき消えていた。

「もうっ、逃げ足ばかり速いんだから！」

「あの……ベルティナさんって、《詩人》さんとお友達なんですか？」

　ルノアリアの質問に、ベルティナは苦笑した。

「あのひと、子供の頃、あたしのうちに引きとられてたのよ。一緒に修しゆ業ぎようして、兄妹みたいに育ったんだけどね」

「修業って──魔法の、ですよね？」

「そう。うちの一族、亜精霊の彼を養子にして、魔法使いとして認めさせようとしたんだけど、失敗して協会から睨にらまれちゃった。本部詰めだった父さんなんて、地方のドサ回りに降格されるし。責任を感じたシルヴィオくんは家出して、それ以来、今でもあたしを避さけてるの。魔法使いは、ただでさえ後こう継けい者しや不足だってのに……協会のジジババときたら──」

　ベルティナは、拳こぶしを握にぎりしめて突とつ如じよ叫んだ。

「今に見てなさーい！　亜精霊が魔法使いとして活動することを、認めさせてやるんだからっ！」

「……ベルティナ、あまり無茶なことはしないでくださいね」

　クレイルにたしなめられても、ベルティナは胸をそらして得意げに笑う。

「わかってるわよ。せいぜい、協会におとなしく従ってるフリしてるわ。ぜーったい隙すきを見つけて嚙かみついてやるんだから！　飼かい慣らされてたまるもんですか！」

　彼女には軽けい薄はくな姿ばかりを見せられていたルノアリアは、その熱意に驚いていた。

　ベルティナは、軽く片目を閉じてみせる。

「こんなカンジで、地道にお仕事しながら野望を燃やしてるってわけ」

　はしばみの瞳は、希望の光を宿して強く輝きを放っている。

「ベルティナさん……」

　彼女は様々な想いを抱えて、亜精霊に関わる仕事についていたということか。

　言葉を失っていたルノアリアを、協会の魔女はちょいちょいと手招いて、部屋の隅すみまで引っ張り、囁きかける。

「おとぎ話で、精霊と人間の恋物語は悲ひ恋れんが多いじゃない？　わたしね、そんなお話を作った連中の思いどおりになりたくないのよ。つまんないお話を面おも白しろくできるのは、当事者たちだけだと思わない？　だから──ルノアちゃん。フィンスタニスをよろしくね。ここはね、亜精霊たちの希望の地なのよ」

　ルノアリアは「自分の領主としての任期は一年だけ」という弱気な言葉を吞み込んでいた。

　なぜなら、『希望を与えること』も、上に立つ者の仕事なのだから。

「任せてください。フィンスタニスはわたしの領く邦にですもの」

　自信に満ちたほほえみを浮かべるルノアリアに、ベルティナは頼たのもしげなほほえみを返す。

「クレイルのことも、よろしくね」

「もちろんです。その……」

　ルノアリアは胸に痛みを感じながらも、立派な領主として、言葉を吐きだした。

「いつでも、あなたの恋人に会いにいらしてくださいね」

「恋人って……ルノアちゃん？　もしかして、まだ勘かん違ちがいしてるのかしら……」

　ベルティナは、気まずく苦笑する。

「小さい頃から、よく一緒に遊んでもらってたけど──クレイルとあたしは、深い仲ではないからね？」

「え……？　クレイルとベルティナさんって、恋人同士ではないんですか？」

「あらぁ、やっぱり勘違いしてたわ。ごめんなさいね、ルノアちゃん。実は、あたし、ちょっとだけあなたに嫉妬してたの。あなたの持ってる『おいしい心』ってヤツに。あたしなんて、そんな素す敵てきなエサ抜きで、シルヴィオに挑いどまなきゃならないんだもの」

「挑むって──」

「子どものころから、ずーっと連敗中。あたしね、シルヴィオが好きなのよ」

　さらりと告白したベルティナは、人差し指を唇の前に当て、いたずらっぽく笑う。

「これ、ふたりだけのヒミツよん？」

　女の子同士で秘密の恋の話をするなんて、生まれて初めての経験だ。

　新しん鮮せんな気持ちに、さっきまでちくちく痛かったはずの胸が弾はずみはじめる。

　──こういうとき、なんて言って応おう援えんすればいいのかしら……？

　頰を紅こう潮ちようさせて戸と惑まどっていると、ベルティナが囁きかけてくる。

「ルノアちゃんも、がんばって。使えるものはお客様でも使う、勇ゆう敢かんなご領主様には、『おいしい心』だなんて最強の武器があるんだもの。おおいに活用してちょうだいよ？」

　つまり、それを使って亜精霊たちをまとめ上げてみせなさい、という叱しつ咤た激げき励れい！

　ベルティナは、愛するひとと共に生きるため、懸命に戦っている。

　心強い戦友を得た気持ちで、ルノアリアは大きくうなずいた。

「任せてください！　あなたの大切な《詩人》さんも、亜精霊のみんなも──フィンスタニスのルノアリアが護ってみせます！」

　ベルティナは、まだうわかけにつっ伏して苦く悩のうしている昔なじみに同情の視線を送って苦笑した。

「……これは、長期戦になりそうだわね」
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　翌日、ベルティナがフィンスタニスを去ったのと入れ違いに、賞金稼ぎ三人組が帰ってきた。

　ルノアリアは、今回の騒動による被害にあった住民のため、彼らから受け取った賞金を補ほ助じよ金きんとすることに決めた。それを聞いた賞金稼ぎたちは、気まずげに顔を見合わせて、五分五分だとしていた賞金を全額提供してくれたのだった。




　ルノアリアとクレイルは、海に来ていた。

《釣りじい》のお見舞いを兼かね、ニナの様子を見に来たのだ。

　ニナは、騒動があってからしばらく、怯えるように落ち着きをなくしていた。

　しかし《釣りじい》のぎっくり腰ごしが回復し、ルノアリアと一緒に住民たちに謝って回り、彼らが自分を海に沈しずめないことがわかると、徐々に元気を取り戻した。

　その後、カエル親分が不ふ機き嫌げんそうに教えてくれた。

「ニナは少しばかり、ひとを恐れなくなったようだ」と。

　海に浸かった足をヒレに変え、元気に泳ぐニナに向かい、ルノアリアは大きく手を振った。ニナも、手を振り返す。

　白い砂浜を、ルノアリアは波打ち際ぎわに向かって走りだす。

　ほほえましく見守るクレイルに、釣つり糸をたらした《釣りじい》が言った。

「ちいとも期待しておらなんだが……お嬢様がニナを鎮しずめてしまうとはのぅ。ベルティナの言うとおり、フィンスタニスの領主に、なるべくしてなったのかもしれん。なにしろ、あのお嬢様は『ひと』だの『亜精霊』だのではなく、みな自分の『領民』だと思うて接しておる。マヌケなのか、器うつわがでかいのかようわからんが……ぼんやりしとったら、あんたも『大切な領民』のままで終わってしまうぞ」

　クレイルは困ったようなほほえみを返した。

「いつまでも彼女の『善よき領民』として仕つかえていられたらいいのですが……ルノアリアの任期は一年だけですからね」

　老人はつまらなそうに肩で笑った。

「カマトトぶるな、クレイルよ。あのお嬢ちゃんも、あんたに対してまんざらでもないとわかっておるのだろう。もっと図ずう々ずうしくやらんかい」

　なぜあおられるのか身に覚えがなくて、クレイルは困こん惑わく交まじりに問い返す。

「……どういうことでしょうか？」

「年寄りのおせっかい、と言いたいところだがの……すまんが、打算だ」

　ますます理解できない様子のクレイルに、《釣りじい》は淡たん々たんと続ける。

「建たて前まえの『領主』だろうと、身元のはっきりした伯爵令れい嬢じようが束ねているとなれば、周辺の領地からの警けい戒かいも弱まろう。下へ手たに統とう治ち手しゆ腕わんのある者が赴ふ任にんすれば、ロゼの活動の枷かせになるしな。──まあ、要するに、フィンスタニスに留まることに意味のある亜精霊のあんたが、あの娘を『領主』として、この地に繫つなぎとめてくれれば理想的、というわけだ」

　いつもはのほほんとした《釣りじい》の瞳は、知恵者の冴さえた色に変わっていた。

「美しいものは、ひとの心を動かす。狂わせることもある。使いようによっては武器にもなる。ま、泣きどころになることもあるようだが……そんなこた、あんたが一番ようわかっとるか」

　ようやく老人の意い図とを理解したクレイルは、笑みをおさめて青ざめた。

「あなたは──僕に、彼女をこの地に縛しばるための枷かせになれと？」

「枷か……ふむ。自分に枷つけとるのは、あんた自身ではないのか？」

《釣りじい》は、海に目を向けたまま、静かに続けた。

「あんたのことは、ずいぶん前から社交的集会サロンで噂に聞いとる。どこからともなくふらりと現れ、まばたきの間に姿がかき消えている。いつも月光のようにおだやかな笑みを絶たやさない。ついたあだ名は『月光の君』。心がないのでは、と噂すらされた──ここでは、そんなにおっかない顔もするくせにのぅ」

　心がないと疑われたのは、どんなに相手に気に入られようとも、決して心を開くことはなかったからだ。

　過去を振り払い、クレイルは緊きん張ちようにこわばっていた顔にいつものほほえみを戻して問うた。

「《釣りじい》さん。あなたは、いったい何者なんです」

「その名のとおり、楽らく隠いん居きよの釣り好きじいさんだよ」

　老人は笑うが、片田舎の釣り人が、都の社交的集会サロン──貴人や知識人の集まりに出入りできるはずがない。

「人間同士でも、わかり合えんことのほうが多い。ましてや、ここは常識のない領く邦にだ。『ひと』だ『亜精霊』だとこだわる意味もなかろうて」

　ニナは、幸せな子だ──このひとの正体が何者であるかは知れないが、養い子を心から愛しているのは間違いない。

　そして、自分は従者として、ルノアリアを愛し続ける。それ以上にも、それ以下にもなりえない。

　黙もくして、ただほほえむクレイルに、《釣りじい》は小さく首を振った。

「前ぜん言げん撤てつ回かいだ。おぬし、わかっとらんわ。わしは、あんたらの持っとる『武器』がいかに強力か、よう知っとるんよ？」

　餌えさの持っていかれた釣り針を引き上げ、それを所在なく触りながら、老人はぼそぼそと告白する。

「実は……そもそもわしが、フィンスタニスに来たのは……『永遠の命』いうもんが欲しくてのぅ」

　クレイルは我が耳を疑い、「は……？」と問い返した。

「これ、ニナも谷の連中も知らん話だからの？　ふたりだけのヒミツだからの？」

　真しん偽ぎを疑い息を吞むクレイルに、苦笑してみせた《釣りじい》は、夕日に照らされ赤く輝く水面みなもを指さす。きらめく飛沫しぶき、光の中に遊ぶ人ニ魚ナの、神こう々ごうしくすらある、あの美しさ！

「あんな綺麗なもんとひきかえに、自分が存ながらえるかと思うたら、なんやいろんなことがアホらしゅうなってしもうたんだよ」
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《森番》が成長させた、木々の枝や根の堤てい防ぼうの片づけも終わらない、川のほとりの大木──太い枝の上で横になり、ライアがのんびりとくつろいでいた。

　隣となりの枝に現れたなじみの気配に、日よけに帽子で顔を覆おおったまま声をかける。

「戻ったかい。早かったね」

「ベルティナから知らせが来た。……貴族娘め、なにが『任せておけ』だ」

　眼下には、水びたしになったままの麦畑。漆しつ黒こくのマントを翻ひるがえしたロゼは、惨さん状じようを見み下おろし、眉根を寄せてぼやいた。

「ひどい有あり様さまだ。これでは、うかうか目も離せん」

「そうでもないさ。お嬢ちゃんも、亜精霊の子たちも、みんなよくやっていたよ」

　ライアのかばうような言いざまに、ロゼはむっとした。

　この女は、個人に執しゆう着ちやくしないはずなのに──そもそも、ライアがルノアリアをフィンスタニスに残そうと積極的に動いたこと自体、ロゼにはいまだ釈然としない。

「あの娘が来てから、フィンスタニスがやかましくなった」

「賑やかでいいじゃないか」

「おまえ、やかましいのは嫌いなのだろう」

「別に、好きでも嫌いでもないさ」

　帽子のつばに隠かくれた表情は見えないものの、ライアは今までに見たことがないほどおだやかな様子だ。

　不ふ愉ゆ快かいを胸に抱えたまま、ロゼはふと、ルノアリアの言葉を思い出す。

『しばらくあなたがいないんだったら、ライアは寂さびしがるわね』

　自分がいないくらいで、この女が心を動かすことなど、ありえない。

「くだらん」

　むかむかしながら吐き捨てるロゼへと、ライアが問う。

「疲れているのかい？」

　異国の言葉でも耳にしたように、ロゼは眉をひそめた。

「……おれのことなど、どうでもよかろう。おまえこそ、なにごともなかったのか」
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　木の根と枝が絡からまり合った川沿いをぼーっと見つめていたライアは、やがて淡々と報告した。

「騒さわぎに乗じた連中が、《門》まで来たよ。石を持っていこうとした」

「な……!?　《門》の存在を知られていたというのか！　ど、どうしてそれを早く言わない！　そいつらはどうしたっ、逃がしてはいまいな!?」

　とんでもない事態だと気け色しきばむロゼだったが、ライアは淡々と続ける。

「逃がした」

「な……！」

　即そく座ざに追つい跡せきに動きだそうとしたロゼを「待ちな」とライアが止める。

「ふたりとも、あたしの闇やみにあてられて伸びちまった。もう二度とここには来られやしないさ。ほんの少しだけ触れるつもりだったのに、少しばかり、やりすぎちまったんだ。魔物を魔界に還かえしたのは久々だったから……漏もれ出した闇が濃こすぎた。かわいそうなことをしたよ」

　静かにひとを憐れむ、ライアの抱える『闇』。

　想像を絶する苦痛と恐怖。そして──虚きよ無む感かんに打ちのめされる。

　普ふ通つうの人間が、そんなものをまともに受け止めれば、精神に与える影響は甚じん大だいだ。

　声を失うか、記憶障害を起こすか、それとも──馬ば鹿かな。そんなものでは、全然足りない。

　ロゼは、冷酷に笑う。

　自分がその場に居合わせていれば、賊どもの息の根を止めてやっていた。

「ロゼ」

　殺気を察したライアは、たしなめるように名を呼ぶ。

「あたしは、そういうふうにできているんだよ。だけど、あんたは違う。あんたまで石の守もりに付き合う必要はないよ」

「おれの勝手だ。おまえが口を出す問題ではない」

　突っぱねるロゼに、ライアは首を横に振った。

「ロゼ、ここは墓はか場ばじゃないんだよ」

「……なんだと？」

「お嬢ちゃんが言っていたんだ。ここは、からっぽなんかじゃないんだってさ」

「ライア……今日はどうしたというのだ？　当然だろう。ここは墓場でもなければ、からっぽでもない──おまえが生きるための場所だ」

　他のなにものでもない、そのためだけに作り上げた場所なのだから。

　ライアは、ほんの少しほほえんだ。

「あんたにとっても、そうであればいいんだけどね」

　魔女の笑みに呆気にとられたロゼは絶句し──やがて、感情を押し込めて言った。

「《石の守もり人びと》であるあんたにとって、意味があるのは、その石だけだろう。おれのことなど、それこそなんの意味もないんだ」

　意味のないもののために、闇の瞳を、無理にほほえませる必要はないのに──。

　彼女の見せる笑みのすべてが作り物で空くう虚きよなものだと知っていても、それでも心がざわめいた自分を嫌けん悪おする。

　──なにもかも、あのマヌケな貴族娘のせいだ……！

　動どう揺ようの理由を心の中で責任転てん嫁かしたロゼは、漆黒のマントを翻した。

「王都で酒を仕入れた。気が向いたら、来るがいい」

　ぶっきらぼうに言い残したロゼの転移の術が発動した。風がうなりを上げ、枝がしなり、木の葉が舞い散った。




『わたしで力になれることがあるのなら、言ってちょうだい』

「そうだねぇ……お嬢ちゃん」

　風にあおられる帽子を押さえながら、ライアはつぶやいていた。

　もしも、できるというのなら──。

「あの子を──ロゼを、墓場から引きずり出してやってくれないかい？」
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　それから数日後、領りよう主しゆ館かんの庭に、フィンスタニスの亜あ精せい霊れいたちが集結していた。

　クレイルとニナのふたりは、自分の中の精霊が制御できない。対して《森番》と《詩人》は、精霊と折り合うすべを知っているのだという。

　そこで「その方法を教えてもらえばいいんじゃないかしら？」とルノアリアが提案し、勉強会が開かれることになったのだ。

「……教えれば、誰だれにでもできるというものではないのだが」

　淡たん々たんと《森番》は言い、ハープを鳴らしながら《詩人》は首をひねる。

「なんて例えればいいのかな。先天的なものや、属ぞく性せいの問題もあるからね。たとえば、酒さけ癖ぐせの悪いヒトっているでしょう？　一度乱れて暴れだしたら、手がつけられないって。あんな感じ？　炎ほのおの性質なんて、特に抑おさえるのが難しいからね。普ふ通つうの人間が炎の魔法を乱用しても性格が暴力的になるっていうぐらいだもの。クレイルに関しては、切り離したままのほうが、いっそ安全だと思うけどなぁ」

　言いつつ、麦わら帽ぼう子しの《詩人》は突然ひらめいたのか、即そつ興きようの愛の詩うたを歌いだす。

「抑えきれない情熱の、真っ赤な炎、あなたに捧ささぐ、燃える愛──」

　無口すぎる《森番》と、自由に歌ってばかりの《詩人》では、授業は一向に進まない。

　ニナは頭の上にカエル親分を乗せ、気持ちよさそうにタライの水に浸つかっている。

　いつの間に背後に回ったのか、フィーが《森番》の背によじのぼった。

「フィーちゃん。みんな勉強中だから、邪じや魔ますんなよー」

　馬の世話のため庭に出ていたオルキアに声をかけられるも、フィーはつんと顔をそらした。

「いいんです。このひとたち、遊んでいるじゃないですか。さてはオルキアさん、フィーが《森番》さんに抱きついているので、嫉しつ妬としているんですか？」

「え──？」

「恥はずかしげもなく《森番》さんに抱きついてまで力を得る、このフィーが羨うらやましいのでしょう？　しかしフィーは、悟さとったのですよ。ルノアリアをお護まもりする以外のあらゆることは、たいした問題ではないのだと。一瞬の油断もならないこの地で、常に自分を最高の状態に保っておくために、多少の恥はじがなんだというのですか」

　フィーの瞳ひとみが、静かなる決意に燃えている。どうやら、クレイルをぶん殴なぐったことにより、彼女はあらたなステージに移ったらしい。これは成長というべきか、はたまた開き直りというべきか、どちらにしても──。

「──ほどほどにしとこうな……」

　力なくフィーをたしなめるオルキアの肩かたが、ぽん、と励はげますように叩たたかれた。

　振り返ると、すべてをこころえたまなざしの《森番》の姿があった。

　彼は、オルキアに向かって両手を広げた。そして男らしくひと言。

「来い」







　授業の邪魔をしてはいけないと、館やかたの陰かげからみんなを見守っていたルノアリアだが、男同士の熱い抱ほう擁ようから視線を外はずして、肩を落としていた。

　──目に見えて、収拾がつかなくなっている……！

　集いの輪の中からクレイルがルノアリアの元へ逃にげてきて、深刻に訴うつたえた。

「ルノアリア！　新たにフィンスタニスの法を定めてください──『ガタイのよい成人男子同士が抱き合うことを禁ず』と！」

「……考えておくわね」

　確かに、あれは目もく撃げき者しやに甚じん大だいな精神的ショックを与えかねない。

　賑にぎやかに騒さわぐみんなの様子を眺ながめながら、ルノアリアはそういえば、と思い出していた。

「ねえ、クレイル。赤い髪のあなたに、ご褒ほう美びをあげそこねちゃったわ。彼の望みは結局、あなたと同じでわたしの『喜びの心』だったけど」

「え、ええ……」

　相あい槌づちを打つクレイルは、なぜか視線を外している。首をかしげつつ、ルノアリアは続ける。

「わたしね、気づいたことがあるのよ。あなたに『望み』をしつこく聞いていたでしょう？　わたし……あなたのことが知りたかったの」

　告白してしまってから、ルノアリアは口元を押さえて赤くなる。

　以前、フィンスタニスでは知りたがりは不ぶ粋すいであると、《詩人》が言っていた。

　──わたし、詮せん索さく好きの図ずう々ずうしい娘むすめだと思われちゃうかしら……。

　クレイルが職務上、あるじのお茶や食べ物の好みを知りたがっているのとは、わけが違うのだ。けれど、それでも──。

「この間、クレイルが下町で暮くらしていたことがあるって教えてくれて、すごく嬉うれしかった。ベルティナさんが、あなたのことをたくさん知っていて……羨うらやましかったのよ」

　ふたりが恋人同士ではないとわかって、踊り出したいくらい嬉しかった。

「ルノアリア、ベルティナの一族の仕事は、亜精霊の監視なんですよ。どこに逃げたとしても捕つかまってしまうくらい、僕のことをよく知っています。なにしろ、僕は彼女のひいおばあ様の代からお世話になっていて──」

　──『ひいおばあ様の代』？

「代って……クレイル、何年くらいお世話になっているの？　クレイルって──何歳いくつなの？」

「ルノアリアのご想像におまかせします」

　にっこりほほえんでからクレイルは「そういえば──」と、空そら々ぞらしく話題を変え、やはり質問をはぐらかした。

「ルノアリアが、僕の望みを知りたいとおっしゃってくださってから、いろいろと考えてみたんです。そのうちに、師し匠しようのことをたくさん思い出しました」

「クレイルの、お師匠様？」

「ええ。僕は、楽士としての技わざや知識は、作曲家だった師に教わったんですよ」

　クレイルは、みんなが騒いでるほうを見つめて続けた。

「今、《詩人》さんの歌っている歌──あれは、僕の師匠が作曲したものです」

「まあ！　本当に？」

　それはルノアリアも耳にしたことがある、エンデ国で広く親しまれているメロディーだった。

「僕が下町に暮らしていたのは、彼に師事していたときでした。師は、路頭に迷いそうになっていた僕を、拾ってくれたんですよ。ひとではない僕を連れていることで、いろいろと面倒が起こるとわかっていながら──」

　クレイル自みずから、こんなにも身の上話をしてくれることは初めてだった。ルノアリアの胸は高鳴り、瞳をきらめかせてうなずく。

「クレイルのお師匠様って、優しくて、すてきな方なのね」

「いいえ、酷ひどいひとでしたよ」

　意外な切り返しに「へ？」とまばたくルノアリアに、クレイルは続ける。

「重度の女好きで、いつも歓かん楽らく街がいの女性たちに愛の歌を奏かなでていました。万年金欠で、借金取りから逃げ回っていました。作曲家として才があっても、貴族の注文どおりに曲を作るのを嫌いやがりました。楽器の腕うでも一流だったんですが、貴族相手に教えることも大だい嫌きらいで……そういう偏へん屈くつなところは、少しロゼに似ているかもしれませんね」

　悪あし様ざまに並べたてられる言葉とは裏腹に、師を語るクレイルの顔には、思い出を慈いつくしむほほえみが浮かんでいる。

「お金がないくせに、おぼっちゃん育ちで、わがままで……舌ばかり肥こえているものだから、食事の用意には本当に苦労しました」

　乏とぼしい食材でも、彩いろどり豊かな食しよく卓たくを用意する料理の腕は、そのとき培つちかったものか。

「めちゃくちゃなひとでしたが──彼は、僕をなんの変へん哲てつもない人間のように扱あつかいました。僕は、師を実の家族のように慕したいました。あちらはどう思っていたかは知りません。彼は便利な小間使いが欲しかっただけで、僕が何者であるかなんて、どうでもよかったのかもしれない」

　笑い話をするように、クレイルは冗じよう談だんめかして苦笑する。

　しかし、おだやかな表情の中でまなざしだけが、過去にとらわれ沈しずんだ色を宿していた。

「『どうでもよかった』だなんて、噓うそよ。クレイル、本当は、ちゃんと知っているんでしょう？　お師匠様に愛されていたって」

　そうでなければ、そんなにも寂さびしい瞳をするはずがない。

　失ったことを、いまだに惜おしむはずがない。

　ルノアリアの言葉にクレイルは、嚙かみしめるようにうなずいた。

「憎にくまれていたほうが、いっそ心は解放されていたのでしょうね。師は──本当に、酷いひとだったんですよ？　なのに……彼が、若くして亡なくなったからかもしれませんが──」

　早すぎた別れを悔くやみ、自分を責せめているのだろう。

　自分がついていながら、家族のように愛したひとを、若くして死なせてしまったことを。彼のために、もっとなにかができていたのではないかと。

　その気持ちはよくわかる。ルノアリアもまた、母との別れは早すぎたから。

「ベルティナに叱しかられるんですよ。僕は、過去にとらわれすぎているのだと」

「こんなことを、わたしが言ってはいけないのかもしれないけど……お師匠様のことで、あなたが悔やむことはないはずよ。勝手な想像だけど──お師匠様は、あなたと一緒にいられて幸せだったはずだから。だって、わたしはクレイルと一緒にいられて、こんなに幸せだもの」

「僕もです。あなたと一緒に過ごせることが──とても嬉しい。ルノアリア、僕の望みは、あなたの笑顔ですよ」

「クレイル……わたしもよ。あなたが笑って過ごせることが、わたしの望みだわ」

　幸福な気持ちを分かち合い、ふたりはほほえみ合った。

　にっこり笑った顔のまま、「で？」とルノアリアは続けた。

「クレイルの年ねん齢れいは、いくつなの？」

「……今日は食い下がりますね、ルノアリア」

　ここまで引っ張られれば、どうあっても知りたくなるではないか。

「わたしには、教えたくない事情があるの？」

「……教えたくない、といいますか──……はは……」

　笑ってごまかそうとするクレイルを他よ所そに、ルノアリアは勝手に推すい理りをはじめる。

「亜精霊は、年齢が見た目どおりとは限らないってカエル親分さんが言ってたわ……ニナちゃんなんて、あんなに小さくて二百年も生きているってことは……クレイルはもう千年くらい生きてるとか──まあ！　だったらすごいことね！」

　どんどん膨ふくらむ想像にまかせて瞳を輝かせていると、クレイルが暗い声でつぶやいた。

「……なじゅう、よん」

「え？　ごめんなさい、よく聞こえなかったわ」

「七十四歳、です」

　拳こぶしを握にぎりしめてのクレイルの告白は、どこかやけっぱちだった。

　ルノアリアは言葉を失い、ごくりと息を吞み込んだ。

　明らかにリアクションに困っているあるじに、見た目は二十歳前後の超絶美青年は、顔色を変え、いつになく強い語調で問いただす。

「中ちゆう途と半はん端ぱと思っておられますね!?　思っておられるのでしょうっ!?」

「ええ!?　そ、そんなことない──ありません、よ。……クレイル、さん？」

「『クレイル』のままでお願いします。敬語もやめてください。……ああ、ほら、やっぱり……こういう感じになってしまうから、嫌だったんです」

　表情を覆おおい隠かくすように口元を手のひらで押さえ、眉まゆをひそめたクレイルは耳まで赤くなっている。実年齢の衝しよう撃げき以上に、ルノアリアは驚おどろいた。

　──もしかして……クレイル、拗すねてる？

　綺き麗れいで、おだやかで、物もの腰ごしの洗練されたクレイルが好き。

　乱暴者でちょっと怖こわいけど、いざというとき頼たのもしいクレイルも好き。

　だけど、こういうクレイルも見ていたい。これはきっと、誰よりも慕っていたお師匠様に見せた、彼の素すの表情のはずだ。

　ルノアリアは、くすくす笑いだした。笑われたことにショックを受け、目を見開いているクレイルに申し訳ないと思いつつ、ますます笑いが込み上げてくる。
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「ねえ、クレイル。わたしね、あなたのこともフィンスタニスのことも、もっともっと好きになると思うのよ」

　彼のことをひとつ知るたびに、愛いとおしい気持ちが心に溢れて、幸せが胸を満たす。

　ここは、夢まぼろしのフィンスタニス。

　夢見が悪いか、バラ色か、すべては自分の心しだい。

　焦あせらなくてもいい、ゆっくりと知っていけばいい。

　──だって、任期はまだ十一か月もあるんですもの！
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「オルキアさん？　それは、ルノアリアのお兄様からのお手紙ですよね？」

　夕食の準備をするため、厨ちゆう房ぼうに立つクレイルに声をかけられ、火の入ったかまどの前に屈かがんでいたオルキアは「んー、まあね」と言葉を濁にごす。

　友人であるリュシアン・ストライサからの手紙は『君がついていながら、どうして妹は実家に戻もどらないのか』という抗こう議ぎが、遠回しにねちねちと書きつづられた壮そう大だいな長編である。

　──『気の済むまで、妹に付き合ってやってくれ』なんつって、余裕こいて笑顔で送り出したのは、どこのどいつだよ。

　心中でぼやき、オルキアはかまどの火に手紙を投げ入れた。

「え……燃やしてしまって、いいんですか？」

「いいんだよ、そうするように書いてあるから」

「僕はお顔を拝見しただけなのですが……リュシアン様は、どのような方なのですか？」

「そうだなぁ……妹想いの兄ちゃんだよ」

　彼が、ルノアリアを深く愛しているのは間違いない。しかし──。

「器用な野や郎ろうのはずなんだけどな。なんつーか……損な性分だと思う」

　愛情の示し方が、いちいち三回転半ねじれているせいで、その愛は、素す直なおな気質の妹にまったく伝わっていない。

　──どういう野郎か、もうすぐ嫌いやでもわかるぜ、クレイルくん。

　なぜなら〝お兄ちゃんからの手紙〟の締しめは、以下のとおりだから。

『ルノアリアが務つとめを果たしているか、近日中に視察に向かう。日常を精査するため、抜き打ちであることに意味がある。決して口外しないように』

　──なにが『視察』だよ……。

　奇き襲しゆうの意い図とは二割方、嫌いやがらせであろう。

　そして八割は──ルノアリアを連れ戻すため、自みずから動きだすつもりなのだ。
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　ごきげんいかがでしょうか、くりたかのこです。

　お嬢じよう様さまのへんてこ統治生活を書いた『フィンスタニス統治記』、おかげさまで二巻目を出させていただくことができました。

　前作に引き続き、今作もまたタイトル決定には難なん航こうしました。

　これまで、わたくしの作品の中で「恋しちゃってます」なんて自じ己こ申しん告こくしてくれる登場人物がいなかったことに気がつき、それを担当編集様にお伝えしたところ、「じゃあ、記念と言うことで」と意見が一いつ致ち──改めまして、




『フィンスタニス統治記　恋する魔女と水の精せい霊れい』をお手に取っていただき、ありがとうございます！




　前作を読んでくれた姉のひと言。

「この中でマトモにひとの話聞いてるの……山さん賊ぞく（オルキア）だけじゃない？」

　穿うがった意見をありがとう。返す言葉もないよ、マイシスター。

　そんな前作から登場人物たちは、すくすくわんぱくに成長してくれました。

　今作のベストオブわんぱくは、金きん髪ぱつクレイルくんです。金髪の彼に比べれば、まだ赤髪のほうが、よっぽどマトモに思えてくるから不思議。

　好き勝手にふるまう領民たちに振り回されないよう、がんばれ、主人公ルノアリア。……といっても、彼女も放任をいいことに、割と好き放題です。

　立派なご領りよう主しゆ様になってほしいと願いをこめて、立派な先人の統治者さんに学んでみましょう。




　三十年戦争まっただなかのドイツ、プロテスタント側についていた帝国自由都市にて。

　カトリック軍に包囲され陥かん落らくした街は、焼き払われること、そして市参事たちの斬ざん首しゆ刑けいが決定してしまいます。街では女子供までも抗戦し、カトリック軍は大損害をこうむり、将軍は激怒していたのです。

　そこで都市側は、将軍の気持ちをなだめるために地元特産のワインを差し出します。おいしいワインに気をよくした将軍は、三．二五リットルのワインを前に「もしこの中で、これを一気飲みできるヤツがいたら、おまえたちの罪を忘れてやろう」と言いだしました。

　決死の覚悟で名乗り出たのは、街の市長さん！　彼は大量のワインをすっかり飲み干し、見事に街を救ったのでした。

　勇ゆう敢かんな市長さんはワインを飲んだ後、三日間眠り続け、その後は元気に復活されたそうです。

「おいしいワイン」と、「酒の席でのノリと勢い」恐るべし……街ひとつの命運を左右してしまうとは。




　山下先生、今回もわたくしの脳のう内ないイメージをぽーんと凌りよう駕がする、すばらしいイラストをありがとうございます。男連中はみなカッコよく、女の子たちはみな愛らしく、感かん嘆たんのため息の連続です。ラフでいただいた『ナイス兄貴な《森番》さんの背中に貼りつくフィーちゃんのご満まん悦えつぶり』が、あまりにもかわいらしくて嬉しくて「このイラスト、読者様にもお見せできませんか……？」なんて、ダメ元で担当編集様を通してお願いしてみたところ……ご厚こう意いにより掲けい載さいのご許可をいただきました！　山下先生、重ねて感謝いたします。表紙の「帯おびを外せばカエル親分」の遊び心にも歓かん喜きです。

　担当編集様、毎度ゴネてすみません。今回も大変お世話になりました。

　出版に関わってくださった各位みなさまに、深く御お礼れいを申し上げます。

　そして、改めまして最後までお読みくださったあなた様に、最大級の感謝を。本当にありがとうございました。また、お会いできる日が来ますように。
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某カバっぽい子たちが住んでいる谷のお話を読み返しています。みんな、かわいい。

フィンランドまではとても行けそうにないので、県立美術館でおこなわれる『カバっぽい子たちの世界展』に行ってきます。
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締め切り前とかすごく集中して絵を描くと糖分が少しだけ欲しくなるので、そういう時にひとくちチョコを食べていたのですが最近は金平糖もいいなと思って買い始めました。

小瓶に入れて机に置いておくと黒一色のＰＣ機器のそばで、そこだけほんわかとした金平糖カラーに癒されます。
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